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１．重要事故シーケンスと保安規定記載内容について 

島根原子力発電所２号炉保安規定添付１「原子炉がスクラムした場合の運転操作基準」お

よび添付３「重大事故等および大規模損壊対応に係る実施基準」に定める各基準が有効性評

価における重要事故シーケンス等における対応手順を満足していることを確認する。 

目 次 
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４．「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」の対応手順の概要 

５．「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」の対応手順の概要 

６．「崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合）」の対応手順の概要 
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１０．「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の対応手順の概要 

（残留熱代替除去系を使用する場合） 

 「水素燃焼」 

１１．「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の対応手順の概要 

（残留熱代替除去系を使用しない場合） 

１２．「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の対応手順の概要 

 「原子炉圧力容器買外の溶融燃料－冷却材相互作用」 

 「溶融炉心・コンクリート相互作用」 

１３．「想定事故１」の対応手順の概要 

１４．「想定事故２」の対応手順の概要 

１５．「崩壊熱除去機能喪失」の対応手順の概要 

１６．「全交流動力電源喪失」の対応手順の概要 

１７．「原子炉冷却材の流出」の対応手順の概要 
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Ⅰ
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１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 

・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 

・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 

・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作

に
移
行
す
る
。

 

・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子

炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納

容
器
が
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施

設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と

二
次
格
納
容
器

制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，

「
原
子
炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

  

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
   

⑧
 

⑨
 

⑩
   

⑪
 

⑫
 

⑬
  

⑭
  

⑮
    

⑯
  

⑰
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 

・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 

・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 

・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 

・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 

・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 

・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反

応
度
制
御
」
に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 

・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 

・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 

・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 

 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 

・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。
 

・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（

一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原

子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 

・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動

作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却

系
が
自
動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 

・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，

給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を

原
子
炉
水
位
低

ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原

子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合

は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度

制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
 

 

＜
補
足
＞

 

保
安
規
定

 
添
付
１
お
よ
び
添
付
３
に
記
載
し
て
い
る
次
の
系
統
は
，
Ｅ
Ｏ
Ｐ
手
順
書
内
で
は
以
下
の
設
備
に
該
当
す
る
。
 

・
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

 
→

 
高
圧
注
水
設
備

 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
→

 
注
水
設
備

 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
→

 
代
替
注
水
設
備
の
大
量
送
水
車

 

・
復
水
輸
送
系

 
→
 
代
替
注
水
設
備
の
復
水
輸
送
ポ
ン
プ

 

・
消
火
系

 
→

 
代
替
注
水
設
備
の
消
火
ポ
ン
プ
と
補
助
消
火
ポ
ン
プ

 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系

 
→
 
補
助
注
水
設
備
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Ⅰ
．

原
子

炉
が
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ム

し
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場
合

の
運
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操

作
基

準
と
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書
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1-
Ⅰ
-2
 

①
  

②
   

③
 

④
  

⑤
  

⑥
  

⑦
   

⑧
  

⑨
  

⑩
  

⑪
   

⑫
  

⑬
 

⑭
  

⑮
  

⑯
  

⑰
   

⑱
 

⑲
   

⑳
 

㉑
 

㉒
 

㉓
 

㉔
  

㉕
  

㉖
 

㉗
 

㉘
 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御

「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 

・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子

炉
を
隔
離
す
る
。

 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移

行
す
る
。

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る

。
な

お
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ

る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最

低
圧
力
ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子

炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 

・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン

自
動
ト
リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。
）

 

・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 

・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交

流
／
直
流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉

を
隔
離
す
る
。

 

・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 

 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 

・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 

・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 

 

Ｆ
．
復
旧

 

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 

・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ

れ
ば
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-3
 

  

①
   

②
   

 

Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 

 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-4
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
２
）
反
応
度
制
御

 

 
①
目
的

 

・
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
に
，
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
。

 

 
な
お
，
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
と
は
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の
こ
と
を
い
う
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
１
本
を
超
え
る
制

御
棒
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置

ま
で
挿
入
さ
れ
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
が
停
止
し
て
い
る
場

合
 

・
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が

１
本
以
下
ま
で
挿
入
さ
れ
，
ほ

う
酸
水
注
入
系
が
停
止
し
て
い
る
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
短
期
的
に
は
原
子
炉
の
健
全
性
を
維
持
し
，
長
期
的
に
は
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
の
健
全
性
を
維
持
す
る
。

 

・「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，「

水
位
」
，「

制
御
棒
」
，「

圧
力
」
を
並
行
操
作
す
る
。
な
お
，
同
時
に
実
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
な

場
合
は
，「

ほ
う
酸
水
注
入
系
」，
「
水
位
」
，「

制
御
棒
」
，「

圧
力
」
の
順
に
優
先
さ
せ
る
。

 

  

①
   

②
  

③
   

④
 

⑤
 

⑥
     

⑦
  

⑧
   

⑨
   

⑩
   

⑪
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
反
応
度
制
御

 

・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
ず
，
１
本
を
超
え
る
制
御
棒
が
挿
入
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
の
「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，「

水
位
」
，「

制
御
棒
」
，
「
圧
力
」
を
並
行
操
作

す
る
。

 

・
原
子
炉
が
隔
離
し
て
い
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
ラ
ン
バ
ッ
ク
後
停
止
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
が
隔
離
し

て
い
る
場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。

 

・
自
動
減
圧
系
自
動
起
動
を
阻
止
し
，
自
動
減
圧
系
の
動
作
を
阻
止
す
る
。

 

 

Ｂ
．
ほ
う
酸
水
注
入
系

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
浄
化
系
が
隔
離
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
し
た
場
合
は
，
全
量
注
入
完
了
ま
で
ほ
う
酸
水
を
注
入
す
る
。
た
だ
し
，
全
制
御
棒
が
全
挿
入

位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
た
場
合

な
ら
び
に
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が
１
本
の
み
と
な
っ
た
場

合
は
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
停
止

す
る
。

 

 

Ｃ
．
水
位

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
と
な
っ
た
場
合
は
，「

反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度

制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

・
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
，
原
子
炉
が
隔
離
状
態
の
場
合
，「

水
位
低
下
」
操
作
と
し
て
，
原
子
炉
給
水
流
量

を
原
子
炉
出
力
が
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
出
力
低

判
定
値
以
下
に
な
る
ま
で
原
子
炉
水
位
を
低
下

さ
せ
る
。（

原
子
炉
水
位
の
下
限
値
は
高
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
と
す
る
。
）

 

・
原
子
炉
が
隔
離
状
態
で
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
出
力
が
中
性
子
束
振
動
発
生
防
止
値
以
下
と
な
る
よ
う
水
位
維
持
操
作
を

行
う
。（

原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
と
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と

し
て
維
持
す
る
。）

 

・
原
子
炉
を
減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
可
能
な
場

合
は
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
数
弁
開
し
て
原
子
炉
を
減
圧
し
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ

り
原
子
炉
水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
す
る
。

 

・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

を
数
弁
開
し
て
も
，
原
子
炉
水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発

生
時

原
子
炉
水
位

低
下
限
値

以
上
に

維
持
で
き
な

い
場
合
は

，
低
圧

で
原
子
炉
に

注
水
可
能

な
系
統

※
ま

た
は
低
圧

原
子

炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
起

動
し
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
優
先
し
て
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
順
次
開
放
し
，
原
子
炉

水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
す
る
。

 

※
：
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
と
は
，
給
復
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧

注
水
系
Ａ
系
，
低
圧
注
水
系
Ｂ
系
，
低
圧
注
水
系
Ｃ
系
を
い
う
。
以
下
，
各
表
に
お
い
て
同
じ
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-5
 

  

①
  

②
  

③
   

④
 

⑤
     

⑥
  

⑦
  

⑧
     

⑨
                              

 

Ｄ
．
制
御
棒

 

・
ス
ク
ラ
ム
弁
が
閉
の
場
合
は
，
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
，

選
択
制
御
棒
手
動
挿
入
，
ス
ク
ラ
ム
テ
ス
ト
ス
イ
ッ
チ

に
よ
る
個
別
ス
ク
ラ
ム
，
ス
ク
ラ
ム
パ
イ
ロ
ッ
ト
弁
電
磁
弁
の
電
源
切
ま
た
は
制
御
空
気
の
排
気
を
行
う
。

 

・
ス
ク
ラ
ム
弁
が
開
の
場
合
は
，
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
し
，
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
水
位
高
ト
リ
ッ
プ
リ
セ
ッ
ト
を
確
認
し
，

再
度
手
動
ス
ク
ラ
ム
ま
た
は
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
等
に
よ
る
ス
ク
ラ
ム
を
行
う
。

 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
水
圧
を
確
保
し
，
制
御
棒
を
手
動
挿
入
す
る
。

 

 

Ｅ
．
圧
力

 

・
反
応
度
制
御
中
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
ま
た
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
を
一
定
に
制
御
す
る
。

 

・
ほ
う
酸
水
全
量
注
入
完
了
後
，
全
制
御
棒
を
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
る
ま
で
，
原
子

炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
低
下
さ
せ
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉

停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 

 

Ｆ
．「

反
応
度
制
御
」
水
位
不
明

 

・「
反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
を
実
行
中
に
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
た
場
合

ま
た
は
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が
１
本
の
み
と
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 

・
 制

御
棒
が
原
子
炉
出
力
高
温
未
臨
界
パ
タ
ー
ン
以
上
ま
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ

ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
「
満
水
注
入
」
を
行
う
。

 

・
 制

御
棒
が
原
子
炉
出
力
高
温
未
臨
界
パ
タ
ー
ン
ま
で
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
を
「
反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
操
作
時
必
要
弁
数
開
し
て

原
子
炉
を
減
圧
し
，
給
復
水
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧

系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
低
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
圧
力
が
炉
心
冠
水
最
低
圧
力
以
上
で
，
か
つ
で

き
る
限
り
低
く
な
る
よ
う
に
注
水
す
る
。

 

・
原
子
炉
出
力
８
％
未
満
の
場
合
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
３
５
分
経
過
後
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
注
水
と
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-6
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ

ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て

原
子

炉
満

水
後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
圧

力
を

格

納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効

燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，

水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温

度
が

水
位

不
明

判
断

曲
線

の
水

位
不

明
領

域
外

で
あ

る

場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出

時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
設

定
値

の
間

に
維

持

で
き
る
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

  

①
  

②
   

③
   

④
  

⑤
    

⑥
  

⑦
  

⑧
             

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
水
位
確
保

 

・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作

動
を
確
認
す
る
。

 

・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 

 

Ｂ
．
水
位

 

・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉

水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請

す
る
。

  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上

に
よ
る
原
子
炉
注
水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御

「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-7
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
４
）
減
圧
冷
却

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
し
つ
つ
，
原
子
炉
を
減
圧
し
，
冷
温
停
止
状
態
に
移
行
さ
せ
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
隔
離
弁

が
閉

状
態

で
か

つ
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子

炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合

 

・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が

有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度

制
御
」
に
お
い
て
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
後
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
水

温
が

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
熱

容

量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位

制
御
」
に
お
い
て
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー

ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
で
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停

止
時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
し
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
緊
急
性
を
要
し
な
い
た
め
，
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
以
内

に
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
て
減
圧
冷
却
を
行
う
場
合
は
，
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
温
を
十
分
監
視
し
な
が
ら
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
を
間
欠
に
行
う
。
さ
ら
に
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
温
上
昇
を
均
一
に
す
る
よ
う
に
開
閉
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
選
択
す
る
。
ま
た
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
温
上
昇
防
止
の
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 

・
「
水
位
」
と
「
減
圧
」
を
並
行
操
作
す
る
。

 

  

①
  

②
  

③
    

④
  

⑤
  

⑥
  

⑦
  

⑧
   

⑨
        

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
水
位

 

・
給
復
水
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
使
用

し
て
，
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
で
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
に
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御

「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

 

Ｂ
．
減
圧

 

・
給
復
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
，
注
水
系
統
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は

高
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
の
み
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
を
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
下
に
減
圧
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

・
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
等
に
よ
る
減
圧
を
行
う
。

な
お
，
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し

て
い
る
場
合
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。

 

・
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
り
，
か
つ
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の

運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
等
に
よ
る
減
圧
を
行
う
。

 

・
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
り
，
か
つ
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図

の

運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
の
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉

停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
復
旧
を
図

る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
確
保
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-8
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御
 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，

水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温

度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場

合
 

③
脱
出
条
件

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た

は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

局
所
温
度
が

温
度
高
警
報
設
定
点

以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン

ト
を
実
施
し
た
場
合

 

・
２
４
時
間
以
内
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷

却
系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，

で
き
る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す

る
前
に
原
子
炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失

敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 

・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や

か
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

  

①
 

②
  

③
     

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
  

⑧
      

⑨
   

⑩
    

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用

ガ
ス
処
理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心

冷
却
系
作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定

し
，
格
納
容
器
冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御

「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次

格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
行
う
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス

プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力

以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の

状
態
が
２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が

設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場

合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減

圧
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧

す
る
と
と
も
に

「
原
子
炉
満
水
」
操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起

動
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。

 

 

Ｂ
．
原
子
炉
満
水

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
に
達
し
た
場
合
は
，「

急
速
減
圧
」
時
必
要
最

少
弁
数
以
上
の

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

を
開
し
た
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原

子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
全
閉
す
る
。

 

・
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
可
搬
型
）
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
量
を
増
や
し
て
，
原
子
炉
水
位
を

で
き
る
だ
け
高
く
維
持
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-9
 

①
    

②
  

③
                                                

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」

に
移
行
す
る
。

 

 

Ｃ
．
格
納
容
器
ベ
ン
ト

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ

イ
失
敗
の
場
合
は
，
炉
心
損
傷
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 

・
格
納
容
器
ベ
ン
ト
は

，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
優
先
し
て
使
用
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
チ
ェ
ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用

で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
使

用
す
る
。
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ

ン
を
優
先
し
て
使
用
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
0 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御
 

（
２
）
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御

 

 
①
目
的

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
の
空
間
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
入
口
ガ
ス
温
度
が
温
度
高
警
報
設

定
点
以
上
の
場
合

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警
報
設
定
点
以
上
の

場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，

水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温

度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場

合
 

③
脱
出
条
件

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
入
口
ガ
ス
温
度
が
温
度
高
警
報
設

定
点
未
満
維
持
可
能
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度

が
温
度
高
警
報
設
定
点
未
満
維
持
可
能
と
な
っ
た
場
合

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検

出
器
許
容
温
度
に
到
達
し
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
到
達
す
る
前
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 

①
  

②
  

③
     

④
  

⑤
                         

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
入
口
ガ
ス
温
度
が
温
度
高
警
報
設
定
点
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警
報
設
定

点
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
は
，
予
備
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
運
転
す
る
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
の
上
昇
が
継
続
す
る
場
合
は
，
通
常
停
止

を
行
う
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
に
到
達
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
到
達
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場

合
は
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を

間
欠
で
行
う
。
格
納
容
器
代
替

ス
プ
レ
イ
が
作
動
し
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急

速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場

合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移

行
す
る
。

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
温
度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
に
入
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ

び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
1 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御
 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し

安
全
弁
が
開
固
着
の
場
合

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
バ
ル
ク
水
温
が
通
常
運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，

水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温

度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場

合
 

③
脱
出
条
件

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
バ
ル
ク
水
温
の
上
昇
が
停

止
し
た
場
合

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
バ
ル
ク
水
温
が
通
常
運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た

は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
で
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
が

停
止
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超

え
，
各
制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

  

①
  

②
      

③
  

④
                        

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を

開
始
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，

手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転

禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度

が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度

の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ

空
間
部
局
所
温

度
の
上
昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に

入
っ
た
場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
2 

  
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
４
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御

 

 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時
高
水
位

制
限
値
以
上
の
場
合

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時
低
水
位

制
限
値
以
下
の
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時
制
限
値

以
内
に
復
旧
し
た
場
合

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時
高
水
位

制
限
値
ま
た
は
通
常
運
転
時
低
水
位
制
限
値
を
超
え
て
ス

ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
高
水
位
は
，
原
子
炉
冷
却
材
喪
失
事
故
時
の
空
間
部
体
積
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
を
抑
制
す
る
措
置
を
行
っ
て
も
通
常
運
転
時
高
水
位
制
限
値
以
上
が
継
続
す
る
場
合
は
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
減
圧
を
開
始
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
水
位
で
は
，

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
動
荷
重
制
限
お
よ
び
真

空
破
壊
弁
機
能
喪
失
防
止
の
観
点
か
ら
，
通
常
運
転
時
高
水
位
限
界
値
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

な
お
，
真
空
破
壊
弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
到
達
前
に
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す

る
。
最
終
的
に
は
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
最
高
水
位
に
な
る
前
に
格
納
容
器
外
部
か
ら
の
原
子
炉
へ
の
注
水
を
停
止
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
低
水
位
は
，
原
子
炉
冷
却
材
喪
失
事
故
時
の
除
熱
源
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
低
下
を
抑
制
す
る
措
置
を
行
っ
て
も
通
常
運
転
時
低
水
位
制
限
値
以
下
が
継
続
す
る
場
合
は
，
手
動
ス

ク
ラ
ム
し
，
減
圧
を
開
始
す
る
。
ま
た
，
ベ
ン
ト
管
凝
縮
限

界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合
に
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」

に
移
行
す
る
。

 

  
①

   
②

     
③

   
④

   
⑤

                 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
（
高
水
位
）

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
上
昇
を
抑
制
す
る
措
置
を
行
っ
て
も
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時

高
水
位
制
限
値
以
上
が
継
続
す
る

場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
お
よ
び
原
子
炉
制
御
「
減

圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時
高
水
位
限
界
値
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作

動
圧
力
に
到
達
し
た
場
合
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ

イ
を
実
施
す
る
。
な
お
，
真
空
破
壊
弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に
到
達
前
に
格
納
容
器
代
替

ス
プ
レ
イ
を
停
止
し
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
の
上
昇
が
補

給
水
等
の
漏
え
い
に
よ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
な
い
。

 
・
格
納
容
器
内
水
位
が
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
最
高
水
位
に
な
る
前
に
格
納
容
器
外
部
か
ら
の
原
子
炉
へ
の
注
水
を
停
止
す
る
。
 

 
Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
（
低
水
位
）

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
低
下
を
抑
制
す
る
措
置
を
行
っ
て
も
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ン
バ
水
位
が
通
常
運
転
時

低
水
位
制
限
値
以
下
が
継
続
す
る
場
合
は
，

手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
お
よ
び
原
子
炉
制
御
「
減

圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝
縮
限
界
値
以
下
で
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
１

系
統
以
上
を
起
動

で
き
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う

ち
，
１
系
統
以
上
の
起
動
が
で
き

ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，
ま
た
は
，
復
水
輸
送
系
，
消

火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
起
動

で
き
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
3 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
５
）
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御

 

 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
内
の
水
素
お
よ
び
酸
素
濃
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原

子
炉

制
御

「
ス
ク

ラ
ム

」
か

ら
導
入

さ
れ

，
主
蒸
気

隔
離

弁
全
閉

後
，

１
２
時

間
以
内

に
冷

温
停

止
で

き
な

い
場
合

 

・
一

次
格

納
容

器
制
御

「
格

納
容

器
圧
力

制
御

」
に
お
い

て
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル

圧
力
が

非
常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
で
，

か
つ

原
子
炉

水
位
が

低
圧

で
注

水
可

能
な

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
下
を
経
験
し
た
場
合

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
冷
却
材
喪
失
事
故
で
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇

が
な
い
場
合

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
閉
，
ま
た
は
原
子
炉
水
位
不
明
で
あ
る

が
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
の
上
昇
が
な
い
場
合

 

・
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
が
作
動
し
，
格
納
容
器
内
の

水
素
濃
度
が
低
下
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
冷
却
材
喪
失
事
故
ま
た
は
炉
心
露
出
が
生
じ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
・
酸
素
濃
度
分
析
系
に
よ
り
格
納

容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ
び
酸
素
濃
度
を
監
視
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
不
明
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
状
態
が
長
時
間
継
続
す
る
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
・
酸
素
濃
度
分
析
系
に

よ
り
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
の
監
視
を
開
始
し
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

・
格
納
容
器
圧
力
が
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
運
転
時
の
制
限
圧
力
以
下
に
な
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
運
転
し
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
を
作
動
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

・
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
器
入
口
の
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
が
高
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
酸
素
・
水
素
濃
度

と
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
循
環
流
量
関
係
図
の
可
燃
領
域
に
入
ら
な
い
よ
う
に
再
循
環
流
量
を
調
整
す
る
。

 

 

①
    

②
   

③
   

④
                  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用

炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
ま
た
は
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
維
持
不
可
能
と
判
断
し

た
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
・
酸
素
濃
度
分
析
系
ま
た
は
多
機
能
格
納
容
器
雰
囲
気
監
視
系
に
よ
り
格
納
容
器
内
の

水
素
濃
度
を
監
視
す
る
。

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
全
閉
後
，
１
２
時
間
以
内
に
冷
温
停
止
で
き
な
い
場
合
ま
た
は
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合

は
格
納
容
器
水
素
・
酸
素
濃
度
分
析
系
ま
た
は
多
機
能
格
納
容
器
雰
囲
気
監
視
系
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度

を
監
視
す
る
。

 

・
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度

が
上
昇
し
た
場
合
，
格
納
容
器
圧
力
が
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
運
転
時
の
制
限
圧
力
以

下
に
な
る
よ
う
に
，
必
要
に
応
じ
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
運

転
し
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
を
作
動
さ
せ
る
。

 

・
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運
転
は
，
格
納
容
器
内
の
水
素
お
よ
び
酸
素
濃
度
に
応
じ
て
再
循
環
流
量
お
よ
び
吸
込

流
量
を
調
整
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
4 

 
３
．
二
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
二
次
格
納
施
設
制
御

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

下
記
条
件
が
複
数
該
当
し
，
原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場

合
 

・
原
子
炉
棟
放
射
線
量
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 

・
原
子
炉
棟
温
度
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 

・
原
子
炉
棟
内
で
漏
え
い
を
示
す
警
報
が
発
報
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
一
次
格
納
容
器
外
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
破
断
が
発
生
し
た
場
合
，
原
子
炉
棟
か
ら
の
退
避
を
指
示
し
中

央
制
御
室
か
ら
速
や
か
に
隔
離
を
行
う
。

 

・
隔
離
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
し
た
後
に
原
子
炉
を
急
速
減
圧
し
，
原
子
炉

棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
し
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
を
行
う
。

 

・
「
原
子
炉
棟
環
境
」
の
各
制
御
（「

放
射
線
」
，「

原
子
炉
棟
温
度
」
，「

原
子
炉
棟
水
位
」）

は
並
行
し
て
実
施
す
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
指
示
上
昇
時
ま
た
は
原
子
炉
棟
差
圧
の
低
下
が
発
生
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。

 

  

①
 

②
  

③
 

④
     

⑤
 

⑥
   

⑦
  

⑧
  

⑨
 

⑩
 

⑪
             

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
原
子
炉
圧
力

 

・
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
な
隔
離
操
作
を
実
施
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
で

な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
急
速
減
圧
後
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
お
よ
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
の

場
合
は
，
自
動
減
圧
系
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
も
し
く
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
て
原
子
炉
圧
力
を
蒸

気
駆
動
設
備
の
運
転
可
能
範
囲
内
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 

 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 

・
原
子
炉
注
水
に
不
要
な
系
統
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 

・
破
断
箇
所
の
水
頭
圧
が
低
い
原
子
炉
水
位
と
す
る
た
め
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 

 

Ｃ
．
原
子
炉
棟
環
境

 

・
中
央
制
御
室
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
，
中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
を
事
故
時
運

転
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
（

二
次
格
納
容

器
制
御
「
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
制
御
」
か
ら
導
入
の
場
合
を
除
く
。）
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
の
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉

停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
お
よ
び
原
子
炉
棟
内
局
所
冷
却
機

を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
棟
内
の
溢
水
を
処
理
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
内
の
排
水
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
各
室
温
度
設
定
値
以
下
か
つ
原
子
炉
棟
放
射
線
レ
ベ
ル
設
定
値
以
下
と
な
り
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合
は
，

二
次
格
納
施
設
制
御
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
5 

  
３
．
二
次
格
納
容
器
制
御

 

（
２
）
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
制
御

 

 
①
目
的

 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
お
よ
び
水
温
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報
が
発
生
し
た
場
合

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
以
上
の
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
が
通
常
運
転
時
制
限
水
位
以
上
で
維
持

可
能
と
な
っ
た
場
合

，
か
つ
燃
料
プ
ー
ル
水
温
が
通
常
運

転
時
制
限
温
度
以
下
で
維
持
可
能
と
な
っ
た
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
と
燃
料
プ
ー
ル
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
温
を
通
常
運
転
時
制
限
温
度
以
下
に
維
持
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

・
漏
え
い
箇
所
が
特
定
さ
れ
た
場
合
，
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
燃
料
プ
ー
ル
周
辺
で

作
業
が
実
施
で
き
る
燃
料
プ
ー
ル
水
位
を
維
持
で
き
な
い
場

合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
制
御
」
に
導
入
し
た
場
合
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉

棟
退
避
指
示
を
す
る
。

 

  

①
 

②
 

③
    

④
 

⑤
  

⑥
                           

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
燃
料
プ
ー
ル
水
位
制
御

 

・
燃
料
プ
ー
ル
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
手
動
で
起
動
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
通
常
運
転
時
制
限
水
位
以
上
に
維
持
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
周
辺
で
作
業
が
実
施
で
き
る
燃
料
プ
ー
ル
水
位
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
へ
注
水
可
能

な
系
統
を
２
系
統
以
上
起
動
す
る
。
な
お
，
１
系
統
は
大
量
送
水
車
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
と
す
る
。

 

 

Ｂ
．
燃
料
プ
ー
ル
水
温
制
御

 

・
燃
料
プ
ー
ル
除
熱
可
能
な
系
統
を
手
動
で
起
動
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
温
を
通
常
運
転
時
制
限
温
度
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
除
熱
可
能
な
系
統
を
２
系
統

以
上
起
動
す
る
。
な
お
，
１
系
統
は
大
量
送
水
車
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
と
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
温
を
燃
料
プ
ー
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
長
期
的
な
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
限
値
以
下
に
維
持
す
る

。 
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
6 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
１
）
水
位
回
復

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
回
復
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
の
徴
候
に
応
じ
て
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
再
起
動
や
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
起
動
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
停
止
後
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
炉
心
が
露
出
し
た
場
合
，
炉
心
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
間
に
何
ら
か
の
方
法

に
よ
り
原
子
炉
水
位
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
，
原
子
炉
停
止
後
，
燃
料
被
覆
管
温
度
が
１
２
０
０
℃

ま
た
は
燃
料
被
覆

管
酸
化
割
合
が
１
５
％
に
達
す
る
ま
で
の
時
間
内
に
原
子
炉
水
位
を
確
保
す
る
。
よ
っ
て
，
炉
心
が
露

出
し
た
時
刻
を
記
録
し
，
前
述
の
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
す
る
よ
う
に
非
常
用
炉
心
冷

却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
起
動
す

る
。

 

  

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
   

⑥
   

⑦
  

⑧
   

⑨
    

⑩
  

⑪
            

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
水
位
回
復

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
下
に
低
下
し
た
時
刻
を
記
録
す
る
。

 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
す
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
少
な
く
と
も
１
系
統
の
起
動
を
試
み
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
１
系
統
以
上
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
，
ま
た
は
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
起

動
し
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

 

Ｂ
．
水
位
上
昇
中

 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
な
い
場
合
は
，

低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な

系
統
の
１
系
統
以
上
の
作
動
を
確
認
し
て
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
る
場
合
で
，
か
つ
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以

内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合
は
，

低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の

１
系
統
以
上
の

作
動
を
確
認
し
て
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
る
場
合
で
，
か
つ
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以

内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

 

Ｃ
．
水
位
下
降
中

 

・
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
上
の
場
合
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
を
作
動
さ
せ
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
下
の
場
合
，
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」

に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
7 

  
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 

①
   

②
  

③
  

④
    

⑤
   

⑥
  

⑦
  

⑧
  

⑨
  

⑩
  

⑪
  

⑫
  

⑬
  

⑭
 

⑮
  

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常

用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た

は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 

・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限

図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高

圧
力
以
上
と
な
っ
た
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度

に
接
近
し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が

主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度

以
上
に
て
原
子
炉

ス
ク
ラ
ム
後
も
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力

以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き

な
い
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系

が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き

た
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持

最
低
圧
力
以
下
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
が
起
動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
が
起
動
で
き
な
い
場
合
 

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
が
作
動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系

統
以
上
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真

空
破
壊
弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た

水
位
に
誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン

ト
管
凝
縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

・
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
を
使
用
す
る
場
合
で
，
主
蒸
気
隔
離
弁
の
隔
離
条
件
を
解
除
す
る
場
合
は

，
緊
急
時
対
策
本
部
と

の
協
議
に
よ
り
実
施
す
る
。
 

 

⑯
   

⑰
 

⑱
 

⑲
 

⑳
         

④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。

自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 

・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可

能
な
系
統
を
再
起
動
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
8 

 

①
   

②
 

③
  

④
    

⑤
 

⑥
 

⑦
                                         

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 

・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 

・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時

必
要
弁
数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安

全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主

蒸
気
隔

離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水

注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器

水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-1
9 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
３
）
水
位
不
明

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
に
原
子
炉
の
冷
却
を
確
保
す
る
。

 

  

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
除
き
，
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
の
他
全
て
の
制
御
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
不

明
に
な
っ
た
場
合

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
を
実
施
中
に
，
全
て
の
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置

ま
で
挿
入
さ
れ
た
場
合

 

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の

水
位
不
明
領
域
に
入
っ
た
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位

不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
に
入
っ
た
場
合

 

  

④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
不
明
時
に
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
を
使
用
し
た
原
子
炉
注
水
操
作
を
行
い
，
さ
ら
に
原
子
炉
圧
力
を
目
安

に
し
た
原
子
炉
満
水
操
作
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
注
水
操
作
は
，
使
用
可
能
な
全
て
の
注
水
系
の
う
ち
，
１
系
統
以
上
を
作
動
さ
せ
，
原
子
炉
圧
力
と
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
の
差
圧
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
な
る
よ
う
に
注
水
操
作
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

  

①
 

②
 

③
  

④
     

⑤
   

⑥
     

⑦
 

 

 

⑧
   

⑨
    

⑩
     

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
注
水
確
保

 

・
水
位
不
明
時
刻
を
記
録
す
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
作
動
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
も
作
動
し
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
を
作
動
さ
せ
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
も
作
動
し
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以

上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
作
動
さ
せ
，
不
測
事
態

「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

 

Ｂ
．
満
水
注
入

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
か
ら
移
行
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
１
弁
以
上
開
放
，「

水
位
計
復

旧
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ

ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
「
満
水
注
入
」
を
行
う
。

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
か
ら
移
行
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
１
弁
も
開
放
で
き
な
い
場
合

は
，
給
復
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
消
火
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
の
注
水
維

持
を
行
う
と
と
も
に
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の

隔
離
弁
を
開
け
る
こ
と
に
よ
り
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
い
ず
れ
か
１
系
統
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
流
量
を
増
加
し

て
原
子
炉
を
加
圧
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
適
正
弁
数
以
下
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
放
し
て
原
子
炉
圧

力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器

満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場

合
は
，
原
子
炉
へ
の
注
水
流
量
を
増
加
さ
せ
て
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容

器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
全
て
起
動
し
て
も
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子

炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
数
を
原
子
炉
圧
力
容
器

満
水
確
認
用
最
少
必
要
弁
数
ま
で
減
ら
し
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満

水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 

・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
全
て
起

動
し
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
最
少
必

要
弁
数
の
み
開
し
て
も
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力

以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
他
の
代
替
確
認
方
法
に
て
満
水
を
確
認
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
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ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-2
0 

 

①
     

②
   

③
 

④
 

⑤
 

⑥
                                          

 ・
他
の
代
替
確
認
方
法
に
よ
っ
て
も
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
６
弁

開
と
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
制
御
棒
駆
動
水

圧
系
，
消
火
系
を
起
動
し
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
上
昇
さ
せ
る
。

 

 

Ｃ
．
水
位
計
復
旧

 

・
原
子
炉
圧
力
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
て
い
れ

ば
，
炉
心
の
健
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
，「

水
位
計
復
旧
」
操
作
は
対
応
す
る
余
裕
が
あ
る
場
合
の
み
試
み
れ
ば
よ

い
。

 

・
原
子
炉
水
位
計
の
基
準
水
柱
に
水
を
満
た
す
。

 

・
原
子
炉
へ
の
注
水
を
継
続
し
，
基
準
水
柱
の
周
囲
温
度
を
１
０
０
℃
以
下
に
し
，
原
子
炉
水
位
計
を
使
用
可
能
と
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
読
み
取
る
た
め
，
原
子
炉
注
水
を
停
止
し
，
原
子
炉
水
位
を
下
げ
る
。

 

・
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
に
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。
原

子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
は
，「

満
水
注
入
」
に
移
行
す
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-2
1 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

  

①
 

②
  

③
      

④
     

⑤
    

⑥
           

⑦
               

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 

・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
の
冷
却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬

型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器

ベ
ン
ト
基
準
に
到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
。

 

 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機

能
喪
失
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
常
設
）
お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 

 

Ｃ
．
受
電

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の

状
況
に
応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 

  
Ｄ
．
給
電

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に

よ
る
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 

  
Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 

・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の

状
況
に
応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 

 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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Ⅰ
．

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

の
運

転
操

作
基

準
と

手
順

書
と

の
関

連
 

1-
Ⅰ
-2
2 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

                        

①
   

②
                   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 

・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
の
冷
却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器

ベ
ン
ト
基
準
に
到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
。

 

 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機

能
喪
失
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
常
設
）
お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 

 

Ｃ
．
受
電

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の

状
況
に
応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 

  
Ｄ
．
給
電

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に

よ
る
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 

  
Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 

・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の

状
況
に
応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 

 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-1
 

  

保
安
規
定
添
付
３

 
重
大
事
故
等
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
運
用
手
順
等

 

表
１
 

 
緊
急
停
止
失
敗
時
に
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
２
 

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
高
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
３
 

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
４
 

 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
５
 

 
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
６
 

 
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等

 

表
７
 

 
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
８
 

 
格
納
容
器
下
部
の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
９
 

 
水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
１
０

 
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
１
１

 
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等

 

表
１
２

 
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

 

表
１
３

 
重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等

 

表
１
４

 
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

表
１
５

 
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等

 

表
１
６

 
中
央
制
御
室
の
居
住
性
に
関
す
る
手
順
等

 

表
１
７

 
監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等

 

表
１
８

 
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等

 

表
１
９

 
通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等

 

表
２
０

 
重
大
事
故
等
対
策
に
お
け
る
操
作
の
成
立
性

 

①
 

①
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-2
 

    

操
作

手
順

 

１
．

緊
急

停
止

失
敗

時
に

原
子

炉
を

未
臨

界
に

す
る

た
め

の
手

順
等

 

方
針

目
的

 

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

に
お

い
て

原
子

炉
の

運
転

を
緊

急
に

停
止

さ
せ

る
た

め
の

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
機

能
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿

入
機

能
）
に

よ
る

制
御

棒
緊

急
挿

入
，
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

停
止

に
よ

る
原

子
炉

出
力

抑
制

，
自

動
減

圧
系

の
起
動

阻

止
ス

イ
ッ

チ
に

よ
る

原
子

炉
出

力
急

上
昇

防
止

に
よ

り
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
お

よ
び

格
納

容
器

の
健

全

性
を

維
持

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
自

動
で

の
原

子
炉

緊
急

停
止

お
よ

び
手

動
に

よ
る

原
子

炉
緊

急
停

止
が

で
き

な
い

場
合

は
，

原
子

炉
出

力
の

抑
制

を
図

っ
た

後
に

ほ
う

酸
水

注
入

に
よ

り
未

臨
界

に
移

行
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

操
作

手
順

 

２
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

高
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
原

子
炉

へ
の

注
水

に
よ

り
原

子
炉

を
冷

却
す

る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
，

原
子

炉
水

位
を

監
視

お
よ

び
制

御
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

さ
ら

に
，

重
大

事
故

等
の

進
展

を
抑

制
す

る
た

め
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
り

注
水

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る
。

 

操
作

手
順

 

３
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

た
め

の
手

順
等

 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

高
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

減
圧

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

お
よ

び
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，

手
動

操
作

に

よ
る

減
圧

お
よ

び
減

圧
の

自
動

化
に

よ
り

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る
。

 

ま
た

，
炉

心
損

傷
時

に
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

が
高

圧
状

態
で

あ
る

場
合

に
お

い
て

，
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

を
防

止
す

る
た

め
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 

さ
ら

に
，
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生
時

に
お

い
て

，
原

子
炉

冷
却

材
の

漏
洩

を
抑

制
す
る
た

め
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

操
作

手
順

 

４
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

低
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

お
よ

び
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，

低
圧

原
子

炉

代
替

注
水

系
に

よ
り

原
子

炉
を

冷
却

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
が

溶
融

し
，
原

子
炉

圧
力

容
器

の
破

損
に

至
っ

た
場

合
で

，
溶

融
炉

心
が

原
子

炉
圧

力
容

器
内
に
残

存
し

た
場

合
に

お
い

て
も

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
に

よ
り

残
存

溶
融

炉
心

を
冷

却

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

①
 

②
 

④
 

③
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-3
 

   

操
作

手
順

 

２
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
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力

お
よ

び
温

度
を

低
下

さ
せ

る
こ

と
を

目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

，
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，
格

納
容

器
代
替

ス

プ
レ

イ
系

に
よ

り
格

納
容

器
内

の
圧

力
お

よ
び

温
度

な
ら

び
に

放
射

性
物

質
の

濃
度

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 

①
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-7
 

   
操

作
手

順
 

６
．

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
手

順
等

 

方
針

目
的

 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

格
納

容
器

内
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
，

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
り

格
納

容
器

内
の

圧
力

お
よ

び
温

度
を

低
下

さ
せ

る
こ

と
を

目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

，
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，
格

納
容

器
代
替

ス

プ
レ

イ
系

に
よ

り
格

納
容

器
内

の
圧

力
お

よ
び

温
度

な
ら

び
に

放
射

性
物

質
の

濃
度

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 

①
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-8
 

    

操
作

手
順

 

６
．

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
手

順
等

 

方
針

目
的

 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

格
納

容
器

内
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
，

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
り

格
納

容
器

内
の

圧
力

お
よ

び
温

度
を

低
下

さ
せ

る
こ

と
を

目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

，
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，
格

納
容

器
代
替

ス

プ
レ

イ
系

に
よ

り
格

納
容

器
内

の
圧

力
お

よ
び

温
度

な
ら

び
に

放
射

性
物

質
の

濃
度

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 

①
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-9
 

  
操

作
手

順
 

６
．

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
手

順
等

 

方
針

目
的

 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

格
納

容
器

内
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
，

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
り

格
納

容
器

内
の

圧
力

お
よ

び
温

度
を

低
下

さ
せ

る
こ

と
を

目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

，
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，
格

納
容

器
代
替

ス

プ
レ

イ
系

に
よ

り
格

納
容

器
内

の
圧

力
お

よ
び

温
度

な
ら

び
に

放
射

性
物

質
の

濃
度

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 

①
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-1
0 

 

操
作

手
順

 

２
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

高
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
原

子
炉

へ
の

注
水

に
よ

り
原

子
炉

を
冷

却
す

る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
，

原
子

炉
水

位
を

監
視

お
よ

び
制

御
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

さ
ら

に
，

重
大

事
故

等
の

進
展

を
抑

制
す

る
た

め
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
り

注
水

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る
。

 

操
作

手
順

 

４
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

低
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

お
よ

び
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，

低
圧

原
子

炉

代
替

注
水

系
に

よ
り

原
子

炉
を

冷
却

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
が

溶
融

し
，
原

子
炉

圧
力

容
器

の
破

損
に

至
っ

た
場

合
で

，
溶

融
炉

心
が

原
子

炉
圧

力
容

器
内
に
残

存
し

た
場

合
に

お
い

て
も

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
に

よ
り

残
存

溶
融

炉
心

を
冷

却

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

操
作

手
順

 

３
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

た
め

の
手

順
等

 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

高
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

減
圧

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

お
よ

び
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，

手
動

操
作

に

よ
る

減
圧

お
よ

び
減

圧
の

自
動

化
に

よ
り

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る
。

 

ま
た

，
炉

心
損

傷
時

に
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

が
高

圧
状

態
で

あ
る

場
合

に
お

い
て

，
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

を
防

止
す

る
た

め
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

こ
と

を
目

的
と

す

る
。

 

さ
ら

に
，
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生
時

に
お

い
て

，
原

子
炉

冷
却

材
の

漏
洩

を
抑

制
す
る
た

め
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-1
1 

 

操
作

手
順

 

１
１

．
燃

料
プ

ー
ル

の
冷

却
等

の
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能

ま
た

は
注

水
機

能
が

喪
失

し
，

ま
た

は
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

の
水

の
漏

え
い

そ
の

他
の

要
因

に
よ

り
当

該
燃

料
プ

ー
ル

の
水

位
が

低
下

し
た

場
合

に
お

い
て

，
燃

料
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
ま

た
は

使
用

済
燃

料
（

以

下
「

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
体

等
」
と

い
う

。）
を

冷
却

し
，
放

射
線

を
遮

蔽
し

，
お

よ
び

臨
界

を
防

止
す

る
た

め
，
燃

料
プ

ー
ル

代
替

注
水

，
漏

え
い

抑
制

お
よ

び
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
さ

ら
に

，
燃

料
プ
ー

ル

か
ら

発
生

す
る

水
蒸

気
に

よ
る

重
大

事
故

等
対

処
設

備
へ

の
悪

影
響

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

ま
た

，
燃

料
プ

ー
ル

か
ら

の
大

量
の

水
の

漏
え

い
そ

の
他

の
要

因
に

よ
り

当
該

燃
料

プ
ー

ル
の

水
位

が
異

常
に

低
下

し
た

場
合

に
お

い
て

，
燃

料
プ

ー
ル

内
の

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

の
進

行
を

緩
和

し
，
臨

界
を

防
止

し
，
放
射
性

物
質

の
放

出
を

低
減

す
る

た
め

，
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

，
大

気
へ

の
拡

散
抑

制
お

よ
び

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

を
行

う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

①
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-1
2 

    

操
作

手
順

 

２
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

高
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
，

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

現
場

操
作

に
よ

る
原

子
炉

へ
の

注
水

に
よ

り
原

子
炉

を
冷

却
す

る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
，

原
子

炉
水

位
を

監
視

お
よ

び
制

御
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

さ
ら

に
，

重
大

事
故

等
の

進
展

を
抑

制
す

る
た

め
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
り

注
水

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る
。

 

操
作

手
順

 

４
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時

に
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

方
針

目
的

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

低
圧

の
状

態
に

お
い

て
，

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
有

す
る

原
子

炉
の

冷
却

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

お
い

て
も

炉
心

の
著

し
い

損
傷

お
よ

び
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，

低
圧

原
子

炉

代
替

注
水

系
に

よ
り

原
子

炉
を

冷
却

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

ま
た

，
炉

心
が

溶
融

し
，
原

子
炉

圧
力

容
器

の
破

損
に

至
っ

た
場

合
で

，
溶

融
炉

心
が

原
子

炉
圧

力
容

器
内
に
残

存
し

た
場

合
に

お
い

て
も

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
に

よ
り

残
存

溶
融

炉
心

を
冷

却

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
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Ⅱ
．

重
大

事
故

及
び

大
規

模
損

壊
対

応
に

係
る

実
施

基
準

と
手

順
書

と
の

関
連

 

1-
Ⅱ
-1
3 

 

②
 

①
 

③
 

操
作

手
順

 

２
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

に
原

子
炉

を
冷
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替

交
流

電
源

設
備

，
所

内
常

設
蓄

電
式

直
流

電
源
設
備

，
常

設

代
替

直
流

電
源

設
備

，
可

搬
型

直
流

電
源

設
備

お
よ

び
代

替
所

内
電

気
設

備
に

よ
り

必
要

な
電

力
を

確
保

す
る

こ
と

を

目
的

と
す

る
。

 

ま
た

，
重

大
事

故
等

の
対

処
に

必
要

な
設

備
を

継
続

運
転

さ
せ

る
た

め
，

燃
料

補
給

設
備

に
よ

り
給

油
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

①
 

②
 

③
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１．「高圧・低圧注水機能喪失」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.1-1 

 

第３．１．１－２図 「高圧・低圧注水機能喪失」の対応手順の概要 

42



 

1-
Ⅲ
.1
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【
0
秒
】

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

自
動
起
動
を
確
認
 

給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
 

自
動
起
動
を
確
認
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 

起
動
 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

A
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1-
Ⅲ
.1
-3

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 
（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 
・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持

す
る
。
 

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 

 

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
起
動

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る

 
原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず

 

【
0
秒
】

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
２

※
３
 

残
留
熱
除
去
系
／
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３

※
６
 

原
子
炉
水
位
維
持

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系

 

自
動
起
動
を
確
認

 

給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁

 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る

 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認

 

 
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認

 

再
循
環
ポ
ン
プ

 

ト
リ
ッ
プ
確
認

※
４
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 

起
動

 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３

※
５
 

B
 

<約
21

秒
> 
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1-
Ⅲ
.1
-4

 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。
 

 
Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。

 

 

 
 

 
  

 
 

 
                    

①
  

①
 

②
 

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
起
動

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る

 
原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず

 

【
0
秒
】

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
２

※
３

 

残
留
熱
除
去
系
／
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３

※
６
 

原
子
炉
水
位
維
持

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系

 

自
動
起
動
を
確
認
 

給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁

 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る
 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認

 

 
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認

 

再
循
環
ポ
ン
プ
 

ト
リ
ッ
プ
確
認

※
４
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

起
動
 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３

※
５
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。

 

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
起
動

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る

 
原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず

 

【
0
秒
】

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
２

※
３
 

残
留
熱
除
去
系
／
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３

※
６
 

原
子
炉
水
位
維
持

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系

 

自
動
起
動
を
確
認

 

給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁

 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る

 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認

 

 
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認

 

再
循
環
ポ
ン
プ

 

ト
リ
ッ
プ
確
認

※
４
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 

起
動

 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３

※
５
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
 

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
   

⑤
 

⑥
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

 

47



 

1-
Ⅲ
.1
-7

 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
          

①
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。

 

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
起
動

 

Ｓ
Ａ
低
圧
母
線
受
電

 

【
10

分
後
】

 
D
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事

故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に

誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。

 

 

【
30

分
後
】

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

 

原
子
炉
へ
の
注
水
開
始
確
認

 

原
子
炉
水
位
 
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（

TA
F）

 

到
達

※
８
 

（
急
速
減
圧
失
敗
の
場
合
）
 

原
子
炉
水
位
判
明

 

（
水
位
不
明
で
は
な
い
）

※
10
 

原
子
炉
満
水
操
作

※
11
 

逃
が
し
安
全
弁
用
制
御
電
源
確

保
，
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス

供
給
系
，
逃
が
し
安
全
弁
窒
素

ガ
ス
代
替
供
給
設
備
に
よ
る

 
原
子
炉
減
圧
 

<約
46

分
> 

Ⅱ
 

炉
心
損
傷
な
し
継
続
確
認

※
９

 

炉
心
損
傷
を
確
認
し
た
場
合
は

 
炉
心
損
傷
後
の
対
応
手
順
に
移
行
す
る

 
 

 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
６
個
に
よ
る

 

原
子
炉
急
速
減
圧

※
７
 

 

No
 

Ye
s 

<約
33

分
> 

原
子
炉
水
位
 
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（

TA
F）

以

上
 

回
復

※
12
 

 

<約
32

分
> 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

 
（
可
搬
型
）
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
ほ
う
酸
水
注
入
系

 
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

Ⅰ
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
と

 
同
等
の
流
量
確
保
ま
た
は
注
水
開
始
不
可

 
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
起
動

 

Ｅ
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

   
②

        
③

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

 
 

 

 

【
30

分
後
】

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

 

原
子
炉
へ
の
注
水
開
始
確
認

 

原
子
炉
水
位
 
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（

TA
F）

 

到
達

※
８
 

（
急
速
減
圧
失
敗
の
場
合
）
 

原
子
炉
水
位
判
明

 

（
水
位
不
明
で
は
な
い
）

※
10
 

原
子
炉
満
水
操
作

※
11
 

逃
が
し
安
全
弁
用
制
御
電
源
確

保
，
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス

供
給
系
，
逃
が
し
安
全
弁
窒
素

ガ
ス
代
替
供
給
設
備
に
よ
る

 
原
子
炉
減
圧
 

<約
46

分
> 

Ⅱ
 

炉
心
損
傷
な
し
継
続
確
認

※
９

 

炉
心
損
傷
を
確
認
し
た
場
合
は

 
炉
心
損
傷
後
の
対
応
手
順
に
移
行
す
る

 
 

 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
６
個
に
よ
る

 

原
子
炉
急
速
減
圧

※
７
 

 

No
 

Ye
s 

<約
33

分
> 

原
子
炉
水
位
 
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（

TA
F）

以

上
 

回
復

※
12
 

 

<約
32

分
> 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

 
（
可
搬
型
）
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
ほ
う
酸
水
注
入
系

 
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

Ⅰ
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水
と

 
同
等
の
流
量
確
保
ま
た
は
注
水
開
始
不
可

 
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
起
動

 

Ｅ
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0 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
         

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

 

⑤
 

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
か
ら

 

原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
に
維
持
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 
（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 
・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 
   

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
か
ら

 

原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
に
維
持
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1-
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2 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

   
①

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。

 
    

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
か
ら

 

原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
に
維
持

 

<約
46

分
> 

原
子
炉
水
位

 燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（

TA
F
）
以
上

 

回
復
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1-
Ⅲ
.1
-1

3 

       
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

  

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 

 

格
納
容
器
圧
力

24
5k

Pa
[g

ag
e]
到
達

 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備

※
13
 

可
搬
式
窒
素
供
給

装
置
に
よ
る
窒
素

供
給
準
備

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル

タ
出
口
水
素
濃
度
に

よ
る
水
素
濃
度
測
定

準
備

 

 
残
留
熱
代
替
除
去
系

 

運
転
不
可
能

 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

 
Ye

s
 

No
 

<約
16

時
間

> 

Ｇ
 

54



 

1-
Ⅲ
.1
-1

4 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 
（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 
・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上

の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水

位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２
４
時
間
以
内
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 
  

②
               

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行
う
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
 

 
Ｂ
．
原
子
炉
満
水

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
に
達
し
た
場
合
は
，「

急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
の
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
た
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の

隔
離
弁
を
全
閉
す
る
。

 
・
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
量
を
増
や
し
て
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
高
く

維
持
す
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行

す
る
。

 
 

 

格
納
容
器
圧
力
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可
搬
式
窒
素
供
給

装
置
に
よ
る
窒
素

供
給
準
備

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル

タ
出
口
水
素
濃
度
に

よ
る
水
素
濃
度
測
定

準
備

 

 
残
留
熱
代
替
除
去
系

 

運
転
不
可
能

 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

 
Ye
s
 

No
 

<約
16

時
間

> 

Ｇ
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1-
Ⅲ
.1
-1

5 

     
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 
                   

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行

う
。 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
 

 
Ｂ
．
原
子
炉
満
水

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
に
達
し
た
場
合
は
，「

急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
の
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
た
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の

隔
離
弁
を
全
閉
す
る
。

 
・
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
量
を
増
や
し
て
，
原
子
炉
水
位
を
で

き
る
だ
け
高
く

維
持
す
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行

す
る
。
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1-
Ⅲ
.1
-1

6 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

  
②

   

Ｃ
．
格
納
容
器
ベ
ン
ト

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗

の
場
合
は
，
炉
心
損
傷
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 

・
格
納
容
器
ベ
ン
ト
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
優
先
し
て
使
用
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ

ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
使

用
で

き
な

い
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

側
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
を

優
先

し
て

使
用

し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
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1-
Ⅲ
.1
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7 

      
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

７
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格

納
容
器
内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 

5
5
分
以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
大
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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1-
Ⅲ
.1
-1

8 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

６
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

2
時
間

1
0
分
以
内

 
 

緊
急
時
対
策
要
員

 
1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

２．「高圧注水・減圧機能喪失」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.2-1 

 

第３．１．２－２図 「高圧注水・減圧機能喪失」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.2
-2

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
           

 
【

0
秒
】

 
給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

自
動
起
動
を
確
認
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

起
動
 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

A
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1-
Ⅲ
.2
-3

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 
（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 
・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子

炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 

 

 
【

0
秒
】

 
給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
２
※
３
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３
※
５
 

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

自
動
起
動
を
確
認
 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁
 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る

 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
起
動

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認
 

再
循
環
ポ
ン
プ

 

ト
リ
ッ
プ
確
認

※
４
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達

 
<約

21
秒

>
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
 

 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

起
動
 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

高
圧
注
水
機
能
以
外
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

Ⅰ
 

 低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
起
動

 
 

 
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
起
動

※
６
※
７
 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
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1-
Ⅲ
.2
-4

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 

 
①

  
①

 
②

  

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／

直
流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 

 

 
【

0
秒
】

 
給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
２
※
３
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３
※
５
 

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

自
動
起
動
を
確
認
 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁
 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る

 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
起
動

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認
 

再
循
環
ポ
ン
プ

 

ト
リ
ッ
プ
確
認

※
４
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達

 
<約

21
秒

>
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
 

 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

起
動
 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

高
圧
注
水
機
能
以
外
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

Ⅰ
 

 低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
起
動

 
 

 
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
起
動

※
６
※
７
 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
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1-
Ⅲ
.2
-5

 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。

 

 
【

0
秒
】

 
給
水
流
量
の
全
喪
失
及
び
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
２
※
３
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

機
能
喪
失
を
確
認

※
３
※
５
 

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

自
動
起
動
を
確
認
 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁
 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る

 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
起
動

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

自
動
起
動
を
確
認
 

再
循
環
ポ
ン
プ

 

ト
リ
ッ
プ
確
認

※
４
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達

 
<約

21
秒

>
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
 

 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
 

起
動
 

 原
子
炉
圧
力
容
器
・
原
子
炉
格
納
容
器
の
状
態
 

が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
を
再
開
す
る
 

高
圧
注
水
機
能
以
外
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 
 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

Ⅰ
 

 低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
起
動

 
 

 
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
起
動

※
６
※
７
 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
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1-
Ⅲ
.2
-6

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
 

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

  
②

  
③

   
④

   
⑤

 
⑥

   
⑦

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
１
）
水
位
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
回
復
す
る
。

 

 
  

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不

明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
水
位
の

徴
候
に
応
じ
て
，
非
常
用
炉
心

冷
却
系
の
再
起
動
や
低
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
（
常
設

）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火

系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
起
動
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
停
止
後
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
炉
心
が
露
出
し
た
場
合
，
炉
心
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
間
に
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り

原
子
炉
水
位
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
，
原
子
炉
停
止
後
，
燃
料
被
覆
管
温
度
が
１
２
０
０
℃
ま
た
は
燃
料

被
覆
管
酸
化
割
合
が
１
５
％
に
達
す
る
ま
で
の
時
間
内
に
原
子
炉
水
位
を
確
保
す
る
。
よ
っ
て
，
炉
心
が
露
出
し
た
時
刻
を
記
録

し
，
前
述
の
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
す
る
よ
う
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
常
設
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
起
動
す
る
。

 

     
②

    
③

            
④

  
⑤

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
回
復

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
下
に
低
下
し
た
時
刻
を
記
録
す
る
。

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
少
な
く
と
も
１
系
統
の
起
動
を
試
み
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
１
系
統
以
上
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

１
系
統
以
上
，
ま
た
は
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
起
動
し
，
不
測

事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位
上
昇
中

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
な
い
場
合
は
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の

１
系
統
以
上
の
作
動
を
確
認
し
て
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
る
場
合
で
，
か
つ
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原

子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
１
系
統
以
上
の
作
動
を
確
認
し

て
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
る
場
合
で
，
か
つ
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原

子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｃ
．
水
位
下
降
中

 
・
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
上
の
場
合
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
下
の
場
合
，
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
               

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に
誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。

 

 

 

代
替
自
動
減
圧
機
能
 

に
よ
る
原
子
炉
減
圧

※
10
 

原
子
炉
水
位
判
明

※
13
 

（
水
位
不
明
で
は
な
い
）
 

原
子
炉
満
水
操
作

※
14
 

原
子
炉
水
位

 
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（
TA
F）

 

到
達

※
11
 

<約
34

分
>
 

代
替
自
動
減
圧
機
能
動
作
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
１
）
＋

10
分
 

＋
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
運
転
 

炉
心
損
傷
な
し
継
続
確
認

※
12

 

 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）

 

６
個
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

 

（
逃
が
し
安
全
弁
４
個
追
加
開
）
 

No
 

Ye
s 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

 

原
子
炉
へ
の
注
水
開
始
確
認
 

 

<約
36

分
>
 

<約
42

分
>
 

D
 

炉
心
損
傷
を
確
認
し
た
場
合
は
 

炉
心
損
傷
後
の
対
応
手
順
に
移
行
す
る
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1-
Ⅲ
.2
-9

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

   
②

 
③

  
④

     
⑤

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 

 
 

 

 

 

代
替
自
動
減
圧
機
能
 

に
よ
る
原
子
炉
減
圧

※
10
 

原
子
炉
水
位
判
明

※
13
 

（
水
位
不
明
で
は
な
い
）
 

原
子
炉
満
水
操
作

※
14
 

原
子
炉
水
位

 
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
（
TA
F）

 

到
達

※
11
 

<約
34

分
>
 

代
替
自
動
減
圧
機
能
動
作
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
１
）
＋

10
分
 

＋
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
運
転
 

炉
心
損
傷
な
し
継
続
確
認

※
12

 

 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）

 

６
個
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

 

（
逃
が
し
安
全
弁
４
個
追
加
開
）
 

No
 

Ye
s 

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

 

原
子
炉
へ
の
注
水
開
始
確
認
 

 

<約
36

分
>
 

<約
42

分
>
 

D
 

炉
心
損
傷
を
確
認
し
た
場
合
は
 

炉
心
損
傷
後
の
対
応
手
順
に
移
行
す
る
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1-
Ⅲ
.2
-1

0 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
１
）
水
位
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
回
復
す
る
。

 

 
    

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
を
維
持
で
き
な
い
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位
が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不

明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
水
位
の

徴
候
に
応
じ
て
，
非
常
用
炉
心

冷
却
系
の
再
起
動
や
低
圧
原
子

炉
代
替
注
水
系
（
常
設

）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火

系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
の
起
動
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
停
止
後
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
炉
心
が
露
出
し
た
場
合
，
炉
心
の
健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
間
に
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り

原
子
炉
水
位
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
，
原
子
炉
停
止
後
，
燃
料
被
覆
管
温
度
が
１
２
０
０
℃
ま
た
は
燃
料

被
覆
管
酸
化
割
合
が
１
５
％
に
達
す
る
ま
で
の
時
間
内
に
原
子
炉
水
位
を
確
保
す
る
。
よ
っ
て
，
炉
心
が
露
出
し
た
時
刻
を
記
録

し
，
前
述
の
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
す
る
よ
う
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
常
設
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
を
起
動
す
る
。

 

 
     

②
    

③
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
回
復

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
下
に
低
下
し
た
時
刻
を
記
録
す
る
。

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
少
な
く
と
も
１
系
統
の
起
動
を
試
み
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
１
系
統
以
上
の
起
動
が
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

１
系
統
以
上
，
ま
た
は
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
起
動
し
，
不
測

事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位
上
昇
中

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
な
い
場
合
は
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の

１
系
統
以
上
の
作
動
を
確
認
し
て
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
る
場
合
で
，
か
つ
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原

子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
１
系
統
以
上
の
作
動
を
確
認
し

て
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
て
い
る
場
合
で
，
か
つ
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原

子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保

」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｃ
．
水
位
下
降
中

 
・
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
上
の
場
合
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
下
の
場
合
，
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
が
作
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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1-
Ⅲ
.2
-1
1 

保
安
規
定

 
添
付
１

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

①
目
的

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

①
 

②
導
入
条
件

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満
水
後
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を

格
納
容
器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判
明
し

て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

空
間
部
温
度
が
水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

③
脱
出
条
件

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原

子

炉
水
位
高

タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定

値
の

間
に
維
持
で
き

る

場
合

④
基
本
的
な
考
え
方

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

②
 

③
 

④
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

⑤
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

  
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
   

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿

入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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安

規
定

 
添

付
１

 
 

   
①

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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①
  

Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
   

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

 
  

②
  

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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1-
Ⅲ
.2
-1

6 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
４
）
減
圧
冷
却
 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
し
つ
つ
，
原
子
炉
を
減
圧
し
，
冷
温
停
止
状
態
に
移
行
さ
せ
る
。

 

 
      

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉

状
態

で
か

つ
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

の
調
整
が
で
き
な
い
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
有
効

燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合

 
・

一
次

格
納

容
器

制
御

「
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

温
度

制
御
」
に
お
い
て
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
後
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

水
温

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

熱
容

量
制

限
図

の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合

 

・
一

次
格

納
容

器
制

御
「

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
水

位
制

御
」
に
お
い
て
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

圧
力

が
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

の
使

用
可

能
圧

力
以

下
で

，
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時

冷
却

モ
ー

ド
を

起
動

し
，

原
子

炉
水

位
が

有
効

燃
料

頂
部

以

上
に
維
持
で
き
る
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
緊
急
性
を
要
し
な
い
た
め
，
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
以
内
に
な
る

よ
う
に
努
め
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
て
減
圧
冷
却
を
行
う
場
合
は
，
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

を
十
分
監
視
し
な
が
ら
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
を
間
欠
に
行
う
。
さ
ら
に
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
上
昇
を

均
一
に
す
る
よ
う
に
開
閉
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
選
択
す
る
。
ま
た
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
上
昇
防
止
の
た

め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 

・
「
水
位
」
と
「
減
圧
」
を
並
行
操
作
す
る
。

 

  
②

            
③

    
④

  
⑤

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
使
用
し
て
，

原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
で
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
に
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移

行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
減
圧

 
・
給
復
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
が
で
き
な
い
場
合
に
，
注
水
系
統
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の

み
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
を
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力
以
下
に
減
圧
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
・
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
等
に
よ
る
減
圧
を
行
う
。
な
お
，
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る

場
合
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。

 
・
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
り
，
か
つ
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁

止
範
囲
外
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
等
に
よ
る
減
圧
を
行
う
。

 
・
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
り
，
か
つ
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁

止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
の
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時

冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
復
旧
を
図
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
確
保
す
る
。

 

⑥
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

３．「全交流動力電源喪失（長期 TB）」の対応手順の概要 

「全交流動力電源喪失（TBU）」の対応手順の概要 

「全交流動力電源喪失（TBD）」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.3-1 

 

第３．１．３．１－２図 「全交流動力電源喪失（長期 TB）」の対応手順の概要 

事故シーケンスグループ「全交

流動力電源喪失」に含まれる事

故シーケンスのうち，「全交流

動力電源喪失（TBU）」，「全交流

動力電源喪失（TBD）」は原子炉

圧力容器への注水方法に原子

炉隔離時冷却系と高圧原子炉

代替注水系の違いはあるが，手

順上同じであることから，「全

交流動力電源喪失（長期 TB）」

を代表して記載する。 
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1-
Ⅲ
.3
-2

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 
・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

                
②

 
③

 
④

  
⑤

  
⑥

       

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

   
①

                      
②

  
②

 
③

   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。

 

 

  

  

 

外
部
電
源
喪
失
発
生

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
り

 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
か
ら
 

原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
に
維
持

※
３
 

早
期
の
電
源
回
復
不
能
を
確
認

※
４
 

原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
到
達
 

交
流
電
動
駆
動
ポ
ン
プ
に
よ
る

 

原
子
炉
注
水
機
能
喪
失
を
確
認

 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
を
確
認

※
１
 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等

 

機
能
喪
失
を
確
認
 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
を
確
認

 

逃
が
し
安
全
弁

 

（
逃
が
し
弁
機
能
）
に
よ
る
 

原
子
炉
圧
力
制
御
を
確
認

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
自
動
起
動
を
確
認

※
２
 

【
0
秒
】

 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

 

起
動

 

再
循
環
ポ
ン
プ
 

ト
リ
ッ
プ
確
認
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に

 
よ
る
原
子
炉
注
水
確
認

 

 高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
 

原
子
炉
注
水
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
 

全
交
流
動
力
電
源
喪
失

 

Ye
s 

No
 

 
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
２
）
到
達
 

 

<約
3
分

> 

A
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
   

③
          

④
    

⑤
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
   

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
                       

①
       

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 
・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
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定

 
添
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１

 
 

  

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容
 

Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
   

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

 
  

②
  

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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保
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添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
                           

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に

誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

   
②

        
③

  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主

蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
    

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

                  
①

    

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。
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Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 

①
  

②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

  
②

                 
③

  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行
う
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
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1-
Ⅲ
.3
-1

3 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

４
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発

電
用
原
子
炉
の
冷
却
（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失

し
て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
2
時
間

1
0
分
 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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1-
Ⅲ
.3
-1

4 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
１
４
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
（

非
常

用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ｂ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
4
0
分
以
内
 

 
①

 
１
４

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

（
非

常

用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
1
時
間

1
0
分
以
内
 

 
 
※

 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 
①
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1-
Ⅲ
.3
-1

5 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

３
 

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安

全
弁

開
放

（
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

復

旧
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

4
0
分
以
内

 

 

①
 

１
４

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
（
Ｂ

－
1
1
5V

系
蓄

電
池

か
ら

Ｂ
１

－
1
1
5V

系
蓄

電
池

（
Ｓ
Ａ
）
へ
の
受
電
切
替
え
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

3
0
分
以
内

 

 
①

 
１
５

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
と

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を
兼
用
す
る
計
器
設
備
へ
の
給
電

※
 

運
転
員

 

（
現
場
）

 
2
 

1
0
分
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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1-
Ⅲ
.3
-1

6 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

６
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員

 
1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

４．「全交流動力電源喪失（TBP）」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.4-1 

 

第３．１．３．４－２図 「全交流動力電源喪失（TBP）」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.4
-2

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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1-
Ⅲ
.4
-3

 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

      
①

     
②

  
①

            
③

  
③

 
④

   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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定

 
添

付
１

 
 

     
①

                 
②

  
③

   
④

   
⑤

 
⑥

 

１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

原
子

炉
水

位
が

原
子

炉
水

位
低

ス
ク

ラ
ム

設
定

値
か

ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
設

定
値

の
間

に
維

持
で

き
る

場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
   

③
          

④
    

⑤
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 
・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
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添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
   

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
                       

①
       

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 
・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に
誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

   
②

        
③

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
         

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

 

⑤
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
   

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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①
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。
 

 
Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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保
安
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定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 

①
  

②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

  
②

               
③

  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行

う
。 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
 

 
Ｂ
．
原
子
炉
満
水

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
に
達
し
た
場
合
は
，「

急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
の
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
た
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の

隔
離
弁
を
全
閉
す
る
。

 
・
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
量
を
増
や
し
て
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
高
く

維
持
す
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行

す
る
。
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1-
Ⅲ
.4
-1
4 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

４
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
発

電
用
原
子
炉
の
冷
却
（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失

し
て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
2
時
間

1
0
分
 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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1-
Ⅲ
.4
-1
5 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
１
４
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
（

非
常

用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ｂ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
4
0
分
以
内
 

 
①

 
１
４

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

（
非

常

用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
1
時
間

1
0
分
以
内
 

 
 
※

 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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1-
Ⅲ
.4
-1
6 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

３
 

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安

全
弁

開
放

（
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

復

旧
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

4
0
分
以
内

 

 

①
 

１
４

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
（
Ｂ

－
1
1
5V

系
蓄

電
池

か
ら

Ｂ
１

－
1
1
5V

系
蓄

電
池

（
Ｓ
Ａ
）
へ
の
受
電
切
替
え
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

3
0
分
以
内

 

 
①

 
１
５

 
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
と

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を
兼
用
す
る
計
器
設
備
へ
の
給
電

※
 

運
転
員

 

（
現
場
）

 
2
 

1
0
分
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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1-
Ⅲ
.4
-1
7 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

６
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
（
全
交
流
動
力
電
源
が
喪

失
し
て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員

 
1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

５．「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.5-1 

 

第３．１．４．１－２図 「崩壊熱除去機能喪失（取水機能が喪失した場合）」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.5
-3

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
       

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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保
安
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定

 
添

付
１

 
 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 

 

 
Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。

 

 
 

 
 

①
 

 
 

 
                    

②
  

②
 

③
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５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
 

③
  

④
          

⑤
    

⑥
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
  

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
   

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

  
②

  
③

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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-8

 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
                         

①
   

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に
誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇

所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。
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保
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添

付
１

 
 

 
①

   
②

        
③

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
       

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

 
  

②
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

③
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1-
Ⅲ
.5
-1
1 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
    

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

                  
①

   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①
 

１
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
（
非
常
用
交

流
高
圧
電
源
母
線
Ｂ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
4
0
分
以
内
 

 
①
 

１
４
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
（
非
常
用
交

流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
1
時
間

1
0
分
以
内
 

 

②
 

５
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 ※

１
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

5 

７
時
間

2
0
分
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

1
5 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
大
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

②
 

①
 

120



Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

６．「崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合）」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.6-1 

 

第３．１．４．２－２図 「崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合）」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.6
-3

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
       

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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Ⅲ
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-4

 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。

 

 
 

 
 

①
  

 
 

 
②

       
③

   
④

      
⑤

   
⑥

  
⑥

 
⑦
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1-
Ⅲ
.6
-5

 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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1-
Ⅲ
.6
-6

 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
          

①
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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1-
Ⅲ
.6
-7

 

         
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

  
①

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 

127



 

1-
Ⅲ
.6
-8

 

      

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
   

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

 
  

②
  

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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1-
Ⅲ
.6
-9

 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に
誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

   
②

        
③

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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1 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
    

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
                  

①
   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。
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１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
  

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容
 

Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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3 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 
  

②
                 

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行
う
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
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２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 
                   

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行
う
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
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1-
Ⅲ
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-1
5 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

  
①

  
②

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

Ｃ
．
格
納
容
器
ベ
ン
ト

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗

の
場
合
は
，
炉
心
損
傷
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 

・
格
納
容
器
ベ
ン
ト
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
優
先
し
て
使
用
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ

ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
使

用
で

き
な

い
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

側
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
を

優
先

し
て

使
用

し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
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6 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

６
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員

 
1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

７．「原子炉停止機能喪失」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.7-1 

 

第３．１．５－２図 「原子炉停止機能喪失」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.7
-2

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件
 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
  

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。
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-3

 

  
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
２
）
反
応
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 
・
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
に
，
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
。

 

な
お
，
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
と
は
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の
こ
と
を
い
う
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
１
本
を
超
え
る
制
御
棒

が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

全
制

御
棒

が
全

挿
入

位
置

ま
た

は
最

大
未

臨
界

引
抜

位
置

ま
で
挿
入
さ
れ
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
が
停
止
し
て
い
る
場
合

 

・
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が
１
本
以
下
ま
で
挿
入
さ
れ
，
ほ
う
酸

水
注
入
系
が
停
止
し
て
い
る
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
短
期
的
に
は
原
子
炉
の
健
全
性
を
維
持
し
，
長
期
的
に
は
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
健

全
性
を
維
持
す
る
。

 

・「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，「

水
位
」
，「

制
御
棒
」
，「

圧
力
」
を
並
行
操
作
す
る
。
な
お
，
同
時
に
実
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
は
，

「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，「

水
位
」
，
「
制
御
棒
」
，「

圧
力
」
の
順
に
優
先
さ
せ
る
。

 

  
②

  
③

  
④

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
反
応
度
制
御

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
ず
，
１
本
を
超
え
る
制
御
棒
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
の
「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，
「
水
位
」
，「

制
御
棒
」，
「
圧
力
」
を
並
行
操
作
す
る
。

 
・
原
子
炉
が
隔
離
し
て
い
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
ラ
ン
バ
ッ
ク
後
停
止
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
が
隔
離
し
て
い
る

場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
系
自
動
起
動
を
阻
止
し
，
自
動
減
圧
系
の
動
作
を
阻
止
す
る
。

 
 

Ｂ
．
ほ
う
酸
水
注
入
系

 
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
が
隔
離
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
し
た
場
合
は
，
全
量
注
入
完
了
ま
で
ほ
う
酸
水
を
注
入
す
る
。
た
だ
し
，
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま

た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
た
場
合
な
ら
び
に
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が
１
本
の
み
と
な
っ
た
場
合
は
，
ほ
う
酸

水
注
入
系
を
停
止
す
る
。

 
 

Ｃ
．
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
と
な
っ
た
場
合
は
，「

反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
，
原
子
炉
が
隔
離
状
態
の
場
合
，「

水
位
低
下
」
操
作
と
し
て
，
原
子
炉
給
水
流
量
を
原
子

炉
出
力
が
ス

ク
ラ
ム
不

能
異
常
過

渡
事
象
発

生
時
原
子

炉
出
力
低

判
定
値
以

下
に

な
る

ま
で
原
子

炉
水
位
を

低
下
さ
せ

る
。
（
原

子
炉
水
位
の
下
限
値
は
高
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
と
す
る
。
）

 
・
原
子
炉
が
隔
離
状
態
で
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
出
力
が
中
性
子
束
振
動
発
生
防
止
値
以
下
と
な
る
よ
う
水
位
維
持
操
作
を
行
う
。

（
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
と
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す

る
。）

 
・
原
子
炉
を
減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，

自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
数
弁
開
し
て
原
子
炉
を
減
圧
し
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位

を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
数
弁
開
し
て
も
，
原
子
炉
水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原

子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
で
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統

※
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
起
動
し
，
自
動
減
圧
機
能

を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
優
先
し
て
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
順
次
開
放
し
，
原
子
炉
水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過

渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
す
る
。

 
※
：
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
と
は
，
給
復
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
Ａ

系
，
低
圧
注
水
系
Ｂ
系
，
低
圧
注
水
系
Ｃ
系
を
い
う
。
以
下
，
各
表
に
お
い
て
同
じ
。
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-4

 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
２
）
反
応
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 
・
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
に
，
原
子
炉
を
安
全
に
停
止
さ
せ
る
。

 

な
お
，
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
と
は
，
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
の
こ
と
を
い
う
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
１
本
を
超
え
る
制
御
棒

が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

全
制

御
棒

が
全

挿
入

位
置

ま
た

は
最

大
未

臨
界

引
抜

位
置

ま
で
挿
入
さ
れ
，
ほ
う
酸
水
注
入
系
が
停
止
し
て
い
る
場
合

 

・
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が
１
本
以
下
ま
で
挿
入
さ
れ
，
ほ
う
酸

水
注
入
系
が
停
止
し
て
い
る
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
短
期
的
に
は
原
子
炉
の
健
全
性
を
維
持
し
，
長
期
的
に
は
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
健

全
性
を
維
持
す
る
。

 

・「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，「

水
位
」
，「

制
御
棒
」
，「

圧
力
」
を
並
行
操
作
す
る
。
な
お
，
同
時
に
実
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
は
，

「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，「

水
位
」
，
「
制
御
棒
」
，「

圧
力
」
の
順
に
優
先
さ
せ
る
。

 

 
  

①
       

②
 

③
 

④
       

⑤
 

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
反
応
度
制
御

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
ず
，
１
本
を
超
え
る
制
御
棒
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
の
「
ほ
う
酸
水
注
入
系
」
，
「
水
位
」
，「

制
御
棒
」，
「
圧
力
」
を
並
行
操
作
す
る
。

 
・
原
子
炉
が
隔
離
し
て
い
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
ラ
ン
バ
ッ
ク
後
停
止
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
が
隔
離
し
て
い
る

場
合
は
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
系
自
動
起
動
を
阻
止
し
，
自
動
減
圧
系
の
動
作
を
阻
止
す
る
。

 
 

Ｂ
．
ほ
う
酸
水
注
入
系

 
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
が
隔
離
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
を
起
動
し
た
場
合
は
，
全
量
注
入
完
了
ま
で
ほ
う
酸
水
を
注
入
す
る
。
た
だ
し
，
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま

た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿
入
さ
れ
た
場
合
な
ら
び
に
全
挿
入
で
な
い
制
御
棒
が
１
本
の
み
と
な
っ
た
場
合
は
，
ほ
う
酸

水
注
入
系
を
停
止
す
る
。

 
 

Ｃ
．
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
と
な
っ
た
場
合
は
，「

反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
，
原
子
炉
が
隔
離
状
態
の
場
合
，「

水
位
低
下
」
操
作
と
し
て
，
原
子
炉
給
水
流
量
を
原
子

炉
出
力
が
ス

ク
ラ
ム
不

能
異
常
過

渡
事
象
発

生
時
原
子

炉
出
力
低

判
定
値
以

下
に
な
る

ま
で
原
子

炉
水
位
を

低
下
さ
せ

る
。
（
原

子
炉
水
位
の
下
限
値
は
高
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
と
す
る
。
）

 
・
原
子
炉
が
隔
離
状
態
で
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
出
力
が
中
性
子
束
振
動
発
生
防
止
値
以
下
と
な
る
よ
う
水
位
維
持
操
作
を
行
う
。

（
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
と
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す

る
。）

 
・
原
子
炉
を
減
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，

自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
数
弁
開
し
て
原
子
炉
を
減
圧
し
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位

を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
数
弁
開
し
て
も
，
原
子
炉
水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過
渡
事
象
発
生
時
原

子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
で
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統

※
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
起
動
し
，
自
動
減
圧
機
能

を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
優
先
し
て
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
順
次
開
放
し
，
原
子
炉
水
位
を
ス
ク
ラ
ム
不
能
異
常
過

渡
事
象
発
生
時
原
子
炉
水
位
低
下
限
値
以
上
に
維
持
す
る
。

 

※
：
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
と
は
，
給
復
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
Ａ

系
，
低
圧
注
水
系
Ｂ
系
，
低
圧
注
水
系
Ｃ
系
を
い
う
。
以
下
，
各
表
に
お
い
て
同
じ
。
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1-
Ⅲ
.7
-5

 

     
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
  

①
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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1-
Ⅲ
.7
-6

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
   

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判
明
し
て
お
り
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位

不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

  
②

         
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

８．「ＬＯＣＡ時注水機能喪失」の対応手順の概要 

1-Ⅲ.8-1 

 

第３．１．６－２図 「ＬＯＣＡ時注水機能喪失」の対応手順の概要 
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Ⅲ
.8
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1-
Ⅲ
.8
-3

 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ

び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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安
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定

 
添

付
１

 
 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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①
 

②
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５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
 

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
   

⑤
 

⑥
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
          

①
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に

誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇
所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
①

   
②

        
③

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
         

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。

 

⑤
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保
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１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
   

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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①

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容
 

Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 
  

②
               

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行
う
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高

圧
力
以
上
の
場
合
は
，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
 

 
Ｂ
．
原
子
炉
満
水

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
に
達
し
た
場
合
は
，「

急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
の
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
た
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の

隔
離
弁
を
全
閉
す
る
。

 
・
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
量
を
増
や
し
て
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
高
く

維
持
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行

す
る
。
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２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
格
納
容
器
圧
力
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
格
納
容
器
圧
力
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
圧

力
以

上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空

気
の
漏
え
い
で
あ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
温
度
高
警

報
設
定
点
以
下
で
，
か
つ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

場
合
 

・
２

４
時

間
以

内
に

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作
動
圧
力
未
満
に
復
帰
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
を
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
格
納
容
器
の
健
全
性
を
維
持
し
て
，
で
き

る
限
り
放
射
能
放
出
を
抑
え
る
目
的
で
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
に
達
す
る
前
に
原
子

炉
を
急
速
減
圧
し
，
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
を
満
水
に
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン

バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗
の
場
合
は
，
格
納
容
器
ベ

ン
ト
を
行
う
。

 
・
格
納
容
器
内
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
大
破
断
が
発
生
し
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
解
析
上
の
要
求
時
間
以
内
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
，
炉
心
再
冠
水
後
速
や
か
に
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
実
施
中
は
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
優
先
す
る
。

 

 
                   

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
格
納
容
器
圧
力
制
御

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
高
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
で
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
の
上
昇
の
原
因
が
，
窒
素
ガ
ス
ま
た
は
空
気
の
漏
え
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処

理
系
を
使
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
を
行
う
。

 
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
，
か
つ
原
子
炉
水
位
が
低
圧
で
注
水
可
能
な
非
常
用
炉
心
冷
却
系

作
動
水
位
以
下
を
経
験
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
有
効
炉
心
長
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
水
位
以
上
で
安
定
し
，
格
納
容
器

冷
却
系
と
し
て
作
動
さ
せ
る
低
圧
注
水
系
以
外
の
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
継
続
的
作
動
を
確
認
し
た
後
に
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ

レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。
ま
た
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
を
行
う
。
 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
に
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ

を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
起
動
圧
力
以
上
か
つ
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
未
満
の
状
態
が

２
４
時
間
継
続
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
上
の
場
合
は

，
原
子
炉

再
循
環
ポ
ン
プ
お
よ
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
冷
却
機
を
停
止
し
，
ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ

レ
イ
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に

移
行
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
準
備
を
行
う
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
注
水
系
を
一
時
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
起
動
し
，
格
納
容
器
を
減
圧
す
る
と
と
も
に
「
原
子
炉
満
水
」

操
作
を
行
う
。
ま
た
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，
格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
を
間
欠
で
行
う
。
 

 
Ｂ
．
原
子
炉
満
水

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
に
達
し
た
場
合
は
，「

急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
の
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
た
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の

隔
離
弁
を
全
閉
す
る
。

 
・
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
量
を
増
や
し
て
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
高
く

維
持
す
る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
を
格
納
容
器
圧
力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行

す
る
。
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⑤
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操
作
内
容

 

Ｃ
．
格
納
容
器
ベ
ン
ト

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
外
部
注
水
制
限
値
に
到
達
ま
た
は
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
失
敗

の
場
合
は
，
炉
心
損
傷
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 

・
格
納
容
器
ベ
ン
ト
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
優
先
し
て
使
用
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ

ン
バ
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
使

用
で

き
な

い
場

合
は

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

側
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
を

優
先

し
て

使
用

し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト

ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
。
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２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

６
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員

 
1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

９．「格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.9-1 

 

第３．１．７－２図 「格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.9
-3

 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

               
 ②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ

び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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1-
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
 

  
②
   
 ⑤

主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
３
）
水
位
確
保

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
回
復
さ
せ
，
安
定
に
維
持
す
る
。

 

 
 

①
  

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ
ム

設
定

値
か
ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
で
き
な
い
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
原
子

炉
満

水
後

サ
プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制
限
値
以
下
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料

頂
部
以
上
に
維
持
で
き
る
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間

以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
原
子
炉
水
位
と
原
子
炉
に
注
水
可
能
な
系
統
を
随
時
把
握
す
る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
    

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
水
位
確
保

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
格
納
容
器
隔
離
な
ら
び
に
非
常
用
炉
心
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
作
動
を
確

認
す
る
。

 
・
作
動
す
べ
き
も
の
が
不
作
動
の
場
合
は
，
手
動
で
作
動
さ
せ
る
。

 
 

Ｂ
．
水
位

 
・
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉

水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
回
復
，
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
す
る
。
  

・
給
復
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常

設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
に
よ
る
原
子
炉
注

水
の
準
備
を
行
い
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
の
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行

す
る
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
可
能
な
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
     

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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Ⅲ
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-8

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
３
．
二
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
二
次
格
納
施
設
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
  

①
 

①
 

①
 

②
導
入
条
件

 
下
記
条
件
が
複
数
該
当
し
，
原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
原
子
炉
棟
放
射
線
量
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 
・
原
子
炉
棟
温
度
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 

・
原
子
炉
棟
内
で
漏
え
い
を
示
す
警
報
が
発
報
し
た
場
合

  

③
脱
出
条
件

 

・
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
一
次
格
納
容
器
外
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
破
断
が
発
生
し
た
場
合
，
原
子
炉
棟
か
ら
の
退
避
を
指
示
し
中
央
制
御

室
か
ら
速
や
か
に
隔
離
を
行
う
。

 
・
隔
離
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
し
た
後
に
原
子
炉
を
急
速
減
圧
し
，
原
子
炉
棟
へ
の

漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
し
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
を
行
う
。

 
・
「
原
子
炉
棟
環
境
」
の
各
制
御
（「

放
射
線
」
，「

原
子
炉
棟
温
度
」
，「

原
子
炉
棟
水
位
」）

は
並
行
し
て
実
施
す
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
指
示
上
昇
時
ま
た
は
原
子
炉
棟
差
圧
の
低
下
が
発
生
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す

る
。

 

  
②

 
③

        
④

 
⑤

    
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
な
隔
離
操
作
を
実
施
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
で
な
い
場

合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
急
速
減
圧
後
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
お
よ
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
の
場
合
は
，

自
動
減
圧
系
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
も
し
く
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
て
原
子
炉
圧
力
を
蒸
気
駆
動
設
備
の
運

転
可
能
範
囲
内
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
注
水
に
不
要
な
系
統
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
破
断
箇
所
の
水
頭
圧
が
低
い
原
子
炉
水
位
と
す
る
た
め
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
 Ｃ
．
原
子
炉
棟
環
境

 
・
中
央
制
御
室
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
，
中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
を
事
故
時
運
転
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
（
二
次
格
納
容
器
制
御

「
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
制
御
」
か
ら
導
入
の
場
合
を
除
く
。
）
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
の
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時

冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
お
よ
び
原
子
炉
棟
内
局
所
冷
却
機
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
内
の
溢
水
を
処
理
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
内
の
排
水
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
各
室
温
度
設
定
値
以
下
か
つ
原
子
炉
棟
放
射
線
レ
ベ
ル
設
定
値
以
下
と
な
り
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合
は
，
二
次

格
納
施
設
制
御
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。
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Ⅲ
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-9

 

    

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
４
．
不
測
事
態

 

（
２
）
急
速
減
圧

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
を
速
や
か
に
減
圧
す
る
。

 

 
                             

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心

冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
原
子
炉
水
位
の
低
下
が
継
続
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
復
水
輸
送
系
，

消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運

転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
圧
力
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
が
設
計
基
準
事
故
時
最
高
圧
力
以

上
と
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
設
計
温
度
に
接
近

し
た
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
局
所
温
度
が
主
蒸
気
隔
離
弁
用
弁
位
置
検
出
器
許
容
温
度
以
上
に
て
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
も

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
が
上
昇
し
て
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
圧
力
以
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
が
起
動
せ
ず
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１

系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
圧
力
が
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧

力
以
下
の
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
下
降
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
起
動
し
て
も
原
子
炉
水
位
が
上
昇
し
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
起

動
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
上
昇
中
で
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
が
作

動
し
て
い
る
が
，
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
を
回
復
で
き
な
い
場
合

 
・
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
お
い
て
，
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
，

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
が
起
動
で
き
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
，
真
空
破
壊

弁
位
置
か
ら
作
動
差
圧
相
当
分
の
水
位
を
引
い
た
水
位
に
誤
差
を
考
慮
し
た
値
以
上
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
位
が
ベ
ン
ト
管
凝

縮
限
界
値
以
下
に
な
っ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
に
お
い
て
，
漏
え
い
箇

所
の
速
や
か
な
隔
離
に
失
敗
し
た
場
合

 

 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
圧
力
低
下
必
要
時
に
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
し
て
急
速
減
圧
す
る
。
自
動

減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と

そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
復
水
器
ま
た
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
の
結
果
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
減
圧
時
の
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
は
原
子
炉
冷
却
材
温
度
変
化
率
制
限
値
を
遵
守
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・
急
速
減
圧
実
施
中
に
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
急
速
減
圧
操
作
を
中
断
し
，
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系

統
を
再
起
動
す
る
。
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保
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①
   

②
        

③
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
か
ら
１
系
統
以
上
が
作
動
し
て
い
る
こ
と
，
ま
た
は
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
を
順
次
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
全
弁
が
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁
数
を
開
放
す
る
。

 
・
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ
て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
弁

数
を
開
放
で
き
な
け
れ
ば
，
自
動
減
圧
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
と
そ
れ
以
外
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
合
わ
せ

て
「
急
速
減
圧
」
時
必
要
最
少
弁
数
以
上
開
放
す
る
。
原
子
炉
減
圧
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
し
，
タ
ー
ビ

ン
バ
イ
パ
ス
弁
と
復
水
器
に
よ
り
減
圧
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
で
き
な
け
れ
ば
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
等
を
使
用
し
て
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
の
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
の
「
満
水
注
入
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃

度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
３
．
二
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
二
次
格
納
施
設
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
 
②
導
入
条
件

 
下
記
条
件
が
複
数
該
当
し
，
原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
原
子
炉
棟
放
射
線
量
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 
・
原
子
炉
棟
温
度
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 

・
原
子
炉
棟
内
で
漏
え
い
を
示
す
警
報
が
発
報
し
た
場
合

  

③
脱
出
条
件

 

・
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
一
次
格
納
容
器
外
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
破
断
が
発
生
し
た
場
合
，
原
子
炉
棟
か
ら
の
退
避
を
指
示
し
中
央
制
御

室
か
ら
速
や
か
に
隔
離
を
行
う
。

 
・
隔
離
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
し
た
後
に
原
子
炉
を
急
速
減
圧
し
，
原
子
炉
棟
へ
の

漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
し
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
を
行
う
。

 
・
「
原
子
炉
棟
環
境
」
の
各
制
御
（「

放
射
線
」
，「

原
子
炉
棟
温
度
」
，「

原
子
炉
棟
水
位
」）

は
並
行
し
て
実
施
す
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
指
示
上
昇
時
ま
た
は
原
子
炉
棟
差
圧
の
低
下
が
発
生
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す

る
。

 

     
①

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
な
隔
離
操
作
を
実
施
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
で
な
い
場

合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
急
速
減
圧
後
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
お
よ
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
の
場
合
は
，

自
動
減
圧
系
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
も
し
く
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
て
原
子
炉
圧
力
を
蒸
気
駆
動
設
備
の
運

転
可
能
範
囲
内
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
注
水
に
不
要
な
系
統
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
破
断
箇
所
の
水
頭
圧
が
低
い
原
子
炉
水
位
と
す
る
た
め
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
 Ｃ
．
原
子
炉
棟
環
境

 
・
中
央
制
御
室
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
，
中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
を
事
故
時
運
転
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
（
二
次
格
納
容
器
制
御

「
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
制
御
」
か
ら
導
入
の
場
合
を
除
く
。
）
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
の
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時

冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
お
よ
び
原
子
炉
棟
内
局
所
冷
却
機
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
内
の
溢
水
を
処
理
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
内
の
排
水
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
各
室
温
度
設
定
値
以
下
か
つ
原
子
炉
棟
放
射
線
レ
ベ
ル
設
定
値
以
下
と
な
り
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合
は
，
二
次

格
納
施
設
制
御
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
  

①
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ｇ
．
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）

 
 

Ｈ
．
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入

 

・
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。
（
原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。
）
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1-
Ⅲ
.9
-1
3 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
２
．
一
次
格
納
容
器
制
御

 

（
３
）
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
お
よ
び
空
間
部
温
度
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
   

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
が
開
固
着
の
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
以
上
の
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
減
圧
が
完
了
し
，
水
位

が
判

明
し

て
お

り
，

か
つ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

空
間

部
温

度
が

水

位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
外
で
あ
る
場
合

 

③
脱
出
条
件

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 
・

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
の

バ
ル

ク
水

温
が

通
常

運
転

時
制
限
温
度
を
超
え
て
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合
，
ま
た
は
サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
空

間
部

局
所

温
度

が
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

起
動

温
度

以
上

で
手

動
ス

ク
ラ

ム
し

た
場
合

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

空
間

部
局

所
温

度
の

上
昇

が
停

止
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
お
よ
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
を
超
え
，
各

制
御
を
実
施
し
て
も
上
昇
を
継
続
す
る
場
合
は
，
直
ち
に
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
，
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 

  
②

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
が
通
常
運
転
時
制
限
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
冷
却
を
開
始
す

る
。

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
の
上
昇
が
継
続
し
た
ら
，
手
動

ス
ク
ラ
ム
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水
温
を
確
認
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲

外
の
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た

場
合
は
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
温
度

 
・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
が
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
起
動
温
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
，
サ
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上
昇
抑
制
を
行
っ
て
も
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
空
間
部
局
所
温
度
の
上

昇
が
継
続
し
た
場
合
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
す
る
。
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
外
の
場
合
は
原

子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
し
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
熱
容
量
制
限
図
の
運
転
禁
止
範
囲
に
入
っ
た
場
合
は
不
測
事

態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 

③
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Ⅲ
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
３
．
二
次
格
納
容
器
制
御

 

（
１
）
二
次
格
納
施
設
制
御

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
か
ら
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
監
視
し
，
制
御
す
る
。

 

 
    

②
導
入
条
件

 
下
記
条
件
が
複
数
該
当
し
，
原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
原
子
炉
棟
放
射
線
量
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 
・
原
子
炉
棟
温
度
が
警
報
設
定
値
以
上
の
場
合

 

・
原
子
炉
棟
内
で
漏
え
い
を
示
す
警
報
が
発
報
し
た
場
合

  

③
脱
出
条
件

 

・
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
一
次
格
納
容
器
外
で
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
破
断
が
発
生
し
た
場
合
，
原
子
炉
棟
か
ら
の
退
避
を
指
示
し
中
央
制
御

室
か
ら
速
や
か
に
隔
離
を
行
う
。

 
・
隔
離
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
し
た
後
に
原
子
炉
を
急
速
減
圧
し
，
原
子
炉
棟
へ
の

漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
は
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
し
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
を
行
う
。

 
・
「
原
子
炉
棟
環
境
」
の
各
制
御
（「

放
射
線
」
，「

原
子
炉
棟
温
度
」
，「

原
子
炉
棟
水
位
」）

は
並
行
し
て
実
施
す
る
。

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
指
示
上
昇
時
ま
た
は
原
子
炉
棟
差
圧
の
低
下
が
発
生
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す

る
。

 

               
①

  
②

  
③

 
④

 
⑤

  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
中
央
制
御
室
か
ら
速
や
か
な
隔
離
操
作
を
実
施
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
で
な
い
場

合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
急
速
減
圧
後
，
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
お
よ
び
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
容
器
の
隔
離
が
確
認
で
き
ず
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
み
が
運
転
中
の
場
合
は
，

自
動
減
圧
系
機
能
を
有
す
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
も
し
く
は
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
に
て
原
子
炉
圧
力
を
蒸
気
駆
動
設
備
の
運

転
可
能
範
囲
内
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
注
水
に
不
要
な
系
統
を
抑
制
し
，
原
子
炉
棟
へ
の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。

 
・
破
断
箇
所
の
水
頭
圧
が
低
い
原
子
炉
水
位
と
す
る
た
め
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
作
動
水
位
以
上
で
低
め
に
維
持
す
る
。

 
 Ｃ
．
原
子
炉
棟
環
境

 
・
中
央
制
御
室
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
，
中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
を
事
故
時
運
転
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
（
二
次
格
納
容
器
制
御

「
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
制
御
」
か
ら
導
入
の
場
合
を
除
く
。
）
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
が
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
の
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時

冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
環
境
を
改
善
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
お
よ
び
原
子
炉
棟
内
局
所
冷
却
機
を
起
動
す
る
。

 
・
原
子
炉
棟
内
の
溢
水
を
処
理
す
る
た
め
，
原
子
炉
棟
内
の
排
水
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
各
室
温
度
設
定
値
以
下
か
つ
原
子
炉
棟
放
射
線
レ
ベ
ル
設

定
値
以
下
と
な
り
，
漏
え
い
箇
所
の
隔
離
が
成
功
し
た
場
合
は
，
二
次

格
納
施
設
制
御
導
入
前
の
制
御
に
移
行
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 

・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
   

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 

・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
              

 
       

②
      

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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付
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①

   

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
３

 
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
発

生
時

の
対
応
（
現
場
で
の
隔
離
操
作
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

1
0
時
間
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１０．「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の対応手順の概要（残留熱代替除去系を使用する場合） 

「水素燃焼」 

 

1-Ⅲ.10-1 

 

第３．２．１．２－２図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の対応手順の概要（残留熱代替除去系を使用する場合） 

 

 
 

事故シーケンスグループ「水素燃焼」は

「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納

容器過圧・過温破損)（残留熱代替除去系を

使用する場合）」と同じ手順である。 
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１
．
原
子
炉
制
御

 
（
１
）
ス
ク
ラ
ム

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
を
停
止
す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
冷
却
状
態
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
状
態
ま
で
冷
却
す
る
。

 
・
一
次
お
よ
び
二
次
格
納
容
器
制
御
へ
の
導
入
条
件
を
監
視
す
る
。（

原
子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
な
い
場
合
を
含
む
。）

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
が
発
生
し
た
場
合

 
・
手
動
ス
ク
ラ
ム
し
た
場
合

 
・
各
制
御
の
脱
出
条
件
が
成
立
し
た
場
合

 

③
脱
出
条
件

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
要
求
時
に
は
ス
ク
ラ
ム
成
功
の
有
無
の
確
認
を
確
実
に
行
う
。

 
・
単
一
故
障
に
よ
る
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
の
復
旧
操
作
を
全
て
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
で
収
束
さ
せ
，
通
常
停
止
操
作
に
移
行

す
る
。

 
・
多
重
故
障
に
よ
り
他
の
制
御
へ
の
移
行
条
件
が
成
立
し
た
場
合
に
は
，
移
行
先
の
制
御
を
優
先
し
，
残
り
の
制
御
は
原
子
炉
制
御

「
ス
ク
ラ
ム
」
で
の
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
各
計
器
を
並
行
監
視
し
，
徴
候
に
応
じ
た
制
御
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
た
だ
し
，
一
次
格
納
容
器
が

損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
一
次
格
納
容
器
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 
・
二
次
格
納
容
器
制
御
「
二
次
格
納
施
設
制
御
」
か
ら
要
求
さ
れ
る
操
作
は
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
と
二
次
格
納
容
器
制
御
を

並
行
し
て
行
う
。

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
，
最
初
に
「
原
子
炉
出
力
」
の
全
制
御
棒
全
挿
入
を
確
認
し
，「

原
子
炉
水
位
」
，「

原
子

炉
圧
力
」，
「
タ
ー
ビ
ン
・
電
源
」
の
各
制
御
を
並
行
し
て
行
う
。

 

 
               

 ②
 

③
 

④
          

⑤
 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
原
子
炉
出
力

 
・
「
自
動
ス
ク
ラ
ム
」
警
報
の
発
信
を
確
認
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
挿
入
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器
ド
レ
ン
弁
，
ベ
ン
ト
弁
の
全
閉
を
確
認
す
る
。

 
・
自
動
ス
ク
ラ
ム
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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②
   

⑤
主
な
監
視
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容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き

な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止

し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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４
．
不
測
事
態

 
（
３
）
水
位
不
明

 

 
 
①
目
的

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
に
原
子
炉
の
冷
却
を
確
保
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
除
き
，
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
の
他
全
て
の
制
御
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な

っ
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
を
実
施
中
に
，
全
て
の
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿

入
さ
れ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不

明
領
域
に
入
っ
た
場
合

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不
明
判

断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
に
入
っ
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
水
位
不
明
時
に
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
を
使
用
し
た
原
子
炉
注
水
操
作
を
行
い
，
さ
ら
に
原
子
炉
圧
力
を
目
安
に
し
た
原
子
炉

満
水
操
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
注
水
操
作
は
，
使
用
可
能
な
全
て
の
注
水
系
の
う
ち
，
１
系
統
以
上
を
作
動
さ
せ
，
原
子
炉
圧
力
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ

ェ
ン
バ
圧
力
の
差
圧
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
な
る
よ
う
に
注
水
操
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
注
水
確
保

 
・
水
位
不
明
時
刻
を
記
録
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
作
動
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
も
作
動
し
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
も
作
動
し
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た

は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
作
動
さ
せ
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」

に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
満
水
注
入

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
か
ら
移
行
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
１
弁
以
上
開
放
，「

水
位
計
復
旧
」
に

お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
は
，
主

蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
「
満
水
注
入
」
を
行
う
。

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
か
ら
移
行
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
１
弁
も
開
放

で
き
な
い
場
合
は
，
給

復
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
消
火
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
の
注
水
維
持
を
行
う
と
と
も
に
，

主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
開
け
る
こ
と
に
よ
り
，

原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
い
ず
れ
か
１
系
統
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
流
量
を
増
加
し
て
原
子

炉
を
加
圧
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
適
正
弁
数
以
下
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
放
し
て
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，

原
子
炉
へ
の
注
水
流
量
を
増
加
さ
せ
て
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最

低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
全
て
起
動
し
て
も
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力

容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
数
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
最

少
必
要
弁
数
ま
で
減
ら
し
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上

に
維
持
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
全
て
起
動
し
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
最
少
必
要
弁
数

の
み
開
し
て
も
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で

き
な
い
場
合
は
，
他
の
代
替
確
認
方
法
に
て
満
水
を
確
認
す
る
。

 

・
他
の
代
替
確
認
方
法
に
よ
っ
て
も
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
６
弁
開
と
し
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
消
火
系
を

起
動
し
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
上
昇
さ
せ
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
５
．
電
源
制
御

 
（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 
・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
          

②
  

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 
・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
５
．
電
源
制
御

 
（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 
・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
   

③
          

④
    

⑤
     

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 
・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
対
応
手
段
等

 
原
子
炉
運
転
中
の
場
合

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 
１
．
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却

 
当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
低
圧
注
水
系
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却

が
で
き
な
い
場
合
は
，
以
下
の
手
段
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 
（
１
）
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

に
よ
り
注
水
す
る
。

 
（
２
）
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
で
き
な
い
場
合
は
，
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ

び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
等
に
よ
り
注
水
す
る
。
低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
注
水
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
を
以
下
に
示
す
。

 
 
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
注
水
は
，
海
を
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。

 
ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
が
で
き
ず
，

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
注
入
配
管
が
使
用
可
能
な
場
合

※
１
。

 
ま
た
，
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び

非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
が

で
き
ず
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て

，
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
お
よ
び

注
入
配
管
が
使
用
可
能
な
場
合

※
２
。
 

※
１
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

 
※
２
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
燃
料
お
よ
び
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
））

が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
。

 
 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 
◯
重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

 
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る

低
圧
注
水
系
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
，
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
異
常
が
な
く
，
交
流
電
源
お
よ
び
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
に
異
常
が
な
く
，
燃
料
お
よ
び
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
等
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
場
合
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
弁
の
操
作
が
可
能
で
あ
っ
て

注
水
流
量
が
多
い
配
管
か
ら
選
択
す
る
。
ま
た
，
中
央
制
御
室
か
ら
弁
の
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
，
現
場
で
弁
の
手
動
操
作

を
実
施
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

１
６
．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 

対
応
手
段
等

 

居
住
性
の
確
保

 

２
．
炉
心
損
傷
時
は
，
放
射
性
物
質
等
が
環
境
に
放
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
使
用
す
る
前
に
，

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
に
よ
り
中
央
制
御
室
の
正
圧
化
を
実
施
し
，
中
央
制
御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）

に
よ
り
中
央
制
御
室
待
避
室
の
正
圧
化
を
実
施
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
時
の
プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
は
中
央
制
御
室
非

常
用
循
環
系
を
系
統
隔
離
運
転
と
す
る
こ
と
で
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
防
止
す
る
。

 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
加
圧
運
転
お
よ
び
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
準
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
当

直
副
長
が
判
断
し
た
場
合

※
１
。

 

炉
心
損
傷
後
に
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
際
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
系
統
隔
離
運
転
に
つ
い
て
は
，
中
央
制

御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
操
作
が
完
了
し
た
場
合
。

 

中
央
制
御
室
待
避
室
か
ら
退
室
し
た
後
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
に
よ
る
加
圧
運
転
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
後
の

格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
へ
の
待
避
が
終
了
し
，
中
央
制
御
室
待
避
室
か
ら
退
出
し
た
場
合
。

 

※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線
量

率
の
１
０
倍
を
超
え
た
場
合
，
ま
た
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧
力
容

器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。
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保
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規
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添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

９
．
水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等

 

 
 

４
．
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ
び
酸
素
濃
度
の
監
視

 
当
直
副
長
は
，
格
納
容
器
内
に
発
生
す
る
水
素
ガ
ス
お
よ
び
酸
素
ガ
ス
の
濃
度
を

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
），

格
納
容
器

水
素
濃
度
（
Ｂ
系
），

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
を
用
い
て
測
定
し
，
監
視
す
る
。

 
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ

Ａ
），

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
を
用
い
て
測
定
し
，
監

視
す
る
。

 
（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
お
よ
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合

※
１
。
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
お
よ
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合

※
１
に

お
い
て
，
格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
が
使
用
可
能
な
場
合

※
２
。

 
※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線

量
率
の
１
０
倍
を
超
え
た
場
合
，
ま
た
は

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧

力
容
器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。

 
※
２
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

 
 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 
◯
重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

 
格
納
容
器
内
の
酸
素
濃
度
が
規
定
値
に
到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
用
い
て
格
納
容
器
内
に
滞
留

し
て
い
る
水
素
ガ
ス
お
よ
び
酸
素
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
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添
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操
作
手
順

 

７
．
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 

対
応
手
段
等

 

２
．
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱

 
当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
り
格
納
容
器
内

の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
。

 
（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 
炉
心

損
傷
を
判
断
し

た
場
合

※
１
に
お
い
て
，

残
留
熱
除
去

系
の
復

旧
に
見
込
み
が

な
く

※
２
格
納

容
器
内
の
除
熱

が
困
難

な
状
況
で
，
以
下
の
条
件
が
全
て
成
立
し
た
場
合
。

 
ａ
．
残
留
熱
代
替
除
去
系
が
使
用
可
能

※
３
で
あ
る
こ
と
。

 
ｂ
．
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
冷
却
水
供
給
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

 
ｃ
．
格
納
容
器
内
の
ド
ラ
イ
条
件
の
酸
素
濃
度
が

４
．
４

v
ol
%以

下
※
４
で
あ
る
こ
と
。

 
※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線

量
率
の
１
０
倍
を
超
え
た
場
合
，
ま
た
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧

力
容
器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。

 
※
２
：
設
備
に
故
障
が
発
生
し
た
場
合
，
ま
た
は
駆
動
に
必
要
な
電
源
も
し
く
は
補
機
冷
却
水
が
確
保
で
き
な
い
場
合
。
 

※
３
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
水
源
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

 
※
４
：
格
納
容
器
酸
素
濃
度
に
て
ド
ラ
イ
条
件
の
酸
素
濃
度
が
４
．
４
v
o
l%
を
超
過
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
ウ
ェ
ッ
ト

条
件
の
酸
素
濃
度
が
１
．
５

v
ol
%
未
満
の
場
合
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
を
実

施
す
る
こ
と
で
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
の
ガ
ス
の
混
合
を
促
進
さ
せ
る
。
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手
順

 

９
．
水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 

対
応
手
段
等

 

２
．
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
不
活
性
化

 

当
直
副
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
ま
た
は
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱
時
に
，
格
納
容
器
内

で
発
生
す
る
水
素
お
よ
び
酸
素
の
反
応
に
よ
る
水
素
爆
発
を
防
止
す
る
た
め
，
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
り
格
納
容
器
内
を

不
活
性
化
す
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合

※
１
に
お
い
て
，
格
納
容
器
内
の
除
熱
を
開
始
し
た
場
合

※
２
に
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
に

よ
る
水
素
濃
度
制
御
が
で
き
な
い
場
合
。
 

※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線

量
率
の
１
０

 
倍
を
超
え
た
場
合
ま
た
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧

力
容
器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。

 

※
２
：
残
留
熱
代
替
除
去
系
ま
た
は
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
除
熱
を
開
始
し
た
場
合
。
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表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

７
 

残
留

熱
代

替
除

去
系

使
用

時
に

お
け

る
原

子
炉

補

機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
補
機
冷
却
水
確
保

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

7
時
間

20
分

 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員

 
1
5 

 
②

 
１
４

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
（
非
常
用
交

流
高
圧
電
源
母
線
Ｂ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3 

4
0
分
以
内

 

 
②

 
１
４

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
（
非
常
用
交

流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3 

1
時
間

1
0
分
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

②
 

②
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表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
９

 
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ
ス
供
給

※
 

緊
急
時
対
策
要
員

 
2
 

2
時
間
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

①
 

190



 

1-
Ⅲ

.1
0-
15

 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
１
６

 
炉

心
損

傷
の

判
断

時
の

中
央

制
御

室
換

気
系

加
圧

運
転
手
順

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

4
0
分
以
内

 

 
①

 
１
６

 
中
央
制
御
室
待
避
室
の
準
備
手
順

※
 

運
転
員

 

（
現
場
）

 
2
 

3
0
分
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１１．「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の対応手順の概要（残留熱代替除去系を使用しない場合） 

1-Ⅲ.11-1 

 

第３．１．３．１－２図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の対応手順の概要（残留熱代替除去系を使用しない場合） 

  

【０秒】 

<約 27 時間> 

原子炉冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）発生 

原子炉スクラム，タービントリップを確認※１ 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による 

格納容器スプレイ※13 

格納容器圧力 640kPa[gage]到達 

【30 分後】 

サプレッション・プール水位 

通常水位＋約 1.3ｍ到達※15 
<約 32 時間> 

格納容器圧力高 13.7kPa[gage]到達 

給水流量の全喪失及び外部電源喪失発生 

高圧／低圧注水 

機能回復操作 

大量送水車 

による低圧原子炉代替 

注水槽への補給準備 

大量送水車 

による低圧原子炉代替 

注水槽への補給操作 

損傷炉心冷却成功を確認※10 

 

原子炉圧力容器健全を確認※11 

炉心損傷を確認※３ 

復水輸送系，消火系， 

低圧原子炉代替注水系（可搬

型） 

による原子炉注水 

格納容器フィルタ 

ベント系による 

格納容器ベント(Ｄ／Ｗ) 

ＳＡ低圧母線受電 

低圧原子炉代替注水系（常設）による 

原子炉への注水開始確認※９ 

非常用高圧母線受電※６ 

炉心損傷開始 

号炉間電力融通，高圧発電機

車による非常用高圧母線受電 

（起動失敗の場合） 

（起動失敗の場合） 

（格納容器ベント(Ｗ／Ｗ)失敗の場合） 

<約５分> 

中央制御室換気系起動※20 

格納容器代替スプレイ系（可搬型） 

による格納容器スプレイ停止※16 

非常用高圧母線受電準備※５ 

第１ベントフィルタ 

出口水素濃度による 

水素濃度測定準備 

格納容器代替スプレイ系（常設） 
復水輸送系，消火系による 

格納容器スプレイ 

ドライウェル冷却系による 
原子炉格納容器除熱 

サプレッション・ 

プール水ｐＨ制御系 

起動 

準備 

原子炉補機代替冷却系 

（移動式代替熱交換設

備， 

大型送水ポンプ車） 

起動準備及び系統構成 

燃料プール冷却系起動 

燃料補給準備 

可搬型設備への 

燃料補給 

対応操作は，原子炉水位・格納容器圧力等の徴候に 

応じて対応を行うため，今回想定している破断規模・ 

破断位置が異なる場合，及び破断位置が特定できない 

場合においても，対応する操作手順に変更はない。 

補足１ 

【事故の起因事象判定（ＬＯＣＡ事象 or 過渡起因事象）】 

[原子炉圧力とドライウェル圧力の差圧が「0.25MPa[gage]以下」] 

かつ[ドライウェル圧力が「0.15MPa[gage]以上」] 

上記の条件が満たされる場合は「ＬＯＣＡ事象起因」と判定する。 

条件が満たされない場合は「過渡起因事象」と判定する。 

（本シナリオでは「ＬＯＣＡ事象」を想定している） 

【原子炉圧力容器破損判断パラメータ】 

・「過渡起因事象」時，原子炉圧力の「急激な低下」（原子炉圧力容器高圧時）， 

ドライウェル圧力の「急激な上昇」，ペデスタル温度の「急激な上昇」， 

ペデスタル水温度の「急激な上昇」又は「指示値喪失」 

・「ＬＯＣＡ事象」時，ペデスタル温度の「急激な低下」，サプレッション・プール 

水温度の「急激な上昇」，ペデスタル水温度の「急激な上昇」又は「指示値喪失」 

【原子炉圧力容器破損徴候パラメータ】 

・「過渡起因事象」，「ＬＯＣＡ事象」時，原子炉水位低下（喪失），制御棒位置の 

指示値喪失数増加，原子炉圧力容器下鏡温度の指示値喪失数増加，制御棒駆動機構 

温度の指示値喪失数増加 

【原子炉圧力容器破損後の再確認パラメータ】 

・「過渡起因事象」時，[原子炉圧力とドライウェル圧力の差圧が「0.25MPa[gage]以

下」]かつ[ペデスタル温度が「飽和温度以上」] 

・「ＬＯＣＡ事象」時，[ペデスタル温度が「飽和温度」]かつ 

[サプレッション・プール水温度が「５℃以上上昇」] 

凡例 

：操作・確認 

：判断 

：操作及び判断 

：プラント状態（解析） 

：緊急時対策要員（現場）の作業 

：運転員と緊急時対策要員（現場）の共同作業 

：解析上考慮しない操作・確認 

※１：格納容器圧力高（13.7kPa）にて，原子炉スクラムしたことを平均出力領域計装により確認する。 

重大事故等発生を通信連絡設備により確認した現場作業員は退避を実施する。 

※２：中央制御室にて，機器ランプ表示，警報，ポンプ出口圧力，ポンプ出口流量，原子炉水位（広帯域），原子炉圧力等にて確認する。 
※３：炉心損傷は，以下により判断する。 

・格納容器雰囲気放射線モニタのガンマ線線量率が設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍を超えた場合 

なお，格納容器雰囲気放射線モニタによる炉心損傷発生の判断ができない場合は原子炉圧力容器温度が 300℃以上（１点以上）となった時

点で，炉心損傷と判断する。 

※４：中央制御室からの遠隔操作により外部電源受電及び非常用ディーゼル発電機等の起動ができず非常用高圧母線の電源回復ができない場合，

早期の電源回復不能と判断する。 

※５：復電時に不要な負荷が起動するのを防止するための負荷切り離しを含む。 

※６：非常用高圧母線２系列のうち，１系列は移動式代替熱交換設備ケーブル接続後に受電する。 

※７：格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）を起動する。 

※８：再循環配管と底部ドレン配管の隔離操作を実施する。 

※９：原子炉圧力容器底部から原子炉水位レベル０まで水位を上昇させるために必要な注水量を注水する。所定量の注水完了後は注水流量を崩壊

熱相当とする。 

解析上考慮していないが，推定手段により損傷炉心の冠水が維持されていることを，原子炉圧力容器表面温度を用いて原子炉圧力容器内が 

過熱状態に至ってないことにより確認する。 

※10：水位計測不能の場合，崩壊熱除去に必要な注水量以上を注水していること及び原子炉圧力容器下鏡温度 300℃未満により損傷炉心冷却成功 

と判断する。 

※11：原子炉圧力容器健全確認は，圧力容器破損判断パラメータにより判断する。（補足１） 

※12：中央制御室待避室の準備操作は，以下を実施する。 

   ・中央制御室待避室内の正圧化準備操作 

   ・ＬＥＤライト（ランタンタイプ）の設置 

   ・プラントパラメータ監視装置（中央制御室待避室）の設置 

   なお，中央制御室待避室内の正圧化は，格納容器ベントを実施する約 20 分前に開始する。 

格納容器ベント 

停止条件不成立※19  

Yes 

No 

格納容器ベント停止 

低圧原子炉代替注水系（常設）により原子炉水位を維持し，格納容器ベントに

よる格納容器圧力の低下傾向を確認する。また，機能喪失している設備の復旧

に努め，残留熱除去系又は残留熱代替除去系及び可燃性ガス濃度制御系の復旧

後は，残留熱除去系又は残留熱代替除去系による原子炉格納容器除熱及び可燃

性ガス濃度制御系による水素濃度制御を実施するとともに，格納容器ベントを

停止し，安定停止状態を維持する。 

【有効性評価の対象とはしていないが，他に取り得る手段】 

Ⅰ：常設代替交流電源設備が使用できない場合は，号炉間電力融通又は高圧発電機車により電源を供給する。 

（電源容量により使用できる設備が限られる。） 

Ⅱ：低圧原子炉代替注水系（常設）と同等の流量は確保できないが，復水輸送系，消火系による代替注水も実施可能である。 

注水開始時間は遅くなるが，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による代替注水も実施可能である。 

Ⅲ：残留熱代替除去系運転以外に除熱機能が回復しないことを確認し残留熱代替除去系運転を開始する。 

Ⅳ：ドライウェル冷却系による原子炉格納容器除熱を実施する。 

Ⅴ：格納容器代替スプレイ系（常設）による格納容器スプレイも実施可能である。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）と同等の流量は確保できないが，復水輸送系，消火系による格納容器スプレイも実施可能である。 

Ⅱ 

Ⅴ 

Ⅰ 

Ⅳ 

非常用ガス処理系 

自動起動を確認 

 
残留熱代替除去系運転 

不可能 

Yes 

No 

残留熱代替除去系による 

原子炉格納容器除熱 

Ⅲ 

ドライウェルｐH 制御実施 

早期の電源回復不能を確認※４ 

 

非常用ディーゼル発電機等機能喪失を確認 

全交流動力電源喪失 

原子炉への注水機能喪失を確認※２ 

 

原子炉圧力－ドライウェル温度による 

「水位不明判断曲線」で水位不明を判断 

燃料被覆管温度 1,200℃到達 <約 10 分> 

常設代替交流電源設備起動 

 

燃料温度 2,500K(約 2,227℃)到達 

低圧原子炉代替注水系（常設）起動※８ 

 

原子炉圧力容器・原子炉格納容器の状

態 

が静定後，燃料プール冷却を再開する 

原

子

炉

へ

の

注

水 

 

 

格納容器フィルタベント系による 

格納容器ベント(Ｗ／Ｗ)※17 

 

（適宜実施） （適宜実施） 

格納容器代替スプレイ系 

（可搬型）系統構成 

格納容器ベント準備※14 

水素濃度及び酸素濃度 

監視設備の起動※７ 

中央制御室待避室内  

への待避※18 

外部電源， 

非常用ディーゼル 

発電機等回復操作 

ほう酸水注入系 

による原子炉注入 

可搬式窒素供給装置

による窒素供給準備 

原子炉水位低（レベル２）到達 

（ケーブル接続後） 

【  】：時刻（解析条件） 

< > ：時刻（解析結果） 

<約 28 分> 

中央制御室待避室の   

準備操作※12 

※13：格納容器スプレイの注水量は 120m3/hとし，格納容器圧力 640kPa[gage]到達で格納容器スプレイを行う。 

格納容器圧力 588kPa[gage]まで低下後，格納容器スプレイを停止する。 

再度，格納容器圧力 640kPa[gage]到達で格納容器スプレイを繰り返す。 

※14：ベント準備操作として，第２弁の開操作及びＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁の閉操作を実施する。 

※15：サプレッション・プール水位（ＳＡ）により確認する。 

※16：炉心冷却のため，低圧原子炉代替注水系（常設）により，崩壊熱による蒸発量相当の原子炉注水は継続する。 

※17：格納容器ベント操作は，第１弁（Ｗ／Ｗ）の開操作を優先して実施し，中央制御室からの遠隔操作及び現場での手動操作に失敗した場合は， 

第１弁（Ｄ／Ｗ）の開操作を実施する。 

※18：格納容器ベント操作実施後，中央制御室待避室へ待避する。 

   その後，中央制御室待避室外の雰囲気線量率が低下したことを確認し，中央制御室待避室から退室する。 

 

主蒸気隔離弁閉止確認 再循環ポンプ 

トリップ確認 

格納容器内雰囲気計装による

水素濃度及び酸素濃度監視 

原子炉ウェル代替注水系

による原子炉ウェル注水 

原子炉補機代替冷却系 

（移動式代替熱交換設備，  

大型送水ポンプ車）起動 

※19：格納容器ベント実施時に，残留熱除去系又は残留熱代替除去系

による原子炉格納容器除熱が可能であること及び可燃性ガス濃

度制御が可能であることが確認された場合は，格納容器ベント

を停止する。格納容器ベント停止後は，格納容器フィルタベン

ト系の窒素ガスパージを実施する。 

※20：格納容器ベント実施による中央制御室待避室への待避期間は， 

中央制御室換気系運転モードを加圧運転から系統隔離運転に 

切り替える。待避終了後，再度加圧運転に切り替える。 

A 

B 

C 

D 

E 
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１
．
原
子
炉
制
御

 

（
１
）
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ラ
ム

 

 
 
①
目
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・
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す
る
。

 
・
十
分
な
炉
心
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却
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態
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。

 
・
原
子
炉
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原
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①
 

②
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件

 

 
 
④
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本
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移
行
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敗
し
た
場
合
に
は
，
手
動
ス
ク
ラ
ム
お
よ
び
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
の
動
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
モ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
を
「
停
止
」
位
置
に
す
る
。

 
・
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
，
全
挿
入
位
置
を
確
認
で
き
な
い
場
合
に
１
本
の
み
制
御
棒
が
未
挿
入
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
，
確
認
で
き
な
い
場
合
は
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」

に
移
行
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
制
御
も
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
で
行
う
。

 
・
原
子
炉
水
位
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
運
転
状
態
お
よ
び
速
度
を
確
認
す
る
。

 
・
中
性
子
源
領
域
計
装
検
出
器
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
検
出
器
を
炉
心
内
に
挿
入
す
る
。

 
・
平
均
出
力
領
域
計
装
，
中
性
子
源
領
域
計
装
お
よ
び
中
間
領
域
計
装
に
よ
り
，
原
子
炉
未
臨
界
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｂ
．
原
子
炉
水
位

 
・
原
子
炉
水
位
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
ま
で
低
下
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
隔
離
弁
の
開
閉
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
，
電
動
駆
動
給
水
ポ
ン
プ
お
よ
び
給
水
制
御
系
（
一
要
素
）
で
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水

位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か
ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
給
復
水
系
（
復
水
器
を
含
む
）
が
正
常
で
な
い
場
合
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
手
動
作
動
す
る
。（

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
自

動
作
動
し
た
場
合
は
不
要
）

 
・
原
子
炉
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
水
位
ま
で
低
下
し
た
場
合
に
は
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
運
転
状
態
を
確
認
し
，
給
復

水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（

可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
ま
た
は
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
か

ら
原
子
炉
水
位
高
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
設
定
値
の
間
を
目
標
と
し
て
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
大
量
送
水
車
の
接
続
を
要
請
し
，
原
子
炉
制

御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
不
明
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納
容
器
水
素
濃
度
制
御
」

に
移
行
す
る
。
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⑤
主
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視
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容

 

・
原
子
炉
水
位
が
有
効
燃
料
頂
部
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
不
測
事
態
「
水
位
回
復
」
お
よ
び
一
次
格
納
容
器
制
御
「
格
納

容
器
水
素
濃
度
制
御
」
に
移
行
す
る
。

 
・
原
子
炉
水
位
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｃ
．
原
子
炉
圧
力

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
圧
力
を
確
認
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
原
子
炉
を
隔

離
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
開
固
着
し
た
場
合
は
，
一
次
格
納
容
器
制
御
「
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
温
度
制
御
」
に
移
行
す
る

。
 

・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
の
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
し
て
，
原
子
炉
圧
力
を
調
整
す
る
。
ま
た
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全

弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧
力
の
調
整
が
で
き
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
減
圧
冷
却
」
に
移
行
す
る
。
な
お
，
復
水
器
が

使
用
可
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
に
よ
り
調
整
し
て
も
よ
い
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
に
よ
っ
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
温
が
上
昇
す
る
た
め
，
残
留
熱
除
去
系
に
よ
る
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
冷
却
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
ま
た
は
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
定
格
流
量
維
持
最
低
圧
力

ま
で
減
圧
し
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
停
止
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
使
用
可
能
圧
力
以
下
ま
で
減
圧
し
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
起
動
す
る
。

 
・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
閉
状
態
を
連
続
的
に
監
視
す
る
。

 
 

Ｄ
．
タ
ー
ビ
ン
・
電
源

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
後
，
発
電
機
出
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
手
動
ト
リ
ッ
プ
す
る
。（

タ
ー
ビ
ン
自
動
ト

リ
ッ
プ
の
場
合
は
不
要
。）

 
・
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
状
態
，
発
電
機
ト
リ
ッ
プ
状
態
を
確
認
す
る
。

 
・
所
内
電
源
系
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
所
内
電
源
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
確
保
さ
れ
な
い
場
合
は
，「

交
流
／
直

流
電
源
供
給
回
復
」
に
移
行
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
開
の
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
復
水
器
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
，
空
気
抽
出
器
お
よ
び
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ル
の
切
替
に
よ
り
復
水
器
真
空
度
を
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
制
御
が
正
常
で
な
い
場
合
ま
た
は
復
水
器
が
使
用
不
能
で
あ
る
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
全
閉
し
原
子
炉
を
隔
離

す
る
。

 
・
タ
ー
ビ
ン
，
発
電
機
の
停
止
状
態
を
確
認
す
る
。

 
 

Ｅ
．
モ
ニ
タ
確
認

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
を
確
認
す
る
。

 
・
各
種
放
射
線
モ
ニ
タ
の
指
示
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
「
復
旧
」
操
作
に
移
行
せ
ず
原
因
の
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｆ
．
復
旧

 
・
原
子
炉
水
位
が
原
子
炉
水
位
低
ス
ク
ラ
ム
設
定
値
以
上
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
系
が
リ
セ
ッ
ト
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
等
の
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
が
整
定
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
格
納
容
器
隔
離
信
号
を
リ
セ
ッ
ト
し
，
隔
離
状
態
を
復
旧
す
る
。

 
・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
り
原
子
炉
水
位
が
調
整
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
，
原
子
炉
棟
空
調
換
気
系
を
起
動
し
，
非
常

用
ガ
ス
処
理
系
を
停
止
す
る
。

 
・
主
蒸
気
隔
離
弁
が
閉
し
て
い
る
場
合
は
，
開
可
能
で
あ
れ
ば
均
圧
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
開
す
る
。
ま
た
，
開
不
能
で
あ
れ
ば
主

蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
で
原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
原
因
を
究
明
し
，
原
因
除
去
後
ス
ク
ラ
ム
リ
セ
ッ
ト
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
が
停
止

し
た
場
合
は
，
再
起
動
が
可
能
で
あ
れ
ば
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
を
起
動
す
る
。

 

・
原
子
炉
を
冷
温
停
止
す
る
。
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４
．
不
測
事
態

 

（
３
）
水
位
不
明

 

 
 
①
目
的

 

・
原
子
炉
水
位
が
不
明
な
場
合
に
原
子
炉
の
冷
却
を
確
保
す
る
。

 

 
 

①
 

②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
を
除
き
，
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
の
他
全
て
の
制
御
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
不
明
に
な

っ
た
場
合

 
・
原
子
炉
制
御
「
反
応
度
制
御
」
水
位
不
明
を
実
施
中
に
，
全
て
の
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
ま
た
は
最
大
未
臨
界
引
抜
位
置
ま
で
挿

入
さ
れ
た
場
合

 
・
一
次
格
納
容
器
制
御
「
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
制
御
」
に
お
い
て
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不
明
判
断
曲
線
の
水
位
不

明
領
域
に
入
っ
た
場
合

 

・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
お
い
て
，
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
，
ま
た
は
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
空
間
部
温
度
が
水
位
不
明

判
断
曲
線
の
水
位
不
明
領
域
に
入
っ
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
原
子
炉
水
位
不
明
時
に
，
給
復
水
系
，
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
を
使
用
し
た
原
子
炉
注
水
操
作
を
行
い
，
さ
ら
に
原
子
炉
圧
力
を
目
安
に
し
た
原
子
炉

満
水
操
作
を
行
う
。

 
・
原
子
炉
注
水
操
作
は
，
使
用
可
能
な
全
て
の
注
水
系
の
う
ち
，
１
系
統
以
上
を
作
動
さ
せ
，
原
子
炉
圧
力
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ

ェ
ン
バ
圧
力
の
差
圧
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
な
る
よ
う
に
注
水
操
作
を
行
う
。

 

・
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
た
場
合
は
，
原
子
炉
制
御
「
水
位
確
保
」
に
移
行
す
る
。

 

 
⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
注
水
確
保

 
・
水
位
不
明
時
刻
を
記
録
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
以
上
作
動
し
た
場
合
は
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
に
移
行
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
も
作
動
し
な
い
場
合
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水

系
を
作
動
さ
せ
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
が
１
系
統
も
作
動
し
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
１
系
統
以
上
ま
た

は
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
か
ら
１
系
統
以
上
を
作
動
さ
せ
，
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」

に
移
行
す
る
。

 
 

Ｂ
．
満
水
注
入

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
か
ら
移
行
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
１
弁
以
上
開
放
，「

水
位
計
復
旧
」
に

お
い
て
最
長
許
容
炉
心
露
出
時
間
以
内
に
原
子
炉
水
位
が
判
明
し
な
い
場
合
は
，
主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
全
閉
し
，
「
満
水
注
入
」
を
行
う
。

 
・
不
測
事
態
「
急
速
減
圧
」
か
ら
移
行
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
が
１
弁
も
開
放

で
き
な
い
場
合
は
，
給

復
水
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
注
水
系
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
系
（
可
搬
型
），

復
水
輸
送
系
，
制

御
棒
駆
動
水
圧
系
，
消
火
系
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
の
注
水
維
持
を
行
う
と
と
も
に
，

主
蒸
気
隔
離
弁
，
主
蒸
気
ド
レ
ン
弁
な
ら
び
に
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
の
隔
離
弁
を
開
け
る
こ
と
に
よ
り
，

原
子
炉
を
減
圧
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
の
う
ち
，
い
ず
れ
か
１
系
統
を
使
用
し
て
原
子
炉
へ
注
水
し
，
注
水
流
量
を
増
加
し
て
原
子

炉
を
加
圧
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
適
正
弁
数
以
下
の
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
開
放
し
て
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 
・
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，

原
子
炉
へ
の
注
水
流
量
を
増
加
さ
せ
て
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最

低
圧
力
以
上
に
維
持
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
全
て
起
動
し
て
も
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力

容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
開
数
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
最

少
必
要
弁
数
ま
で
減
ら
し
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上

に
維
持
す
る
。

 
・
低
圧
で
原
子
炉
へ
注
水
可
能
な
系
統
を
全
て
起
動
し
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
用
最
少
必
要
弁
数

の
み
開
し
て
も
，
原
子
炉
圧
力
を
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
確
認
最
低
圧
力
以
上
に
維
持
で

き
な
い
場
合
は
，
他
の
代
替
確
認
方
法
に
て
満
水
を
確
認
す
る
。

 

・
他
の
代
替
確
認
方
法
に
よ
っ
て
も
原
子
炉
圧
力
容
器
満
水
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
，
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
を
６
弁
開
と
し
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
，
復
水
輸
送
系
，
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
，
消
火
系
を

起
動
し
，
原
子
炉
水
位
を
で
き
る
だ
け
上
昇
さ
せ
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
          

②
  

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 

②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

②
   

③
          

④
    

⑤
     

 

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
 
対
応
手
段
等

 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
．
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却

 

当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
低
圧
注
水
系
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却

が
で
き
な
い
場
合
は
，
以
下
の
手
段
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
，
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 

（
１
）
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

に
よ
り
注
水
す
る
。

 

（
２
）
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
で
き
な
い
場
合
は
，
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ

び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
等
に
よ
り
注
水
す
る
。
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
注
水
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
を
以
下
に
示
す
。

 

 
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
注
水
は
，
海
を
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。

 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
が
で
き
ず
，

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
系
（
常
設
）
お
よ
び
注
入
配
管
が
使
用
可
能
な
場
合

※
１
。

 

ま
た
，
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び

非
常
用
炉
心
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
が

で
き
ず
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て

，
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
お
よ
び

注
入
配
管
が
使
用
可
能
な
場
合

※
２
。
 

※
１
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

 

※
２
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
燃
料
お
よ
び
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
）
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
。

 

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

◯
重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る

低
圧
注
水
系
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
，
低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
異
常
が
な
く
，
交
流
電
源
お
よ
び
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る

場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可

搬
型
）
に
異
常
が
な
く
，
燃
料
お
よ
び
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場

合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
。

 

な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
等
に
よ
り
原
子
炉
を
冷
却
す
る
場
合
は
，
中
央
制
御
室
か
ら
弁
の
操
作
が
可
能
で
あ
っ
て

注
水
流
量
が
多
い
配
管
か
ら
選
択
す
る
。
ま
た
，
中
央
制
御
室
か
ら
弁
の
操
作
が
で
き
な
い
場
合
は
，
現
場
で
弁
の
手
動
操
作

を
実
施
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

１
６
．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等
 

 
 

対
応
手
段
等

 

居
住
性
の
確
保

 

２
．
炉
心
損
傷
時
は
，
放
射
性
物
質
等
が
環
境
に
放
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
使
用
す
る
前
に
，

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
に
よ
り
中
央
制
御
室
の
正
圧
化
を
実
施
し
，
中
央
制
御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）

に
よ
り
中
央
制
御
室
待
避
室
の
正
圧
化
を
実
施
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
時
の
プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
は
中
央
制
御
室
非

常
用
循
環
系
を
系
統
隔
離
運
転
と
す
る
こ
と
で
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
防
止
す
る
。

 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
加
圧
運
転
お
よ
び
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
準
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
当

直
副
長
が
判
断
し
た
場
合

※
１
。

 

炉
心
損
傷
後
に
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
際
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
系
統
隔
離
運
転
に
つ
い
て
は
，
中
央
制

御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
操
作
が
完
了
し
た
場
合
。

 

中
央
制
御
室
待
避
室
か
ら
退
室
し
た
後
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
に
よ
る
加
圧
運
転
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
後
の

格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
へ
の
待
避
が
終
了
し
，
中
央
制
御
室
待
避
室
か
ら
退
出
し
た
場
合
。

 

※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線

量
率
の
１
０
倍
を
超
え
た
場
合
，
ま
た
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧

力
容
器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

９
．
水
素
爆
発
に
よ
る
格
納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等

 

 
 

４
．
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
お
よ
び
酸
素
濃
度
の
監
視

 
当
直
副
長
は
，
格
納
容
器
内
に
発
生
す
る
水
素
ガ
ス
お
よ
び
酸
素
ガ
ス
の
濃
度
を
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
），

格
納
容
器

水
素
濃
度
（
Ｂ
系
），

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
を
用
い
て
測
定
し
，
監
視
す
る
。

 
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ

Ａ
），

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
），

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
を
用
い
て
測
定
し
，
監

視
す
る
。

 
（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
お
よ
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合

※
１
。
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
お
よ
び
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｂ
系
）
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合

※
１
に

お
い
て
，
格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
が
使
用
可
能
な
場
合

※
２
。

 
※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線

量
率
の
１
０
倍
を
超
え
た
場
合
，
ま
た
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧

力
容
器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。

 
※
２
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

 
 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 
◯
重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

 

格
納
容
器
内
の
酸
素
濃
度
が
規
定
値
に
到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
用
い
て
格
納
容
器
内
に
滞
留

し
て
い
る
水
素
ガ
ス
お
よ
び
酸
素
ガ
ス
を
排
出
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

６
．
格
納
容
器
内
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等

 

炉
心
損
傷
後

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
．
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
冷
却

 

当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
格
納
容
器
冷
却
系
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器

内
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
は
，
以
下
の
手
段
に
よ
り
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
し
，
格
納
容
器
内
の
圧
力

お
よ
び
温
度
を
低

下
さ
せ
る
。

 

（
１
）
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
て
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
り
ス
プ
レ
イ
す
る
。

 

（
２
）
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
り
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
で
き
な
い
場
合
は
，
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）

お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
て
，

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
等
に
よ
り
ス
プ
レ
イ
す
る
。

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）

に
よ
る
ス
プ
レ
イ
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
を
以
下
に
示
す
。

 

 
な
お
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
冷
却
は
，
海
を
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

格
納

容
器
冷

却
系

に
よ

る
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ
レ

イ
が
で

き
な

い
場

合
に

お
い
て

，
格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ
系

（
常
設
）
が
使
用
可
能
な
場
合

※
１
で
，
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
起
動
の
判
断
基
準
に
到
達
し
た
場
合

※
２
。
 

ま
た
，
格
納
容
器
冷
却
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ

イ
系
（
可
搬
型
）
が
使
用
可
能
な
場
合

※
３
で
，
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
起
動
の
判
断
基
準
に
到
達
し
た
場
合

※
２
。
 

※
１
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
。

 

※
２
：
「
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
起
動
の
判
断
基
準
に
到
達
」
と
は
，

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
圧
力
，
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
温
度
指
示
値
が
，
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
起
動
の
判
断
基
準
に
達
し
た
場
合
。

 

※
３
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
燃
料
お
よ
び
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
）
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
。

 

 （
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

◯
重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る

格
納
容
器
冷
却
系
の
故
障
等
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
異
常
が
な
く
，
交
流
電
源
お
よ
び
水
源
（
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
）
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
は
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）

に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。

 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
り
格
納
容
器
内
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ

イ
系
（
可
搬
型
）
に
異
常
が
な
く
，
燃
料
お
よ
び
水
源
（
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
ま
た
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
））

が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
は
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
り
格
納
容
器
内
を
冷
却
す
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
 
操
作
手
順

 

７
．
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等

 

１
．
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱

 

当
直
副
長
は
，
残
留
熱
除
去
系
お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系

の
運
転
に
よ
っ
て
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
８
５
３

k
Pa
[
ga
g
e]

以
下
に
抑
制
す
る
見
込
み
が
な
い
場
合
，
ま
た
は
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
が
２
．
５

vo
l
%に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
の

破
損
を
防
止
す
る
た
め
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

に
よ
り
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
。

 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
隔
離
弁
（
電
動
弁
）
の
駆
動
源
や
制
御
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
，
隔
離
弁
を
遠
隔
で
手
動

操
作
す
る
こ
と
で
格
納
容
器
内
の
圧
力
お
よ
び
温
度
を
低
下
さ
せ
る
。

 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
場
合

※
１
に
お
い
て
，
残
留
熱
除
去
系
お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
減
圧
お

よ
び
除
熱
が
で
き
ず
，
格
納
容
器
圧
力
が
６
４
０

kP
a
[g
a
ge
]に

到
達
し
た
場
合

※
２
，
も
し
く
は
，
原
子
炉
建
物
原
子
炉
棟

内
の
い
ず
れ
か
の
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
指
示
値
が
２
．
１

v
ol
%
に
到
達
し
た
場
合
。

 

※
１
：
格
納
容
器

雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ

で
格

納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率

が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン

マ
線
線

量
率
の
１

０
倍
を
超
え
た
場
合
，

ま
た
は

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原

子
炉
圧

力
容
器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。

 

※
２
：
原
子
炉
の
冷
却
が
で
き
な
い
場
合
，
ま
た
は
格
納
容
器
内
の
温
度
お
よ
び
圧
力
の
制
御
が
で
き
な
い
場
合
は
，
速
や

か
に
格
納
容
器
ベ
ン
ト
の
準
備
を
開
始
す
る
。

 

 

（
配
慮
す
べ
き
事
項
）

 

◯
重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
の
設
置
が
完
了
し
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
が
起
動
で
き
る
場
合
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
り

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
お
よ
び
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
を
実
施
す
る
。

 

原
子
炉
圧
力
容
器
の
破
損
を
判
断
し
た
後
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
り
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
格
納
容
器

下
部
へ
の
注
水
を
実
施
す
る
。

 

残
留
熱
代
替
除
去
系
が
起
動
で
き
な
い
場
合
は
，

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
位
指
示
値
が
通
常
水
位
＋
約
１
．
３

m
に
到

達
し
た
場
合
に
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

に
よ
り
格
納
容
器
内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱
を
行
う
。

 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
格
納
容
器
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
り
，
弁
の
駆
動
源
や
制
御
電
源
が
な
い
場
合
，
現

場
で
の
手
動
操
作
を
行
う
。

 

な
お
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
場
合
は
，
ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
効
果
が
期
待
で
き

る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
経
由
す
る
経
路
を
第
一
優
先
と
す
る
。

 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
側
の
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
が
水
没
等
の
理
由
で
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
を
経
由
す

る
経
路
を
第
二
優
先
と
す
る
。
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1-
Ⅲ

.1
1-
13

 

      
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

６
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
（
交
流
電
源
が
確
保
さ
れ

て
い
る
場
合
）

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員

 
1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

①
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1-
Ⅲ

.1
1-
14

 

     
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

７
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
格

納
容

器

内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

5
5
分
以
内

 
 

緊
急
時
対
策
要
員

 
2
 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

①
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1-
Ⅲ

.1
1-
15

 

    
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
１
４
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
（

非
常

用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ｂ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
4
0
分
以
内
 

 
①

 
１
４

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

（
非

常

用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
受
電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3 
1
時
間

1
0
分
以
内
 

 
 
※

 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

①
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1-
Ⅲ

.1
1-
16

 

      

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 
①

 
１
６

 
炉

心
損

傷
の

判
断

時
の

中
央

制
御

室
換

気
系

加
圧

運
転
手
順

※
 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3
 

4
0
分
以
内

 

 
①

 
１
６

 
中
央
制
御
室
待
避
室
の
準
備
手
順

※
 

運
転
員

 

（
現
場
）

 
2
 

3
0
分
以
内

 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

207



Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１２．「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の対応手順の概要 

「原子炉圧力容器外の溶融燃料-冷却材相互作用」 

「溶融炉心・コンクリート相互作用」 

1-Ⅲ.12-1 

 

第３．２．２－２図 「高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」の対応手順の概要 

 

事故シーケンス「原子炉圧力容器外の溶融燃料-冷

却材相互作用」及び「溶融炉心・コンクリート相互

作用」は「高圧溶融物放出/格納容器雰囲気直接加

熱」と同じ手順である。 
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Ⅲ
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2-
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1-
Ⅲ
.1
2-
3 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１

．
原

子
炉

制
御

 
（

１
）

ス
ク

ラ
ム

 

 
 
①

目
的

 
・

原
子

炉
を

停
止

す
る

。
 

・
十

分
な

炉
心

冷
却

状
態

を
維

持
す

る
。

 
・

原
子

炉
を

冷
温

停
止

状
態

ま
で

冷
却

す
る

。
 

・
一

次
お

よ
び

二
次

格
納

容
器

制
御

へ
の

導
入

条
件

を
監

視
す

る
。（

原
子

炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
な

い
場

合
を

含
む

。）
 

 
 

①
 
②

導
入

条
件

 
・

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
信

号
が

発
生

し
た

場
合

 
・

手
動

ス
ク

ラ
ム

し
た

場
合

 
・

各
制

御
の

脱
出

条
件

が
成

立
し

た
場

合
 

③
脱

出
条

件
 

 
 
④

基
本

的
な

考
え

方
 

・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

要
求

時
に

は
ス

ク
ラ

ム
成

功
の

有
無

の
確

認
を

確
実

に
行

う
。

 
・

単
一

故
障

に
よ

る
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

時
の

復
旧

操
作

を
全

て
原

子
炉

制
御
「

ス
ク

ラ
ム

」
で

収
束

さ
せ

，
通

常
停

止
操
作
に
移

行
す

る
。

 
・
多

重
故

障
に

よ
り

他
の

制
御

へ
の

移
行

条
件

が
成

立
し

た
場

合
に

は
，
移

行
先

の
制

御
を

優
先

し
，
残

り
の

制
御

は
原
子

炉
制
御

「
ス

ク
ラ

ム
」

で
の

制
御

を
並

行
し

て
行

う
。

 
・

各
計

器
を

並
行

監
視

し
，

徴
候

に
応

じ
た

制
御

を
行

う
。

 
・

原
子

炉
制

御
「

ス
ク

ラ
ム

」
か

ら
要

求
さ

れ
る

操
作

は
，
一

次
格

納
容

器
制

御
よ

り
優

先
さ

れ
る

。
た

だ
し

，
一

次
格
納

容
器

が
損

傷
す

る
恐

れ
が

あ
る

場
合

は
原

子
炉

制
御

「
ス

ク
ラ

ム
」

と
一

次
格

納
容

器
制

御
を

並
行

し
て

行
う

。
 

・
二

次
格

納
容

器
制

御
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」
か

ら
要

求
さ

れ
る

操
作

は
原

子
炉

制
御
「

ス
ク

ラ
ム

」
と

二
次

格
納
容
器

制
御
を

並
行

し
て

行
う

。
 

・
原

子
炉

制
御
「

ス
ク

ラ
ム

」
に

お
い

て
は

，
最

初
に
「

原
子

炉
出

力
」
の

全
制

御
棒

全
挿

入
を

確
認

し
，「

原
子

炉
水

位
」
，「

原
子

炉
圧

力
」，

「
タ

ー
ビ

ン
・

電
源

」
の

各
制

御
を

並
行

し
て

行
う

。
 

 
                

②
 

③
 

④
  

⑤
  

⑥
    

⑦
   

⑤
主

な
監

視
操

作
内

容
 

Ａ
．

原
子

炉
出

力
 

・
「

自
動

ス
ク

ラ
ム

」
警

報
の

発
信

を
確

認
す

る
。

 
・

全
制

御
棒

挿
入

状
態

を
確

認
す

る
。

 
・

平
均

出
力

領
域

計
装

の
指

示
を

確
認

す
る

。
 

・
ス

ク
ラ

ム
排

出
水

容
器

ド
レ

ン
弁

，
ベ

ン
ト

弁
の

全
閉

を
確

認
す

る
。

 
・

自
動

ス
ク

ラ
ム

が
失

敗
し

た
場

合
に

は
，

手
動

ス
ク

ラ
ム

お
よ

び
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

の
動

作
を

行
う

。
 

・
原

子
炉

モ
ー

ド
ス

イ
ッ

チ
を

「
停

止
」

位
置

に
す

る
。

 
・
全

制
御

棒
が

全
挿

入
位

置
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

，
全

挿
入

位
置

を
確

認
で

き
な

い
場

合
に

１
本

の
み

制
御

棒
が

未
挿

入
で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
，

確
認

で
き

な
い

場
合

は
原

子
炉

制
御

「
反

応
度

制
御

」
に

移
行

す
る

。
ま

た
，

原
子

炉
制

御
「

反
応
度

制
御
」

に
移

行
し

た
場

合
は

，
原

子
炉

水
位

制
御

も
原

子
炉

制
御

「
反

応
度

制
御

」
で

行
う

。
 

・
原

子
炉

水
位

，
原

子
炉

圧
力

，
原

子
炉

再
循

環
ポ

ン
プ

運
転

状
態

お
よ

び
速

度
を

確
認

す
る

。
 

・
中

性
子

源
領

域
計

装
検

出
器

お
よ

び
中

間
領

域
計

装
検

出
器

を
炉

心
内

に
挿

入
す

る
。

 
・

平
均

出
力

領
域

計
装

，
中

性
子

源
領

域
計

装
お

よ
び

中
間

領
域

計
装

に
よ

り
，

原
子

炉
未

臨
界

を
確

認
す

る
。

 
 

Ｂ
．

原
子

炉
水

位
 

・
原

子
炉

水
位

を
確

認
す

る
。

 
・

原
子

炉
水

位
が

原
子

炉
水

位
低

ス
ク

ラ
ム

設
定

値
ま

で
低

下
し

た
場

合
は

，
格

納
容

器
隔

離
弁

の
開

閉
状

態
を

確
認
す

る
。

 
・

タ
ー

ビ
ン

駆
動

給
水

ポ
ン

プ
を

停
止

し
，
電

動
駆

動
給

水
ポ

ン
プ

お
よ

び
給

水
制

御
系
（

一
要

素
）
で

原
子

炉
水

位
を
原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
を

目
標

と
し

て
維

持
す

る
。

 
・
給

復
水

系
（

復
水

器
を

含
む

）
が

正
常

で
な

い
場

合
，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

を
手

動
作

動
す

る
。（

原
子

炉
隔

離
時
冷

却
系

が
自

動
作

動
し

た
場

合
は

不
要

）
 

・
原

子
炉

水
位

が
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
水

位
ま

で
低

下
し

た
場

合
に

は
，
非

常
用

炉
心

冷
却

系
の

運
転

状
態

を
確
認

し
，
給
復

水
系

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

，
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

常
設

），
低

圧
原

子
炉
代

替
注
水
系
（

可
搬

型
），

復
水

輸
送

系
，
消

火
系

ま
た

は
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
を

使
用

し
て

原
子

炉
水

位
を

原
子

炉
水

位
低

ス
ク

ラ
ム
設

定
値
か

ら
原

子
炉

水
位

高
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
設

定
値

の
間

を
目

標
と

し
て

維
持

す
る

。
 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

以
上

に
維

持
で

き
な

い
場

合
は

，
大

量
送

水
車

の
接

続
を

要
請
し

，
原

子
炉
制

御
「

水
位

確
保

」
に

移
行

す
る

。
 

・
原

子
炉

水
位

が
不

明
に

な
っ

た
場

合
は

，
不

測
事

態
「

水
位

不
明

」
お

よ
び

一
次

格
納

容
器

制
御

「
格

納
容

器
水
素
濃

度
制
御
」

に
移

行
す

る
。
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1-
Ⅲ
.1
2-
4 

  
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
⑤

主
な

監
視

操
作

内
容

 

・
原

子
炉

水
位

が
有

効
燃

料
頂

部
以

上
に

維
持

で
き

な
い

場
合

は
，

不
測

事
態
「

水
位

回
復

」
お

よ
び

一
次

格
納

容
器
制

御
「
格

納
容

器
水

素
濃

度
制

御
」

に
移

行
す

る
。

 
・

原
子

炉
水

位
を

連
続

的
に

監
視

す
る

。
 

 
Ｃ

．
原

子
炉

圧
力

 
・

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
後

，
原

子
炉

圧
力

を
確

認
す

る
。

 
・

主
蒸

気
隔

離
弁

が
開

の
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

制
御

が
正

常
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
ま

た
，
復

水
器

が
使

用
可

能
で
あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 
・
原

子
炉

圧
力

制
御

が
正

常
で

な
い

場
合

ま
た

は
復

水
器

が
使

用
不

能
で

あ
る

場
合

は
，
主

蒸
気

隔
離

弁
を

全
閉

し
，
原
子

炉
を
隔

離
す

る
。

 
・

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
が

開
固

着
し

た
場

合
は

，
一

次
格

納
容

器
制

御
「

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
温

度
制

御
」
に
移
行
す

る
。

 
・

主
蒸

気
隔

離
弁

が
閉

の
場

合
は

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

を
開

し
て

，
原

子
炉

圧
力

を
調

整
す

る
。
ま

た
，

主
蒸

気
逃
が
し
安

全
弁

の
開

閉
に

よ
っ

て
原

子
炉

圧
力

の
調

整
が

で
き

な
い

場
合

は
，

原
子

炉
制

御
「

減
圧

冷
却

」
に

移
行

す
る

。
な

お
，
復
水

器
が

使
用

可
能

で
あ

る
場

合
は

，
主

蒸
気

ド
レ

ン
弁

に
よ

り
調

整
し

て
も

よ
い

。
 

・
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
開

閉
に

よ
っ

て
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

の
水

温
が

上
昇

す
る

た
め

，
残

留
熱

除
去

系
に

よ
る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

冷
却

を
行

う
。

 
・
原

子
炉

圧
力

を
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
弁

ま
た

は
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

り
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

定
格

流
量
維
持

最
低
圧

力
ま

で
減

圧
し

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

を
停

止
す

る
。

 
・
原

子
炉

圧
力

を
残

留
熱

除
去

系
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

の
使

用
可

能
圧

力
以

下
ま

で
減

圧
し

，
残

留
熱

除
去
系
原

子
炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
を

起
動

す
る

。
 

・
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
開

閉
状

態
を

連
続

的
に

監
視

す
る

。
 

 
Ｄ

．
タ

ー
ビ

ン
・

電
源

 
・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

後
，
発

電
機

出
力

が
低

下
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

タ
ー

ビ
ン

を
手

動
ト

リ
ッ

プ
す

る
。（

タ
ー
ビ
ン

自
動

ト
リ

ッ
プ

の
場

合
は

不
要

。）
 

・
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
状

態
，

発
電

機
ト

リ
ッ

プ
状

態
を

確
認

す
る

。
 

・
所

内
電

源
系

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
所

内
電

源
系

の
一

部
ま

た
は

全
部

が
確

保
さ

れ
な

い
場

合
は

，「
交

流
／

直
流

電
源

供
給

回
復

」
に

移
行

す
る

。
 

・
主

蒸
気

隔
離

弁
が

開
の

場
合

は
，
原

子
炉

圧
力

制
御

が
正

常
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
ま

た
，
復

水
器

が
使

用
可

能
で
あ
る

こ
と

を
確

認
し

，
空

気
抽

出
器

お
よ

び
グ

ラ
ン

ド
シ

ー
ル

の
切

替
に

よ
り

復
水

器
真

空
度

を
維

持
す

る
。

 
・
原

子
炉

圧
力

制
御

が
正

常
で

な
い

場
合

ま
た

は
復

水
器

が
使

用
不

能
で

あ
る

場
合

は
，
主

蒸
気

隔
離

弁
を

全
閉

し
原
子

炉
を
隔

離
す

る
。

 
・

タ
ー

ビ
ン

，
発

電
機

の
停

止
状

態
を

確
認

す
る

。
 

 
Ｅ

．
モ

ニ
タ

確
認

 
・

各
種

放
射

線
モ

ニ
タ

の
指

示
を

確
認

す
る

。
 

・
各

種
放

射
線

モ
ニ

タ
の

指
示

の
異

常
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

，
「

復
旧

」
操

作
に

移
行

せ
ず

原
因

の
調

査
を

実
施

す
る

。
 

 
Ｆ

．
復

旧
 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

以
上

で
安

定
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

・
格

納
容

器
隔

離
系

が
リ

セ
ッ

ト
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 
・

原
子

炉
圧

力
等

の
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

が
整

定
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

・
格

納
容

器
隔

離
信

号
を

リ
セ

ッ
ト

し
，

隔
離

状
態

を
復

旧
す

る
。

 
・

原
子

炉
浄

化
系

に
よ

り
原

子
炉

水
位

が
調

整
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
ま

た
，
原

子
炉

棟
空

調
換

気
系

を
起
動

し
，
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
を

停
止

す
る

。
 

・
主

蒸
気

隔
離

弁
が

閉
し

て
い

る
場

合
は

，
開

可
能

で
あ

れ
ば

均
圧

後
，
主

蒸
気

隔
離

弁
を

開
す

る
。
ま

た
，

開
不

能
で
あ
れ
ば

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
で

原
子

炉
を

減
圧

す
る

。
 

・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

原
因

を
究

明
し

，
原

因
除

去
後

ス
ク

ラ
ム

リ
セ

ッ
ト

を
行

う
。

 
・

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
が

停
止

し
た

場
合

は
，

再
起

動
が

可
能

で
あ

れ
ば

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
を

起
動

す
る

。
 

・
原

子
炉

を
冷

温
停

止
す

る
。

 

 
 

 
  

 
 

 
                    

①
  

①
 

②
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 

（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 

・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
 

①
 
②
導
入
条
件

 

・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
          

②
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 

・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
１

．
原

子
炉

制
御

 

（
３

）
水

位
確

保
 

 
 
①

目
的

 

・
原

子
炉

水
位

を
有

効
燃

料
頂

部
以

上
に

回
復

さ
せ

，
安

定
に

維
持

す
る

。
 

 
 

①
  

②
導

入
条

件
 

・
原

子
炉

制
御
「

ス
ク

ラ
ム

」
に

お
い

て
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

な
い

場
合

 
・
一

次
格

納
容

器
制

御
「

格
納

容
器

圧
力

制
御

」
に

お
い

て
原

子
炉

満
水

後
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

圧
力

を
格

納
容

器
圧

力
制

限
値

以
下

に
維

持
で

き
る

場
合

 
・
不

測
事

態
「

水
位

回
復

」
に

お
い

て
原

子
炉

水
位

を
有

効
燃

料
頂

部
以

上
に

維
持

で
き

る
場

合
 

・
不

測
事

態
「

急
速

減
圧

」
に

お
い

て
，
減

圧
が

完
了

し
，
水

位
が

判
明

し
て

お
り

，
か

つ
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
空

間
部

温
度

が
水

位
不

明
判

断
曲

線
の

水
位

不
明

領
域

外
で

あ
る

場
合

 

・
不

測
事

態
「

水
位

不
明

」
に

お
い

て
最

長
許

容
炉

心
露

出
時

間

以
内

に
原

子
炉

水
位

が
判

明
し

た
場

合
 

③
脱

出
条

件
 

・
原

子
炉

水
位

が
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

で
き

る

場
合

 

 
 
④

基
本

的
な

考
え

方
 

・
原

子
炉

水
位

と
原

子
炉

に
注

水
可

能
な

系
統

を
随

時
把

握
す

る
。

 

 
  

②
  

③
   

④
   

⑤
 

⑥
   

⑦
 

⑤
主

な
監

視
操

作
内

容
 

Ａ
．

水
位

確
保

 
・
原

子
炉

水
位

，
原

子
炉

圧
力

，
格

納
容

器
隔

離
な

ら
び

に
非

常
用

炉
心

冷
却

系
お

よ
び

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

作
動
を

確
認

す
る

。
 

・
作

動
す

べ
き

も
の

が
不

作
動

の
場

合
は

，
手

動
で

作
動

さ
せ

る
。

 
 

Ｂ
．

水
位

 
・

給
復

水
系

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

，
非

常
用

炉
心

冷
却

系
，

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水
系
（
常
設

）
，

復
水

輸
送

系
，
消

火
系

ま
た

は
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
），

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

を
使

用
し

て
原

子
炉

水
位
を

原
子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

か
ら

原
子

炉
水

位
高

タ
ー

ビ
ン

ト
リ

ッ
プ

設
定

値
の

間
に

維
持

す
る

。
 

・
原

子
炉

水
位

を
原

子
炉

水
位

低
ス

ク
ラ

ム
設

定
値

以
上

に
回

復
，

維
持

で
き

な
い

場
合

は
，

大
量

送
水

車
の

接
続

を
要

請
す
る
。
  

・
給

復
水

系
お

よ
び

非
常

用
炉

心
冷

却
系

が
起

動
せ

ず
，
原

子
炉

水
位

の
低

下
が

継
続

し
た

場
合

は
，
低

圧
原

子
炉

代
替
注
水
系
（
常

設
）
１

系
統

以
上

ま
た

は
復

水
輸

送
系

，
消

火
系

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）
か

ら
１

系
統

以
上

に
よ
る
原

子
炉
注

水
の

準
備

を
行

い
不

測
事

態
「

急
速

減
圧

」
お

よ
び

一
次

格
納

容
器

制
御

「
格

納
容

器
水

素
濃

度
制

御
」

に
移

行
す
る
。

 
・

原
子

炉
水

位
を

有
効

燃
料

頂
部

以
上

に
維

持
で

き
な

い
場

合
は

，
不

測
事

態
「

水
位

回
復

」
お

よ
び

一
次

格
納

容
器
制

御
「
格

納
容

器
水

素
濃

度
制

御
」

に
移

行
す

る
。

 
・

原
子

炉
水

位
が

不
明

の
場

合
は

，
不

測
事

態
「

水
位

不
明

」
お

よ
び

一
次

格
納

容
器

制
御
「

格
納

容
器

水
素

濃
度

制
御

」
に
移
行

す
る

。
 

・
原

子
炉

水
位

が
有

効
燃

料
頂

部
以

上
に

維
持

可
能

な
場

合
は

，
原

子
炉

制
御

「
減

圧
冷

却
」

に
移

行
す

る
。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
４

．
不

測
事

態
 

（
１

）
水

位
回

復
 

 
 
①

目
的

 

・
原

子
炉

水
位

を
回

復
す

る
。

 

 
  

①
 

②
導

入
条

件
 

・
原

子
炉

制
御

「
ス

ク
ラ

ム
」

に
お

い
て

，
原

子
炉

水
位

が
有

効
燃

料
頂

部
以

上
を

維
持

で
き

な
い

場
合

 
・

原
子

炉
制

御
「

水
位

確
保

」
に

お
い

て
，

原
子

炉
水

位
が

有
効

燃
料

頂
部

以
上

を
維

持
で

き
な

い
場

合
 

・
原

子
炉

制
御

「
減

圧
冷

却
」

に
お

い
て

，
原

子
炉

水
位

が
有

効
燃

料
頂

部
以

上
を

維
持

で
き

な
い

場
合

 

・
不

測
事

態
「

急
速

減
圧

」
に

お
い

て
，

減
圧

が
完

了
し

，
水

位
が

判
明

し
て

お
り

，
か

つ
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
空

間
部

温
度

が
水
位

不

明
判

断
曲

線
の

水
位

不
明

領
域

外
で

あ
る

場
合

 

 
 
④

基
本

的
な

考
え

方
 

・
原

子
炉

水
位

の
徴

候
に

応
じ

て
，

非
常

用
炉

心
冷

却
系

の
再

起
動

や
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

常
設

）
，

復
水

輸
送

系
，

消
火

系
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
の

起
動

を
行

う
。

 

・
原

子
炉

停
止

後
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

炉
心

が
露

出
し

た
場

合
，
炉

心
の

健
全

性
が

保
た

れ
て

い
る

間
に

何
ら

か
の
方

法
に
よ

り

原
子

炉
水

位
を

確
保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
そ

の
た

め
に

，
原

子
炉

停
止

後
，
燃

料
被

覆
管

温
度

が
１

２
０

０
℃
ま
た

は
燃
料

被
覆

管
酸

化
割

合
が

１
５

％
に

達
す

る
ま

で
の

時
間

内
に

原
子

炉
水

位
を

確
保

す
る

。
よ

っ
て

，
炉

心
が

露
出

し
た
時
刻

を
記
録

し
，
前

述
の

時
間

以
内

に
原

子
炉

水
位

を
有

効
燃

料
頂

部
以

上
に

回
復

す
る

よ
う

に
非

常
用

炉
心

冷
却

系
，
低

圧
原
子
炉

代
替
注

水
系

（
常

設
）
，

復
水

輸
送

系
，

消
火

系
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
を

起
動

す
る

。
 

 
   

②
  

③
 

④
 

⑤
主

な
監

視
操

作
内

容
 

Ａ
．

水
位

回
復

 
・

原
子

炉
水

位
が

不
明

の
場

合
，

不
測

事
態

「
水

位
不

明
」

に
移

行
す

る
。

 
・

原
子

炉
水

位
が

有
効

燃
料

頂
部

以
下

に
低

下
し

た
時

刻
を

記
録

す
る

。
 

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ま
た

は
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
を

起
動

す
る

。
 

・
低

圧
で

原
子

炉
へ

注
水

可
能

な
系

統
の

う
ち

，
少

な
く

と
も

１
系

統
の

起
動

を
試

み
る

。
 

・
低

圧
で

原
子

炉
へ

注
水

可
能

な
系

統
の

う
ち

，
１

系
統

以
上

の
起

動
が

で
き

な
い

場
合

は
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常
設
）

１
系

統
以

上
，
ま

た
は

，
復

水
輸

送
系

，
消

火
系

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

か
ら

１
系

統
以

上
を

起
動
し
，
不
測

事
態

「
急

速
減

圧
」

に
移

行
す

る
。

 
・

原
子

炉
水

位
が

有
効

燃
料

頂
部

以
上

に
維

持
可

能
な

場
合

は
，

原
子

炉
制

御
「

水
位

確
保

」
に

移
行

す
る

。
 

 
Ｂ

．
水

位
上

昇
中

 
・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ま
た

は
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
が

作
動

し
て

い
な

い
場

合
は

，
低

圧
で

原
子

炉
へ

注
水

可
能

な
系
統

の
１

系
統

以
上

の
作

動
を

確
認

し
て

，
不

測
事

態
「

急
速

減
圧

」
に

移
行

す
る

。
 

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ま
た

は
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
が

作
動

し
て

い
る

場
合

で
，
か

つ
最

長
許

容
炉

心
露

出
時
間

以
内
に

原
子

炉
水

位
が

有
効

燃
料

頂
部

を
回

復
で

き
な

い
場

合
は

，
低

圧
で

原
子

炉
へ

注
水

可
能

な
系

統
の

１
系

統
以

上
の

作
動
を

確
認
し

て
，

不
測

事
態

「
急

速
減

圧
」

に
移

行
す

る
。

 
・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ま
た

は
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
が

作
動

し
て

い
る

場
合

で
，
か

つ
最

長
許

容
炉

心
露

出
時
間

以
内
に

原
子

炉
水

位
が

有
効

燃
料

頂
部

を
回

復
で

き
る

場
合

は
，

原
子

炉
制

御
「

水
位

確
保

」
に

移
行

す
る

。
 

 
Ｃ

．
水

位
下

降
中

 
・
原

子
炉

圧
力

が
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

定
格

流
量

維
持

最
低

圧
力

以
上

の
場

合
は

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

ま
た
は
高

圧
原
子

炉
代

替
注

水
系

を
作

動
さ

せ
る

。
 

・
原

子
炉

圧
力

が
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

定
格

流
量

維
持

最
低

圧
力

以
下

の
場

合
，
ま

た
は

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ま
た

は
高
圧

原

子
炉

代
替

注
水

系
が

作
動

し
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
原

子
炉

水
位

が
上

昇
し

な
い

場
合

は
，
不

測
事

態
「

急
速

減
圧

」
に
移

行
す
る

。
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保
安

規
定

 
添

付
１

 
 

 
５
．
電
源
制
御

 
（
１
）
交
流
／
直
流
電
源
供
給
回
復

 

 
 
①
目
的

 
・
交
流
電
源
お
よ
び
直
流
電
源
の
供
給
を
回
復
し
，
維
持
す
る
。

 

 
  
②
導
入
条
件

 
・
原
子
炉
制
御
「
ス
ク
ラ
ム
」
に
お
い
て
，
所
内
電
源
が
喪
失
し
た
場
合

 

 
 
④
基
本
的
な
考
え
方

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
起
動
状
況
を
確
認
し
，
状
況
に
応
じ
て
代
替
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
を
行
う
。

 

 
  

①
   

②
          

③
    

④
  

⑤
主
な
監
視
操
作
内
容

 
Ａ
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

 
・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
・
原
子
炉
補
機
海
水
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
海
水
系
の
運
転
状
態
を
随
時
把
握
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
冷

却
が
継
続
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
全
交
流
電
源
喪
失
と
な
っ
た
場
合
は
，
可
搬
型
設
備
に
よ
る
冷
却
水
供
給
要
請
，
お
よ
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ま
た
は
高
圧
原

子
炉
代
替
注
水
系
を
起
動
し
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
を
確
保
す
る
。
全
交
流
電
源
喪
失
が
継
続
し
格
納
容
器
ベ
ン
ト
基
準
に

到
達
し
た
場
合
は
，
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
ま
た
は
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
に
よ
り
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 
 

Ｂ
．
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
，
Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
電
源
確
保

 
・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
起
動
に
失
敗
し
高
圧
・
低
圧
注
水
機
能
喪
失

と
な
っ
た
場
合
に
は
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
り
代
替
所
内
電
気
設
備
を
受
電
し
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）

お
よ
び
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
に
必
要
な
設
備
の
電
源
を
確
保
す
る
。

 
  

Ｃ
．
受
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｄ
．
給
電

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
に
よ
る
電

源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
  

Ｅ
．
直
流
電
源
確
保

 
・
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
，
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
の
状
況
を
随
時
把
握
す
る
。

 
 

Ｆ
．
直
流
電
源
回
復

 
・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
，
可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
，
号
炉
間
電
力
融
通
設
備
の
う
ち
，
使
用
可
能
な
給
電
設
備
の
状
況
に

応
じ
，
代
替
所
内
電
源
設
備
を
使
用
し
た
電
路
を
構
成
し
，
電
源
供
給
を
回
復
さ
せ
る
。

 
 

Ｇ
．
復
旧

 
・
常
設
電
源
設
備
ま
た
は
非
常
用
電
源
設
備
の
復
旧
状
況
に
応
じ
，
継
続
し
て
電
源
供
給
可
能
な
設
備
に
切
り
替
え
る
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操

作
手

順
 

３
．
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
 

 
 
対

応
手

段
等

 
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

 
１

．
手

動
操

作
に

よ
る

減
圧

 
当

直
副

長
は

，
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
で

あ
る

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

自
動

減
圧

機
能

が
故

障
等

に
よ
り
原

子
炉
の

減
圧

が
で

き
な

い
場

合
は

，
中

央
制

御
室

か
ら

の
手

動
操

作
に

よ
り

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
を

開
操

作
し

，
原

子
炉

を
減
圧

す
る

。
 

（
１

）
手

順
着

手
の

判
断

基
準

 
ｄ

．
炉

心
損

傷
後

の
減

圧
の

場
合

 
（

ｂ
）

低
圧

注
水

手
段

が
な

い
場

合
 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
手

段
が

確
保

で
き

ず
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
が

規
定

水
位

（
燃

料
棒

有
効

長
底

部
よ

り
燃

料
棒

有
効

長
の

２
０

％
上

の
位

置
）

に
到

達
し

た
場

合
で

，
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
開

操
作

が
可

能
な

場
合

。
 

 

 
   

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
の

防
止

 
当

直
副

長
は

，
炉

心
損

傷
時

，
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

手
段

が
な

い
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

が
高

圧
の

状
態
で

破
損

し
た

場
合

に
溶

融
物

が
放

出
さ

れ
，
格

納
容

器
内

の
雰

囲
気

が
直

接
加

熱
さ

れ
る

こ
と

に
よ

る
格

納
容

器
の

破
損

を
防
止

す
る
た

め
，

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

手
動

操
作

に
よ

り
原

子
炉

を
減

圧
す

る
。

 
１

．
手

順
着

手
の

判
断

基
準

 
「

対
応

手
段

等
 

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
 

１
．
手

動
操

作
に

よ
る

減
圧

 
（

１
）
手

順
着

手
の

判
断

基
準

 
ｃ

．
炉
心
損

傷
後

の
減

圧
の

場
合

」
と

同
じ

。
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保
安
規
定

 
添
付
３

 
 

 
操
作
手
順

 

１
６
．
中
央
制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 

対
応
手
段
等

 
居
住
性
の
確
保

 
２
．
炉
心
損
傷
時
は
，
放
射
性
物
質
等
が
環
境
に
放
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
を
使
用
す
る
前
に
，

中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
に
よ
り
中
央
制
御
室
の
正
圧
化
を
実
施
し
，
中
央
制
御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）

に
よ
り
中
央
制
御
室
待
避
室
の
正
圧
化
を
実
施
す
る
。
ま
た
，
格
納
容
器
ベ
ン
ト
時
の
プ
ル
ー
ム
通
過
中
に
は
中
央
制
御
室
非

常
用
循
環
系
を
系
統
隔
離
運
転
と
す
る
こ
と
で
放
射
性
物
質
の
侵
入
を
防
止
す
る
。

 
（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
加
圧
運
転
お
よ
び
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
準
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
を
当

直
副
長
が
判
断
し
た
場
合

※
１
。

 
炉
心
損
傷
後
に
格
納
容
器
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
際
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
系
統
隔
離
運
転
に
つ
い
て
は
，
中
央
制

御
室
待
避
室
正
圧
化
装
置
（
空
気
ボ
ン
ベ
）
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
の
加
圧
操
作
が
完
了
し
た
場
合
。

 
中
央
制
御
室
待
避
室
か
ら
退
室
し
た
後
の
中
央
制
御
室
非
常
用
循
環
系
に
よ
る
加
圧
運
転
に
つ
い
て
は
，
炉
心
損
傷
後
の

格
納
容
器
ベ
ン
ト
実
施
に
よ
る
中
央
制
御
室
待
避
室
へ
の
待
避
が
終
了
し
，
中
央
制
御
室
待
避
室
か
ら
退
出
し
た
場
合
。

 
※
１
：
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
で
格
納
容
器
内
の
ガ
ン
マ
線
線
量
率
が
，
設
計
基
準
事
故
相
当
の
ガ
ン
マ
線
線
量

率
の
１
０
倍
を
超
え
た
場
合
，
ま
た
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
原
子
炉
圧
力
容

器
温
度
で
３
０
０
℃
以
上
を
確
認
し
た
場
合
。
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保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操

作
手

順
 

９
．
水

素
爆

発
に

よ
る

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
手

順
等

 

 
 

４
．

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

お
よ

び
酸

素
濃

度
の

監
視

 
当

直
副

長
は

，
格

納
容

器
内

に
発

生
す

る
水

素
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

の
濃

度
を

格
納

容
器

水
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
，
格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｂ

系
），

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）
，

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｂ

系
）

を
用

い
て

測
定

し
，

監
視
す
る

。
 

全
交

流
動

力
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

は
，
代

替
電

源
設

備
か

ら
給

電
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
後

，
格

納
容

器
水
素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

），
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
，
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
，
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｂ
系

）
を

用
い
て
測

定
し
，
監

視
す

る
。

 
（

１
）

手
順

着
手

の
判

断
基

準
 

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

お
よ

び
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
に

つ
い

て
は

，
炉

心
損

傷
を

判
断

し
た
場

合
※
１
。
 

格
納

容
器

水
素

濃
度
（

Ｂ
系

）
お

よ
び

格
納

容
器

酸
素

濃
度
（

Ｂ
系

）
に

つ
い

て
は

，
炉

心
損

傷
を

判
断

し
た
場

合
※
１
に

お
い

て
，

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

が
使

用
可

能
な

場
合

※
２
。

 
※

１
：
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

で
格

納
容

器
内

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

が
，
設

計
基

準
事

故
相

当
の
ガ
ン

マ
線
線

量
率

の
１

０
倍

を
超

え
た

場
合

，
ま

た
は

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
が

使
用

で
き

な
い

場
合
に
原

子
炉
圧

力
容

器
温

度
で

３
０

０
℃

以
上

を
確

認
し

た
場

合
。

 
※

２
：

設
備

に
異

常
が

な
く

，
電

源
お

よ
び

補
機

冷
却

水
が

確
保

さ
れ

て
い

る
場

合
。

 
 （

配
慮

す
べ

き
事

項
）

 
◯

重
大

事
故

等
時

の
対

応
手

段
の

選
択

 
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度
が

規
定

値
に

到
達

し
た

場
合

は
，
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
を

用
い

て
格

納
容
器

内
に
滞

留
し

て
い

る
水

素
ガ

ス
お

よ
び

酸
素

ガ
ス

を
排

出
す

る
。
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保
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添

付
３

 
 

 
操

作
手

順
 

８
．
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷

却
す

る
た

め
の

手
順

等
 

 
 
対

応
手

段
等

 
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却
 

１
．
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
ま

た
は

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
 

当
直

副
長

お
よ

び
緊

急
時

対
策

本
部

は
，
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

は
，
格

納
容

器
の

下
部

に
落
下

し
た
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

，
以

下
の

手
段

に
よ

り
格

納
容

器
下

部
へ

注
水

す
る

。
 

（
２

）
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

注
水

で
き

な
い

場
合

は
，
輪

谷
貯

水
槽
（

西
１

）
お

よ
び

輪
谷
貯
水

槽
（
西

２
）
を

水
源

と
し

て
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

ま
た

は
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（

可
搬
型

）
等
に

よ
り

注
水

す
る

。
格

納
容

器
下

部
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

注
水

の
手

順
着

手
の

判
断

基
準

を
以

下
に

示
す
。

 
な

お
，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系
（

可
搬

型
）
ま

た
は

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系
（

可
搬

型
）
に

よ
る
注
水

は
，
海

を
水

源
と

し
て

利
用

で
き

る
。

 
ａ

．
手

順
着

手
の

判
断

基
準

 
（

ａ
）

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
下

部
へ

の
初

期
水

張
り

の
判

断
基

準
 

損
傷

炉
心

の
冷

却
が

未
達

成
の

場
合

※
１
で

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
が

使
用

可
能

な
場

合
※
２
。
 

（
ｄ

）
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
の

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水
操

作
の
判
断

基
準
 

原
子

炉
圧

力
容

器
の

破
損

の
徴

候
※
２
お

よ
び

破
損

に
よ

る
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

化
※
３
に

よ
り

原
子

炉
圧

力
容

器
の
破

損
を

判
断

し
た

場
合

で
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
が

使
用

可
能

な
場

合
※
４
 

※
１

：
「

損
傷

炉
心

の
冷

却
が

未
達

成
」

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
下

鏡
部

温
度

指
示

値
が

３
０

０
℃

に
達

し
た
場

合
。

 
※

２
：
「

原
子

炉
圧

力
容

器
の

破
損

の
徴

候
」

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
の

低
下

，
制

御
棒

の
位
置
表

示
の
喪

失
数

増
加

，
原

子
炉

圧
力

容
器

下
鏡

部
温

度
指

示
値

の
喪

失
数

増
加

お
よ

び
制

御
棒

駆
動

機
構

温
度

指
示

値
の

喪
失

数
増

加
に

よ
り

確
認

す
る

。
 

※
３

：
「

原
子

炉
圧

力
容

器
の

破
損

に
よ

る
パ

ラ
メ

ー
タ

の
変

化
」

は
，

原
子

炉
圧

力
指

示
値

の
低

下
，

ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
圧

力
指

示
値

の
上

昇
，
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

指
示

値
の

上
昇

，
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

指
示

値
の

上
昇

ま
た
は

喪
失

に
よ

り
確

認
す

る
。

 
※

４
：

設
備

に
異

常
が

な
く

，
電

源
，

燃
料

お
よ

び
水

源
（

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
ま

た
は

輪
谷

貯
水

槽
（
西

２
））

が
確

保
さ

れ
て

い
る

場
合

。
 

 
（

配
慮

す
べ

き
事

項
）

 
◯

重
大

事
故

等
時

の
対

応
手

段
の

選
択

 
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

格
納

容
器

下
部

へ
注

水
で

き
な

い
状

況
に

お
い

て
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ
イ

系
（

可
搬

型
）
お

よ
び

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系
（

可
搬

型
）
に

異
常

が
な

く
，
燃

料
お

よ
び

水
源
（

輪
谷

貯
水

槽
（
西

１
）
ま

た
は

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
）

が
確

保
さ

れ
て

い
る

場
合

は
，

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

ま
た

は
ペ

デ
ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
り

格
納

容
器

下
部

へ
注

水
す

る
。
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７
．
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
 

 
 

対
応

手
段

等
 

２
．
残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
る

格
納

容
器

内
の

減
圧

お
よ

び
除

熱
 

当
直

副
長

お
よ

び
緊

急
時

対
策

本
部

は
，
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
，
残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
り
格

納
容
器
内

の
圧

力
お

よ
び

温
度

を
低

下
さ

せ
る

。
 

（
１

）
手

順
着

手
の

判
断

基
準

 
炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

場
合

※
１
に

お
い

て
，

残
留

熱
除

去
系

の
復

旧
に

見
込

み
が

な
く

※
２
格

納
容

器
内

の
除

熱
が

困
難

な
状

況
で

，
以

下
の

条
件

が
全

て
成

立
し

た
場

合
。

 
ａ

．
残

留
熱

代
替

除
去

系
が

使
用

可
能

※
３
で

あ
る

こ
と

。
 

ｂ
．
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
に

よ
る

冷
却

水
供

給
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

 
ｃ

．
格

納
容

器
内

の
ド

ラ
イ

条
件

の
酸

素
濃

度
が

４
．

４
v
ol
%以

下
※
４
で

あ
る

こ
と

。
 

※
１
：
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

で
格

納
容

器
内

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

が
，
設

計
基

準
事

故
相

当
の
ガ
ン

マ
線
線

量
率

の
１

０
倍

を
超

え
た

場
合

，
ま

た
は

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
が

使
用

で
き

な
い

場
合

に
原

子
炉
圧

力
容

器
温

度
で

３
０

０
℃

以
上

を
確

認
し

た
場

合
。

 
※

２
：

設
備

に
故

障
が

発
生

し
た

場
合

，
ま

た
は

駆
動

に
必

要
な

電
源

も
し

く
は

補
機

冷
却

水
が

確
保

で
き
な
い

場
合
。
 

※
３

：
設

備
に

異
常

が
な

く
，

電
源

お
よ

び
水

源
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
）

が
確

保
さ

れ
て

い
る

場
合
。

 
※

４
：
格

納
容

器
酸

素
濃

度
に

て
ド

ラ
イ

条
件

の
酸

素
濃

度
が

４
．
４
v
o
l%

を
超

過
し

て
い

る
場

合
に

お
い
て
ウ

ェ
ッ
ト

条
件

の
酸

素
濃

度
が

１
．

５
v
ol
%
未

満
の

場
合

は
，

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
ス

プ
レ

イ
を
実

施
す

る
こ

と
で

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
側

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

側
の

ガ
ス

の
混

合
を

促
進

さ
せ

る
。
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９
．
水

素
爆

発
に

よ
る

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
手

順
等

 

 
 

対
応

手
段

等
 

 
２

．
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
内

の
不

活
性

化
 

当
直

副
長

は
，
残

留
熱

除
去

系
ま

た
は

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
格

納
容

器
内

の
減

圧
お

よ
び

除
熱

時
に

，
格
納

容
器
内

で
発

生
す

る
水

素
お

よ
び

酸
素

の
反

応
に

よ
る

水
素

爆
発

を
防

止
す

る
た

め
，
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

に
よ

り
格

納
容
器

内
を

不
活

性
化

す
る

。
 

ａ
．
手

順
着

手
の

判
断

基
準

 
炉

心
損

傷
を

判
断

し
た

場
合

※
１
に

お
い

て
，

格
納

容
器

内
の

除
熱

を
開

始
し

た
場

合
※
２
に

，
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
に

よ
る

水
素

濃
度

制
御

が
で

き
な

い
場

合
。

 
※

１
：
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

で
格

納
容

器
内

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

が
，
設

計
基

準
事

故
相

当
の
ガ
ン

マ
線
線

量
率

の
１

０
 
倍

を
超

え
た

場
合

ま
た

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

が
使

用
で

き
な

い
場

合
に

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
で

３
０

０
℃

以
上

を
確

認
し

た
場

合
。

 
※

２
：

残
留

熱
代

替
除

去
系

ま
た

は
残

留
熱

除
去

系
に

よ
る

格
納

容
器

内
の

除
熱

を
開

始
し

た
場

合
。
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1-
Ⅲ

.1
2-
16

 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操

作
手

順
 

対
応

手
段

 
要

員
 

要
員

数
 

想
定
時
間

 

 

①
 

７
 

残
留

熱
代

替
除

去
系

使
用

時
に

お
け

る
原

子
炉

補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

る
補

機
冷

却
水

確
保

※
 

運
転

員
 

（
中

央
制

御
室

，
現

場
）

 
3
 

7
時
間

20
分

 

以
内
 

 
緊

急
時

対
策

要
員

 
1
5 

 
②
 

１
４

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電
（

非
常

用
交

流
高

圧
電

源
母

線
Ｂ

系
受

電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3 

4
0
分
以

内
 

 
②
 

１
４

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電
（

非
常

用
交

流
高

圧
電

源
母

線
Ａ

系
受

電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 
3 

1
時

間
1
0
分

以
内

 

 
 
※
 

有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

②
 

②
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1-
Ⅲ

.1
2-
17

 

      
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操

作
手

順
 

対
応

手
段

 
要

員
 

要
員

数
 

想
定
時
間

 

 

①
 

８
 

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

格

納
容

器
下

部
へ

の
注

水
※
 

運
転

員
 

（
中

央
制

御
室

，
現

場
）
 

3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊

急
時

対
策

要
員

 
1
2 

 

②
 

８
 

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

格
納

容
器

下
部

へ
の

注
水

※
 

運
転

員
 

（
中

央
制

御
室

，
現

場
）
 

3
 

2
時
間

10
分

 

以
内
 

 
緊

急
時

対
策

要
員

 
1
2 

 
 
※
 

有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

①
 

②
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1-
Ⅲ

.1
2-
18

 

      
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操

作
手

順
 

対
応

手
段

 
要

員
 

要
員

数
 

想
定
時
間

 

 
①

 
９

 
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給
※
 

緊
急

時
対

策
要

員
 

2
 

2
時
間

以
内

 

 
 
※
 

有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 
①

 

①
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1-
Ⅲ

.1
2-
19

 

       

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操

作
手

順
 

対
応

手
段

 
要

員
 

要
員

数
 

想
定
時
間

 

 
①

 
１

６
 

炉
心

損
傷

の
判

断
時

の
中

央
制

御
室

換
気

系
加

圧

運
転

手
順

※
 

運
転

員
 

（
中

央
制

御
室

，
現

場
）

 
3
 

4
0
分
以
内

 

 
①

 
１

６
 

中
央

制
御

室
待

避
室

の
準

備
手

順
※
 

運
転

員
 

（
現

場
）

 
2
 

3
0
分
以
内

 

 
 
※
 

有
効
性
評
価
の
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

①
 

226



Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１３．「想定事故１」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.13-1 

 

第３．３．１－２図 「想定事故１」の対応手順の概要 

 

227



 

1-
Ⅲ
.1
3-
2 

  

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直
副
長
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
非
常
用
交
流
電
源
設
備
お
よ
び
非
常
用
直
流
電
源
設
備
が
健
全
で
あ

れ
ば
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
し
て
位
置
付
け
，
重
大
事
故
等
の
対
処
に
用
い
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
に
つ
い
て
は
，
外
部
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
ま
た
は
非
常
用
交
流
高
圧
電
源

母
線
の
電
圧
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
。
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1-
Ⅲ
.1
3-
3 

 

 

燃
料
プ
ー
ル
水
温

1
0
0
℃
到
達

※
６
 

（
適
宜
実
施
）
 

燃
料
プ
ー
ル
 

冷
却
機
能
回
復
操
作

 

燃
料
プ
ー
ル
 

注
水
機
能
回
復
操
作

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
 

自
動
起
動
を
確
認
 

燃
料
プ
ー
ル
注
水
機
能
喪
失
確
認

※
４
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
注
水

 

Ⅰ
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
機
能
喪
失
確
認

※
２

,３
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
起
動
準
備

※
５
 

燃
料
補
給
準
備

 

可
搬
型
設
備
へ
の

 

燃
料
補
給
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位

 

約
2
.
6
m
低
下
（
1
0
m
S
v
/
h
）

※
７
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
を
継
続
し
，
機
能
喪
失
し
て
い
る
設
備
の

復
旧
に
努
め
る
。
復
旧
後
は
，
注
水
系
統
に
よ
り
ス
キ
マ
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
確
保
し
，
残
留
熱
除
去
系
等
に
よ
る
冷
却
を

実
施
す
る
。

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
準
備
完
了

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

 

に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
注
水
開
始

 

 
<
事
象
発
生
約

1
.
7
日
後
> 

 

（
注
水
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
）

 
【
約

7
.
9
時
間
】

 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
維
持
の
為

 

注
水
継
続
 

<
約

7
.
9
時
間
> 

【
1
0
分
】

 

残
留
熱
除
去
系
／
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 
 

停
止
確
認

※
１
 

外
部
電
源
喪
失
発
生

 

B
 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
１
．
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 
対
応
手
段
等
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の
喪
失
時
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時

 

１
．
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水
 

当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
機
能
）
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

の
有
す
る
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
，
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
補
給
機
能

が
喪
失
し
た
場
合
，
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
水
の
漏
え
い
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合

は
輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ

ヘ
ッ
ダ
）
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
へ
注
水
す
る
。
 

な
お
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ

イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
は
，
海
を
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
至
っ
た
場
合
。
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
は
燃
料
プ

ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
を
使
用
し
た
注
水
と
す
る
。
 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
温
度
高
警
報
が
発
生
し
た
場
合
。
 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
復
旧
が
見
込
め
な
い
場
合
。
 

 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視

 

１
．
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
設
備
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
監
視
 

当
直
副
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
，
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
漏
え
い

が
発
生
し
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
），

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態

を
監
視
す
る
。
 

な
お
，
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
は
，
耐
環
境
性
向
上
の
た
め
冷
気
を
供
給
す
る
こ
と
で
冷
却
す
る
。
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
等
の
機
能
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
は
，
あ

ら
か
じ
め
評
価
し
た
水
位
／
放
射
線
量
の
関
係
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
空
間
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
至
っ
た
場
合
。
 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
温
度
高
警
報
が
発
生
し
た
場
合
。
 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
復
旧
が
見
込
め
な
い
場
合
。
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1-
Ⅲ
.1
3-
4 

 

 

燃
料
プ
ー
ル
水
温

1
0
0
℃
到
達

※
６
 

（
適
宜
実
施
）
 

燃
料
プ
ー
ル
 

冷
却
機
能
回
復
操
作

 

燃
料
プ
ー
ル
 

注
水
機
能
回
復
操
作

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
等
 

自
動
起
動
を
確
認
 

燃
料
プ
ー
ル
注
水
機
能
喪
失
確
認

※
４
 

消
火
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
注
水

 

Ⅰ
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
機
能
喪
失
確
認

※
２

,３
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
起
動
準
備

※
５
 

燃
料
補
給
準
備

 

可
搬
型
設
備
へ
の

 

燃
料
補
給
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位

 

約
2
.
6
m
低
下
（
1
0
m
S
v
/
h
）

※
７
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
を
継
続
し
，
機
能
喪
失
し
て
い
る
設
備
の

復
旧
に
努
め
る
。
復
旧
後
は
，
注
水
系
統
に
よ
り
ス
キ
マ
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
確
保
し
，
残
留
熱
除
去
系
等
に
よ
る
冷
却
を

実
施
す
る
。

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
準
備
完
了

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 

（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

 

に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
注
水
開
始

 

 
<
事
象
発
生
約

1
.
7
日
後
> 

 

（
注
水
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
）

 
【
約

7
.
9
時
間
】

 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
維
持
の
為

 

注
水
継
続
 

<
約

7
.
9
時
間
> 

【
1
0
分
】

 

残
留
熱
除
去
系
／
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

 
 

停
止
確
認

※
１
 

外
部
電
源
喪
失
発
生

 

B
 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

１
１
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ

ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水

※
 

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
 

1 
2
時
間

5
0
分
 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

1
2 

 
 

※
 
有
効
性
評
価
の
重
大
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

 
 
 

 
 
 

①
 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１４．「想定事故２」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.14-1 

 

第３．３．２－２図 「想定事故２」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.1
4-
2 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直
副
長
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
非
常
用
交
流
電
源
設
備
お
よ
び
非
常
用
直
流
電
源
設
備
が
健
全
で
あ

れ
ば
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
し
て
位
置
付
け
，
重
大
事
故
等
の
対
処
に
用
い
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
に
つ
い
て
は
，
外
部
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
ま
た
は
非
常
用
交
流
高
圧
電
源

母
線
の
電
圧
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
。
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1-
Ⅲ
.1
4-
3 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
１
．
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 
対
応
手
段
等
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の
喪
失
時
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時

 

２
．
漏
え
い
抑
制
 

当
直
副
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
に
接
続
す
る
配
管
の
破
断
等
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
配
管
か
ら
サ
イ
フ
ォ

ン
現
象
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
水
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
は
，
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
配
管
に
よ
り
漏
え
い
が
停
止
し

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視

 

１
．
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
設
備
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
監
視
 

当
直
副
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
，
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
漏
え
い

が
発
生
し
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
），

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態

を
監
視
す
る
。
 

な
お
，
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
は
，
耐
環
境
性
向
上
の
た
め
冷
気
を
供
給
す
る
こ
と
で
冷
却
す
る
。
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
）
等
の
機
能
が
喪
失
し
て
い
る
場
合
は
，
あ

ら
か
じ
め
評
価
し
た
水
位
／
放
射
線
量
の
関
係
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
空
間
線
量
率
を
推
定
す
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
至
っ
た
場
合
。
 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
温
度
高
警
報
が
発
生
し
た
場
合
。
 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
復
旧
が
見
込
め
な
い
場
合
。
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1-
Ⅲ
.1
4-
4 

 

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
１
．
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
 

 
 
対
応
手
段
等
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
も
し
く
は
注
水
機
能
の
喪
失
時
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時

 

１
．
燃
料
プ
ー
ル
代
替
注
水

 

当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
残
留
熱
除
去
系
（
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
機
能
）
お
よ
び
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
の
有
す

る
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
，
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
補
給
機
能
が
喪
失
し
た

場
合
，
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
水
の
小
規
模
な
水
の
漏
え
い
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
が
低
下
し
た
場
合
は
輪
谷
貯
水
槽
（
西

１
）
お
よ
び
輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）
を
水
源
と
し
て
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
ま
た
は
燃
料
プ

ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
へ
注
水
す
る
。

 

な
お
，
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ

ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
は
，
海
を
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
。

 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

以
下
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
至
っ
た
場
合
。

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
が
で
き
な
い
場
合
は
燃
料
プ
ー
ル

ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
を
使
用
し
た
注
水
と
す
る
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報
ま
た
は
燃
料
プ
ー
ル
温
度
高
警
報
が
発
生
し
た
場
合
。

 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機
能
ま
た
は
注
水
機
能
が
喪
失
し
，
復
旧
が
見
込
め
な
い
場
合
。
 

 

２
．
漏
え
い
抑
制
 

当
直
副
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
に
接
続
す
る
配
管
の
破
断
等
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
配
管
か
ら
サ
イ
フ
ォ

ン
現
象
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
水
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
は
，
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
イ
ク
配
管
に
よ
り
漏
え
い
が
停
止
し

た
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 

 
 

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
を
継
続
し
，
機
能
喪
失
し
て
い
る
設
備
の

復
旧
に
努
め
る
。
復
旧
後
は
，
注
水
系
統
に
よ
り
ス
キ
マ
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
確
保
し
漏
え
い
箇
所
隔
離
状
態
で
実
施
可
能

な
系
統
に
よ
り
冷
却
を
実
施
す
る
。

 

 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
維
持
の
為

 

注
水
継
続

 

燃
料
プ
ー
ル
水
温

1
0
0
℃
到
達

※
1
1  

燃
料
プ
ー
ル
水
位

 

約
2
.
6
m
低
下
（

1
0
m
S
v
/
h
）

※

1
2  

（
注
水
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
）

 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

 
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
注
水
開
始

 
 

<
事
象
発
生
約

1
.
5
日
後

> 

燃
料
プ
ー
ル
廻
り
漏
え
い
な
し
を
確
認

 

サ
イ
フ
ォ
ン
現
象
に
よ
る

 

燃
料
プ
ー
ル
水
漏
え
い
判
断

※
９
 サ
イ
フ
ォ
ン
現
象
漏
え
い
箇
所

 

弁
閉
止
に
よ
る
隔
離
操
作

※
10
 

C
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
下
要
因
調
査

※
８
 

234



 

1-
Ⅲ
.1
4-
5 

 

 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）
に
よ
る

燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
を
継
続
し
，
機
能
喪
失
し
て
い
る
設
備
の

復
旧
に
努
め
る
。
復
旧
後
は
，
注
水
系
統
に
よ
り
ス
キ
マ
サ
ー
ジ

タ
ン
ク
へ
の
補
給
を
確
保
し
漏
え
い
箇
所
隔
離
状
態
で
実
施
可
能

な
系
統
に
よ
り
冷
却
を
実
施
す
る
。

 

 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
維
持
の
為

 

注
水
継
続

 

燃
料
プ
ー
ル
水
温

1
0
0
℃
到
達

※
1
1  

燃
料
プ
ー
ル
水
位

 

約
2
.
6
m
低
下
（

1
0
m
S
v
/
h
）

※

1
2  

（
注
水
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
）

 
燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系

 
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ
ズ
ル
）

 
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
注
水
開
始

 
 

<
事
象
発
生
約

1
.
5
日
後

> 

燃
料
プ
ー
ル
廻
り
漏
え
い
な
し
を
確
認

 

サ
イ
フ
ォ
ン
現
象
に
よ
る

 

燃
料
プ
ー
ル
水
漏
え
い
判
断

※
９
 サ
イ
フ
ォ
ン
現
象
漏
え
い
箇
所

 

弁
閉
止
に
よ
る
隔
離
操
作

※
10
 

C
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
下
要
因
調
査

※
８
 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操
作
手
順

 
対
応
手
段

 
要
員
 

要
員
数

 
想
定
時
間

 

 

①
 

１
１
 

燃
料
プ
ー
ル
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
ス
プ
レ
イ
ノ

ズ
ル
）
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水

※
 

運
転
員
（
中
央
制
御
室
）
 

1
 

2
時
間

5
0
分
 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

1
2 

 
 
※
 
有
効
性
評
価
の
重
大
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

 
 
 

 

①
 

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１５．「崩壊熱除去機能喪失」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.15-1 

 

第３．４．１－２図 「崩壊熱除去機能喪失」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.1
5-
2 

   

 
 
保
安
規
定

 
添
付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直

副
長

は
，
設

計
基

準
事
故

対
処
設

備
で
あ

る
非

常
用
交

流
電
源

設
備
お

よ
び

非
常
用

直
流
電

源
設
備

が
健

全
で
あ

れ
ば
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
し
て
位
置
付
け
，
重
大
事
故
等
の
対
処
に
用
い
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常

用
交
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

に
つ

い
て
は

，
外

部
電

源
が

喪
失

し
た
場

合
ま

た
は

非
常

用
交

流
高

圧
電

源

母
線
の
電
圧
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
。
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1-
Ⅲ
.1
5-
3 

   

 
 
保
安
規
定

 
添
付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直
副
長
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
低
圧
注
水
系
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー

ド
ま

た
は
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
健
全
で
あ
れ
ば
，
こ
れ
ら
を
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
位
置
付
け

重
大
事

故
等

の
対
処
に
用
い
る
。
 

１
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

低
圧
注
水
系
に
つ
い
て
は
，
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ

る
原

子
炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
が
で
き
ず
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持

で
き
な

い

場
合
。
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
に
つ
い
て
は
，
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔

離
時

冷
却
系

お
よ

び
高

圧
炉
心

ス
プ

レ
イ
系

に
よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ

の
注
水

が
で
き

ず
，

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位

を
原
子

炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
。
 

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
水
位
指
示
値
が
原
子
炉
水
位
低
（

レ
ベ

ル
３
）

か
ら
原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
の
間
で
維
持
さ
れ
，
か
つ
原
子
炉
圧
力
指
示
値
が
規
定
値
以
下
の
場
合

。
 

 
 

 
操
作
手
順
 

５
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直
副
長
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
格
納
容
器
冷
却
系
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ

ー
ル
水

冷
却
モ
ー
ド
），

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補

機
海

水
系
が

健
全
で
あ
れ
ば
，
こ
れ
ら
を
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
位
置
付
け
重
大
事
故
等
の
対
処

に
用

い
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
冷
却
系
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
），

残
留
熱
除
去
系

原
子

炉
停

止

時
冷
却
モ
ー
ド
を
使
用
し
た
原
子
炉
圧
力
容
器
内
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
除
熱
が
必
要
な
場
合
。
 

 
外
部
電
源
喪
失
発
生

 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ

り
冷
却
を
継
続
し
，
機
能
喪
失
し
て
い
る
設
備
の
復
旧

に
努
め
る
。
 残
留
熱
除
去
系
（
待
機
側
）

 

原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
に
よ
る
原
子
炉
冷
却

※
８
 

残
留
熱
除
去
系
（
待
機
側
）

 

原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
系
統
構
成

 

残
留
熱
除
去
系
（
待
機
側
）

 

低
圧
注
水
モ
ー
ド
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
注
水
確
認

※
６
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
低
圧
 

原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
，
復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原
子
炉
注
水

 

【
２
時
間
】

 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）

 

再
起
動
操
作

※
２
 

（
起
動
失
敗
の
場

合
）
 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
１
個
 

に
よ
る
原
子
炉
減
圧

※
５
 

Ⅰ
 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
「
全
閉
」
 

原
子
炉
冷
却
材
温
度

10
0℃

到
達

 
<約

0.
9
時
間

> 

残
留
熱
除
去
系
（
待
機
側
）

 

低
圧
注
水
モ
ー
ド
起
動

 

 

原
子
炉
水
位
回
復
確
認

※
７
 

【
０
秒
】

 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）

 

停
止
を
確
認

※
１
 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）

 

再
起
動
後
の
プ
ラ
ン
ト
状
態
確
認
に
て

 

「
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
」
を
確
認

※
３
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
を
用
い
た
残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却

モ
ー
ド
）
以
外
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去

 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
又
は
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
残
留

熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去

 

・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去

 

Ⅱ
 

運
転
中
の
残
留
熱
除
去
系
故
障
確
認

※
３
 

 
（
起
動
失
敗
の
場

合
）

 

B
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１６．「全交流動力電源喪失」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.16-1 

 

第３．４．２－２図 「全交流動力電源喪失」の対応手順の概要 

 

239



 

1-
Ⅲ
.1
6-
2 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

交
流
電
源
喪
失
時

 

１
．
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電
 

当
直
副
長
お
よ
び
緊
急
時
対
策
本
部
は
，
全
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
以
下
の
手
段
に
よ
り
非

常
用
所
内

電
気
設
備
ま
た
は
代
替
所
内
電
気
設
備
へ
給
電
す
る
。
 

（
１
）
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
を
用
い
て
給
電
す
る
。
 

（
２
）
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
を
用
い
て
給
電
で
き
ず
，
号
炉
間
電
力
融
通
に
よ
り
給
電
で
き
な
い
場
合
は
，
可
搬

型
代

替
交
流
電
源
設
備
を
用
い
て
給
電
す
る
。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

外
部
電
源
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
機
能
喪
失
に
よ
り
非
常
用
交
流
高
圧
電
源
母
線
Ａ
系
，
非

常
用

交
流

高
圧
電
源
母
線
Ｂ
系
お
よ
び
非
常
用
交
流
高
圧
電
源
母
線
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
へ
給
電
で
き
な
い
場

合
。
な
お
，

ガ
ス
タ
ー

ビ
ン

発
電
機

の
現
場

起
動
に

つ
い

て
は
，

ガ
ス
タ

ー
ビ
ン

発
電

機
の
中

央
制
御

室
起
動

が
失

敗
し

た
場

合
お
よ
び
要
員
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
，
他
の
手
段
と
同
時
並
行
で
実
施
す
る
。
 

 

 
 

 

 
操
作
手
順
 

５
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
対
応
手
段
等
 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

１
．
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 

当
直

副
長

お
よ
び

緊
急
時

対
策

本
部
は

，
設
計

基
準
事

故
対

処
設
備

で
あ
る

原
子
炉

補
機

冷
却
水

系
お
よ

び
原

子
炉

補
機

海
水

系
の
故

障
等

ま
た
は

全
交
流

動
力
電

源
喪

失
に
よ

り
最
終

ヒ
ー
ト

シ
ン

ク
へ
熱

を
輸
送

で
き
な

い
場

合
は
，

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
，
格
納
容
器
冷
却
系
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド

）
，
残
留

熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
等
に
よ
り
，
発
生
し
た
熱
を
最
終
的
な
熱
の
逃
が
し
場
で
あ
る
海
へ

輸
送

す
る
。

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
，
格
納
容
器
冷
却
系
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド

）
，
残
留

熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
に
よ
る
熱
輸
送
の
手
順
着
手
の
判
断
基
準
を
以
下
に
示
す
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

原
子

炉
補
機

冷
却
水

系
お

よ
び

原
子

炉
補

機
海
水

系
の

故
障

ま
た

は
全

交
流
動

力
電

源
の

喪
失

に
よ

り
原

子
炉

補

機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補
機
海
水
系
を
使
用
で
き
な
い
場
合
。
た
だ
し
，
原
子
炉
注
水
手
段
が
な
い
場

合
は
，
原

子
炉
注
水
準
備
を
優
先
す
る

※
。
 

※
：
常
設
設
備
に
よ
る
注
水
手
段
が
な
い
場
合
，
ま
た
は
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原
子

炉
注
水
を

実
施
し
て
い
る
場
合
は
大
量
送
水
車
に
よ
る
注
水
ま
た
は
補
給
準
備
を
実
施
。
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1-
Ⅲ
.1
6-
3 

   

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

原
子
炉
停
止
中
の
場
合

 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 

１
．
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 

当
直

副
長

お
よ
び

緊
急
時

対
策

本
部
は

，
設
計

基
準
事

故
対

処
設
備

で
あ
る

残
留
熱

除
去

系
原
子

炉
停
止

時
冷

却
モ

ー
ド
の
故
障
等
に
よ
り
原
子
炉
の
冷
却
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
は
，
以
下
の
手
段
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
注

水
し
，

原
子
炉
を
冷
却
す
る
。
 

（
１
）
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り
注
水
す
る

。
 

ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

「
対
応
手
段
等
 

原
子
炉
運
転
中
の
場
合

 
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

 
１
．
低
圧
原
子
炉
代

替
注

水
系

に

よ
る
原
子
炉
の
冷
却
 
ａ
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
」
と
同
じ
。

 

 
 
原
子
炉
停
止
中
の
場
合

 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

 

１
．
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
の
復
旧
 

当
直

副
長

は
，
設

計
基
準

事
故

対
処
設

備
で
あ

る
残
留

熱
除

去
系
原

子
炉
停

止
時
冷

却
モ

ー
ド
が

全
交
流

動
力

電
源

喪
失
等
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
に
加
え
，
常
設

代
替

交
流
電

源
設

備
等

を
用
い

て
非

常
用
所

内
電
気

設
備
へ

給
電

す
る
こ

と
に
よ

り
残
留

熱
除

去
系
原

子
炉
停

止
時
冷

却
モ

ー
ド
を

復
旧
し
，
原
子
炉
の
除
熱
を
実
施
す
る
。
 

ま
た
，
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
等
へ
燃
料
を
補
給
し
，
電
源
の
供
給
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
残
留
熱
除

去
系
原
子

炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
を
運
転
継
続
す
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
と
し
て
使
用
す
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
用
い
て
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
を
受

電
し

た
後
，

緊
急

用
メ

タ
ク
ラ

か
ら
非

常
用

所
内
電

気
設
備

で
あ
る

非
常

用
交
流

高
圧
電

源
母
線

Ａ
系

ま
た
は

非
常
用

交
流

高
圧

電
源
母

線
Ｂ
系
の
受
電
が
完
了
し
，

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止

時
冷
却
モ
ー
ド
が
使
用
可
能

な
状
態

※
１
に

復
旧

さ

れ
た
場
合
。
 

※
１
：
設
備
に
異
常
が
な
く
，
電
源
お
よ
び
補
機
冷
却
水
が
確
保
さ
れ
て
お
り
，
原
子
炉
水
位
指
示
値

が
原

子
炉

水

位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
か
ら
原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
の
間
で
維
持
さ
れ
，
か
つ
原
子
炉
圧
力

指
示

値
が

規
定
値
以
下
の
状
態
。
 

 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時

 

冷
却
モ
ー
ド
）
起
動

 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
（
移
動
式
代
替
熱
交
換

 

設
備
，
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
）
起
動

 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）

 

１
個
に
よ
る
原
子
炉
減
圧

※
４
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

 

原
子
炉
へ
の
注
水
確
認

※
７

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
り

 

原
子
炉
水
位
維
持

※
８
 

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）

 

に
よ
る
原
子
炉
冷
却

 

復
水
輸
送
系
，
消
火
系
，

 
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

（
可
搬
型
）
に
よ
る

 
原
子
炉
注
水

 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
を
使
用
し
た
残
留
熱
除
去
系

（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
り
冷
却
を
継
続

し
，
機
能
喪
失
し
て
い
る
設
備
の
復
旧
に
努
め
る
。

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
停
止

 

Ⅱ
 

原
子
炉
冷
却
材
温
度

10
0℃

到
達

 

【
２
時
間
後
】

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
起

動
 

 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）
「
全
閉
」

 

燃
料
プ
ー
ル

 

冷
却
系
起
動

 

原
子
炉
の
状
態
が
静
定
後
，
燃
料
プ
ー
ル

 

冷
却
を
再
開
す
る
 

 

原
子
炉
水
位
回
復
を
確
認

 

 

<約
0.

9
時
間

> 

【
10

時
間
後
】

 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
を
用
い
た
残
留
熱
除

去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
以
外
に

よ
る
崩
壊
熱
除
去

 

・
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
を
用
い
た
残
留
熱
除
去

系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
に
よ
る

崩
壊
熱
除
去

 

・
原
子
炉
浄
化
系
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去

 

Ⅲ
 

（
起
動
失
敗
の
場
合
）
 

B
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1-
Ⅲ
.1
6-
4 

     

 
 

保
安

規
定

 
添

付
３

 
表

２
０

 
重

大
事

故
等

対
策

に
お

け
る

操
作

の
成

立
性

 
 

 
操

作
手

順
 

対
応

手
段

 
要

員
 

要
員

数
 

想
定
時
間

 

 
①
 

１
４
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
（

非
常

用
交

流
高

圧
電

源
母

線
Ｂ

系
受

電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3
 

4
0
分
以

内
 

 
①
 

１
４
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
（

非
常

用
交

流
高

圧
電

源
母

線
Ａ

系
受

電
）

※
 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

3
 

1
時

間
1
0
分
 

以
内
 

 

②
 

５
 

原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱
 ※

 

運
転
員
 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）
 

5
 

7
時

間
2
0
分
 

以
内
 

 
緊
急
時
対
策
要
員
 

1
5 

 
 
※
 

有
効
性
評
価
の
重
大
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
に
係
る
対
応
手
段
（
以
下
，
本
表
に
お
い
て
同
じ
。）

 

②
 

①
 

 

①
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Ⅲ．重大事故シーケンスの対応手順に対する保安規定の記載内容の整理 

１７．「原子炉冷却材の流出」の対応手順の概要 

 

1-Ⅲ.17-1 

 

第３．４．３－２図 「原子炉冷却材の流出」の対応手順の概要 
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1-
Ⅲ
.1
7-
2 

   

 
 
保
安
規
定

 
添
付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

１
４
．
電
源
の
確
保
に
関
す
る
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直

副
長

は
，
設

計
基

準
事
故

対
処
設

備
で
あ

る
非

常
用
交

流
電
源

設
備
お

よ
び

非
常
用

直
流
電

源
設
備

が
健

全
で
あ

れ
ば
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
し
て
位
置
付
け
，
重
大
事
故
等
の
対
処
に
用
い
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

非
常

用
交
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

に
つ

い
て
は

，
外

部
電

源
が

喪
失

し
た
場

合
ま

た
は

非
常

用
交

流
高

圧
電

源

母
線
の
電
圧
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
。
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1-
Ⅲ
.1
7-
3 

    

 
 
保
安
規
定

 
添
付
３

 
 

 
操
作
手
順
 

４
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
低
圧
時
に
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

 

 
 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直
副
長
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
低
圧
注
水
系
，
残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー

ド
ま

た
は
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
が
健
全
で
あ
れ
ば
，
こ
れ
ら
を
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
位
置
付
け

重
大
事

故
等

の
対
処
に
用
い
る
。
 

１
．
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

低
圧
注
水
系
に
つ
い
て
は
，
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
お
よ
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ

る
原

子
炉

圧
力
容
器
へ
の
注
水
が
で
き
ず
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
原
子
炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持

で
き
な

い

場
合
。
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
に
つ
い
て
は
，
復
水
・
給
水
系
，
原
子
炉
隔

離
時

冷
却
系

お
よ

び
高

圧
炉
心

ス
プ

レ
イ
系

に
よ
る

原
子
炉

圧
力

容
器
へ

の
注
水

が
で
き

ず
，

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位

を
原
子

炉
水
位
低
（
レ
ベ
ル
３
）
以
上
に
維
持
で
き
な
い
場
合
。
 

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
に
つ
い
て
は
，
原
子
炉
水
位
指
示
値
が
原
子
炉
水
位
低
（

レ
ベ

ル
３
）

か
ら
原
子
炉
水
位
高
（
レ
ベ
ル
８
）
の
間
で
維
持
さ
れ
，
か
つ
原
子
炉
圧
力
指
示
値
が
規
定
値
以
下
の
場
合

。
 

 
 

 
操
作
手
順
 

５
．
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を
輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

 
対
応
手
段
等
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）

 

当
直
副
長
は
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
で
あ
る
格
納
容
器
冷
却
系
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ

ー
ル
水

冷
却
モ
ー
ド
），

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
，
原
子
炉
補
機
冷
却
水
系
お
よ
び
原
子
炉
補

機
海

水
系
が

健
全
で
あ
れ
ば
，
こ
れ
ら
を
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
と
位
置
付
け
重
大
事
故
等
の
対
処

に
用

い
る
。
 

（
１
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準
 

格
納
容
器
冷
却
系
，
残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
），

残
留
熱
除
去
系
原
子

炉
停

止
時
冷

却
モ
ー
ド
を
使
用
し
た
原
子
炉
圧
力
容
器
内
お
よ
び
格
納
容
器
内
の
除
熱
が
必
要
な
場
合
。
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2-
目
次
-1

２
．
火
災
，
内
部
溢
水
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
に
係
る
対
応
と
保
安
規
定
記
載
内
容
に
つ
い
て

 

目
 
次

 

Ⅰ
．
火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅰ
-1

 

Ⅱ
．
内
部
溢
水
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅱ
-1

 

Ⅲ
．
津
波
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅲ
-1
 

Ⅳ
．
竜
巻
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅳ
-1

 

Ⅴ
．
火
山
（
降
灰
）
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅴ
-1

 

Ⅵ
．
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅵ
-1
 

Ⅶ
．
地
震
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
 .
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 
2-
Ⅶ
-1
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2-
Ⅰ
-1

 

Ⅰ
．
火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

  ①
消
火
用
水
の
確
保

 

②
防
火
帯
の
維
持
・
管
理

 

③
油
量
制
限
管
理

 

④
巡
視
点
検
（
火
災
発
生
有
無
の
確
認
）

 

⑤
持
込
可
燃
物
の
管
理

 

⑥
火
気
作
業
時
の
管
理

 

⑦
延
焼
防
止

 

⑧
定
検
作
業
時
の
運
用

 

⑨
施
設
管
理
・
点
検

 

⑩
評
価
条
件
の
変
更
に
伴
う
影
響
確
認

 

    ①
⑤
消
火
要
員
に
よ
る
消
火
活
動

 

②
故
障
警
報
発
生
時
の
対
応

 

③
⑧
火
災
感
知
器
動
作
時
の
対
応

 

③
⑥
⑦
消
火
設
備
動
作
時
お
よ
び
使
用
時
の
対
応

 

④
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
動
作
時
の
対
応

 

⑨
⑪
排
煙
設
備
の
起
動

 

⑩
水
素
感
知
時
の
対
応

 

⑫
⑬
外
気
取
入
ダ
ン
パ
閉
，
換
気
空
調
系
の
停
止
，

再
循
環
運
転

 

⑭
代
替
設
備
の
確
保

 

⑮
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

 

⑯
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認

 

第
１
７
条

 

〔
２
号
炉
〕

 

課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
火
災
が
発
生
し
た
場
合

（
以
下
「
火
災
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の

整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，

保
修
部
長
の
確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
ま
た
，

計
画
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，
火

山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対

応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
い
策
定
す
る
。

 

（
１
）
発
電
所
か
ら
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
た
め
に

必
要
な
専
用
回
線
を
使
用
し
た
通
報
設
備
設
置

※
２
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
の

配
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓

練
に
関
す
る
こ
と

 

（
４
）
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材

の
配
備
に
関
す
る
こ
と

 

（
５
）
発
電
所
に
お
け
る
可
燃
物
の
適
切
な
管
理
に

関
す
る
こ
と

 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
火
災
発

生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整

備
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基

づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
保
修
管
理
）

に
報
告
す
る
。
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
第
１
項

に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う

と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
。

 

４
．
当
直
長
は
，
火
災
の
影
響
に
よ
り
，
原
子
炉
施

設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
，

各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。
発
電
部

長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技

術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃
止
措
置
・

環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原
子
炉
停
止

等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

※
１
：
消
防
機
関
へ
の
通
報
，
消
火
ま
た
は
延
焼

の
防
止
そ
の
他
公
設
消
防
隊
が
火
災
の
現

場
に

到
着

す
る

ま
で

に
行

う
活

動
を

含

１
．
火

 
災

 

１
．
５

 手
順
書
の
整
備

 

（
１
）
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
原
子
炉
施
設
全
体
を
対
象
と
し
た
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め

る
火
災
防
護
計
画
に
以
下
の
項
目
を
含
め
る
。

 

ア
．
火
災
防
護
対
策
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
，
責
任
の
所
在
，
責
任
者
の
権
限
，
体
制
の
運
営
管
理
に

必
要
な
要
員
の
確
保
お
よ
び
教
育
訓
練
，
火
災
発
生
防
止
の
た
め
の
活
動
，
火
災
防
護
設
備
の
施
設
管

理
，
点
検
お
よ
び
火
災
情
報
の
共
有
化
等

 

イ
．
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
お
よ
び
機
器
を
設
置
す
る
火
災
区
域
お
よ
び
火

災
区
画
を
考
慮
し
た
火
災
の
発
生
防
止
，
火
災
の
早
期
感
知
お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
の
影
響
軽
減

の
３
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護
対
策

 

ウ
．
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
火
災
区
域
お
よ
び
火
災
区
画
を
考
慮
し
た
火
災
の
発
生
防
止
，

火
災
の
早
期
感
知
お
よ
び
消
火
の
２
つ
の
深
層
防
護
の
概
念
に
基
づ
く
火
災
防
護
対
策

 

エ
．
そ
の
他
の
原
子
炉
施
設
に
つ
い
て
は
，
消
防
法
，
建
築
基
準
法
，
一
般
社
団
法
人

 
日
本
電
気
協
会
電

気
技
術
規
程
・
指
針
に
基
づ
き
設
備
に
応
じ
た
火
災
防
護
対
策

 

オ
．
安
全
施
設
を
外
部
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
の
運
用
等

 

（
２
）
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
火
災
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め
る
。

 

ア
．
消
火
活
動

 

①
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
火
災
発
生
現
場
の
確
認
お
よ
び
中
央
制
御
室
へ
の
連
絡
な
ら
び
に
消

火
器
，
消
火
栓
等
を
用
い
た
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

 

イ
．
消
火
設
備
故
障
時
の
対
応

 

②
当
直
長
は
，
消
火
設
備
の
故
障
警
報
が
発
信
し
た
場
合
，
中
央
制
御
室
お
よ
び
必
要
な
現
場
の
制

御
盤
の
警
報
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

ウ
．
消
火
設
備
の
う
ち
，
自
動
起
動
に
よ
る
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区

画
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応

 

（
ア
）
③
当
直
長
は
，
火
災
感
知
器
が
作
動
し
た
場
合
，
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
か
ら
の
退
避
警
報

お
よ
び
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
の
動
作
状
況
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

（
イ
）
④
当
直
長
は
，
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
の
動
作
後
の
消
火
状
況
の
確
認
，
消
火
状
況
を
踏
ま
え
た
消

火
活
動
の
実
施
お
よ
び
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。

 

エ
．
消
火
設
備
の
う
ち
，
手
動
起
動
に
よ
る
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
を
設
置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区

画
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応

 

（
ア
）
⑤
当
直
長
は
，
火
災
感
知
器
が
作
動
し
，
火
災
を
確
認
し
た
場
合
，
消
火
活
動
を
実
施
す
る
。

 

（
イ
）
⑥
当
直
長
は
，
消
火
が
困
難
な
場
合
，
職
員
の
退
避
確
認
後
に
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
を
手
動
操
作

に
よ
り
動
作
さ
せ
，
そ
の
動
作
状
況
，
消
火
状
況
お
よ
び
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
態
の
確
認
等
を
実
施
す

る
。
 

オ
．
格
納
容
器
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応

 

⑦
当
直
長
は
，
原
子
炉
の
起
動
中
お
よ
び
冷
温
停
止
中
の
格
納
容
器
内
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た

場
合
に
は
，
消
火
器
等
に
よ
る
消
火
活
動
，
消
火
状
況
の
確
認
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
お
よ
び

必
要
な
運
転
操
作
等
を
実
施
す
る
。

 

カ
．
単
一
故
障
も
想
定
し
た
中
央
制
御
室
ま
た
は
補
助
盤
室
盤
内
に
お
け
る
火
災
発
生
時
の
対
応
（
中
央

制
御
室
ま
た
は
補
助
盤
室
の
制
御
盤
１
面
の
機
能
が
火
災
に
よ
り
全
て
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子

炉
の
安
全
停
止
に
係
る
対
応
を
含
む
。
）

 

（
ア
）
⑧
当
直
長
は
，
中
央
制
御
室
盤
内
の
高
感
度
煙
検
出
設
備
に
よ
り
火
災
を
感
知
し
，
火
災
を
確
認

し
た
場
合
は
，
常
駐
す
る
運
転
員
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
消
火
器
を
用
い
た
消
火
活
動
を
行
い
，
プ
ラ

ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
，
補
助
盤
室
盤
内
の
高
感
度
煙
検
出
設
備
に
よ
り
火

災
を
感
知
し
，
火
災
を
確
認
し
た
場
合
は
，
二
酸
化
炭
素
消
火
器
を
用
い
た
消
火
活
動
ま
た
は
全
域

ガ
ス
消
火
設
備
に
よ
る
消
火
を
行
い
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。
火
災
の
発
生

箇
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
，
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
等
，
火
災
の
発
生
箇
所
を
特
定

【
体
制
】

 

・
火
災
防
護
計
画

 

  【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
，
②
，
⑤
～
⑧
，
⑩

 

・
火
災
防
護
計
画

 

 ③
，
④

 

・
火
災
防
護
計
画

 

・
２
号
機
巡
視
点
検
要
領
書

 

 ⑨
 

・
火
災
防
護
計
画

 

・
施
設
管
理
要
領

 

 【
事
象
発
生
時
の
対
応
】

 

①
，
⑭
～
⑯

 

・
火
災
防
護
計
画

 

 ②
～
⑬

 

・
火
災
防
護
計
画

 

・
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
手
順
書

 

・
火
災
発
生
時
の
初
期
対
応
手
順

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書

 

 

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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Ⅰ
．
火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

む
。
ま
た
，
火
災
の
発
生
防
止
，
火
災
の

早
期
感
知
お
よ
び
消
火
な
ら
び
に
火
災
に

よ
る

影
響

の
軽

減
に

係
る

措
置

を
含

む

（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

 

※
２
：
一
般
回
線
の
代
替
設
備
で
あ
る
専
用
回
線
，

通
報
設
備
が
点
検
ま
た
は
故
障
に
よ
り
使

用
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
除
く
。
た
だ
し
，

点
検
後
ま
た
は
修
復
後
は
遅
滞
な
く
復
旧

さ
せ
る
。

 

     

で
き
る
装
置
を
使
用
し
て
消
火
活
動
を
行
い
，
プ
ラ
ン
ト
運
転
状
況
の
確
認
等
を
実
施
す
る
。

 

（
イ
）
⑨
当
直
長
は
，
煙
の
充
満
に
よ
り
運
転
操
作
に
支
障
が
あ
る
場
合
，
火
災
発
生
時
の
煙
を
排
気
す

る
た
め
，
排
煙
設
備
を
起
動
す
る
。

 

キ
．
水
素
濃
度
検
知
器
が
設
置
さ
れ
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
け
る
水
素
濃
度
上
昇
時
の
対
応

 

⑩
当
直
長
は
，
換
気
空
調
設
備
の
運
転
状
態
の
確
認
お
よ
び
換
気
空
調
設
備
の
追
加
起
動
や
切
替
え

等
を
実
施
す
る
。

 

ク
．
火
災
発
生
時
の
煙
の
充
満
に
よ
り
消
火
活
動
に
支
障
を
生
じ
た
際
の
ポ
ン
プ
室
の
消
火
活
動

 

⑪
全
域
ガ
ス
消
火
設
備
に
よ
る
消
火
後
，
消
火
要
員
が
消
火
の
確
認
の
た
め
に
ポ
ン
プ
室
へ
入
室
す

る
場
合
は
，
十
分
に
冷
却
時
間
を
確
保
し
た
上
で
，
可
搬
型
排
煙
装
置
を
準
備
し
，
扉
の
開
放
，
換
気

空
調
設
備
お
よ
び
可
搬
型
排
煙
装
置
に
よ
り
換
気
し
入
室
す
る
。

 

ケ
．
消
火
用
水
の
最
大
放
水
量
の
確
保

 

①
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
水
源
で
あ
る
補
助
消
火
水
槽
お
よ
び
４
４
ｍ
盤
消
火
タ
ン
ク
に
は
，
最

大
放
水
量

12
0ｍ

３
，
４
５
ｍ
盤
消
火
タ
ン
ク
お
よ
び
５
０
ｍ
盤
消
火
タ
ン
ク
に
は
，
最
大
放
水
量

8
4

ｍ
３
な
ら
び
に
サ
イ
ト
バ
ン
カ
建
物
消
火
タ
ン
ク
に
は
，
最
大
放
水
量

31
.
2ｍ

３
に
対
し
て
，
十
分
な
水

量
を
確
保
す
る
。

 

コ
．
防
火
帯
の
維
持
・
管
理

 

②
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
防
火
帯
の
維
持
・
管
理
を
実
施
す
る
。

 

サ
．
外
部
火
災
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
時
の
対
応

 

⑫
当
直
長
は
，
ば
い
煙
発
生
時
，
ば
い
煙
侵
入
防
止
の
た
め
，
給
気
隔
離
弁
お
よ
び
排
気
隔
離
弁
の

閉
止
，
換
気
空
調
設
備
の
停
止
ま
た
は
中
央
制
御
室
の
系
統
隔
離
運
転
モ
ー
ド
へ
の
切
替
え
の
実
施
に

よ
る
建
物
内
へ
の
ば
い
煙
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。

 

シ
．
外
部
火
災
に
よ
る
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応

 

⑬
当
直
長
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
，
有
毒
ガ
ス
侵
入
防
止
の
た
め
，
給
気
隔
離
弁
お
よ
び
排
気
隔
離

弁
の
閉
止
，
換
気
空
調
設
備
の
停
止
ま
た
は
中
央
制
御
室
の
系
統
隔
離
運
転
モ
ー
ド
へ
の
切
替
え
の
実

施
に
よ
る
建
物
内
へ
の
有
毒
ガ
ス
の
侵
入
の
防
止
を
実
施
す
る
。

 

ス
．
外
部
火
災
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
影
響
を
受
け
た
場
合

 

⑭
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
外
部
火
災
の
影
響
を
受
け
た
場
合
，
代
替

設
備
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
周
辺
に
設
置
で
き
る
場
合
は
そ
の
周
辺
に
設
置
し
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
周
辺
に
設
置
で
き
な
い
場
合
は
，
防
火
帯
の
内
側
同
一
方
向
に
設
置
す
る
。

 

セ
．
油
貯
蔵
設
備
の
運
用

 

③
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
油
貯
蔵
設
備
の
油
量
制
限
を
実
施
す
る
。

 

ソ
．
火
災
予
防
活
動
（
巡
視
点
検
）

 

④
各
課
長
お
よ
び
当
直
長
は
，
巡
視
点
検
に
よ
り
，
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認
を
実
施
す
る
。

 

タ
．
火
災
予
防
活
動
（
可
燃
物
管
理
）

 

⑤
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
を
有
す
る
構
築
物
，
系
統
お
よ
び
機
器
を
設

置
す
る
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
つ
い
て
は
，
当
該
施
設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
，
恒
設
機

器
お
よ
び
点
検
等
に
使
用
す
る
可
燃
物
（
資
機
材
）
の
総
発
熱
量
が
，
制
限
発
熱
量
を
超
え
な
い
管
理

（
持
込
み
と
保
管
）
な
ら
び
に
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
火
災
区
域
に
つ
い
て
は
，
当
該
施

設
を
火
災
か
ら
防
護
す
る
た
め
，
可
燃
物
管
理
を
実
施
す
る
。

 

な
お
，
火
災
感
知
器
を
設
置
し
な
い
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
つ
い
て
は
，
可
燃
物
を
持
込
ま

な
い
。

 

チ
．
火
災
予
防
活
動
（
火
気
作
業
等
の
管
理
）

 

⑥
各
課
長
は
，
火
災
区
域
ま
た
は
火
災
区
画
に
お
い
て
，
溶
接
等
の
火
気
作
業
を
実
施
す
る
場
合
，

火
気
作
業
前
に
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
，
火
気
作
業
時
の
養
生
，
消
火
器
等
の
配
備
お
よ
び
監
視

人
の
配
置
等
を
実
施
す
る
。

 

ツ
．
延
焼
防
止

 

⑦
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
設
置
す
る
屋
外
の
火
災
区
域
で
は
，
周
辺
施

設
お
よ
び
植
生
と
の
離
隔
を
確
保
し
，
火
災
区
域
内
の
周
辺
の
植
生
区
域
に
つ
い
て
は
，
除
草
等
の
管
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Ⅰ
．
火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

理
を
実
施
し
，
延
焼
防
止
を
図
る
。

 

テ
．
火
災
鎮
火
後
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

⑮
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
，
火
災
鎮
火
後
，
原
子
炉

施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
お
よ
び
各
部

長
に
報
告
す
る
。

 

ト
．
地
震
発
生
時
に
お
け
る
火
災
発
生
の
有
無
の
確
認

 

⑯
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
発
電
所
周
辺
の
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
測
候
所
等
に
お
い
て
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
，
地
震
終
了
後
，
原
子
炉
施
設
の
火
災
発
生
の
有
無
を
確
認
す
る
と

と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術
者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
報
告
す
る
。

 

ナ
．
定
事
検
停
止
時
等
に
お
け
る
運
用
管
理

 

⑧
課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
定
事
検
停
止
時
等
の
作
業
に
伴
う
防
護
対
象
設
備
の
不
待
機
や
扉
の
開

放
等
，
影
響
評
価
上
設
定
し
た
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
一
時
的
な
変
更
時
に
お
い
て
も
，
そ
の
状
態
を
踏
ま

え
た
必
要
な
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
管
理
を
行
う
。

 

ニ
．
施
設
管
理
，
点
検
 

⑨
各
課
長
は
，
火
災
防
護
に
必
要
な
設
備
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に
基
づ

き
適
切
に
施
設
管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

な
お
，
格
納
容
器
内
に
設
置
す
る
火
災
感
知
器
に
つ
い
て
は
，
起
動
時
の
窒
素
ガ
ス
封
入
後
に
作
動

信
号
を
切
り
替
え
，
次
の
プ
ラ
ン
ト
停
止
後
に
は
速
や
か
に
健
全
性
を
確
認
し
機
能
喪
失
し
た
火
災
感

知
器
を
取
り
替
え
る
。

 

ヌ
．
⑩
火
災
影
響
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認

 

（
ア
）
内
部
火
災
影
響
評
価

 

各
課
長
は
，
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
，
都
度
，
課
長
（
保
修
管
理
）
へ
設
備
更
新
計
画
を
連
絡

し
内
部
火
災
影
響
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。

 

課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
内
部
火
災
影
響
評
価
に
て
改
善
す
べ
き
知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
改

善
策
の
検
討
を
行
う
。

 

ま
た
，
定
期
的
に
内
部
火
災
影
響
評
価
を
実
施
し
，
評
価
結
果
に
影
響
が
あ
る
際
は
，
原
子
炉
施

設
内
の
火
災
に
対
し
て
も
，
安
全
保
護
系
お
よ
び
原
子
炉
停
止
系
の
作
動
が
要
求
さ
れ
る
場
合
に

は
，
火
災
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
て
も
，
多
重
化
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
同
時
に
機
能
を
失
う

こ
と
な
く
，
原
子
炉
の
高
温
停
止
お
よ
び
冷
温
停
止
を
達
成
し
維
持
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
，
内
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。

 

（
イ
）
外
部
火
災
影
響
評
価

 

課
長
（
保
修
管
理
）
は
，
評
価
条
件
を
定
期
的
に
確
認
し
，
評
価
結
果
に
影
響
が
あ
る
場
合
は
，

発
電
所
敷
地
内
外
で
発
生
す
る
火
災
が
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
へ
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
お
よ

び
火
災
の
二
次
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
防
護
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
，

外
部
火
災
影
響
評
価
の
再
評
価
を
実
施
す
る
。
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Ⅱ
．
内
部
溢
水
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

   ①
運
転
時
間
実
績
の
管
理

 

②
水
密
扉
の
運
用

 

③
屋
外
タ
ン
ク
の
運
用

 

④
蒸
気
漏
え
い
に
対
す
る
管
理

 

⑤
排
水
誘
導
経
路
に
対
す
る
管
理

 

⑥
配
管
の
肉
厚
管
理

 

⑦
施
設
管
理
・
点
検

 

⑧
評
価
条
件
の
変
更
に
伴
う
影
響
確
認

 

⑨
定
事
検
停
止
時
等

 

    ①
溢
水
時
の
対
応
操
作

 

②
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

 

③
燃
料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
お
よ
び
冷
却
対
応
操
作

 

④
排
水
作
業

 

第
１
７
条
の
２

 

〔
２
号
炉
〕

 

 
課
長
（
技
術
）
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て

溢
水
が
発
生
し
た
場
合
（
以
下
「
内
部
溢
水
発
生

時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，

次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の

確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，

火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ

ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。 

（
１
）
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要

員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
教

育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資

機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と

 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
内
部
溢

水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ
び
手
順

の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
す
る
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に
基

づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に
報

告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め
る

事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

４
．
当
直
長
は
，
内
部
溢
水
の
影
響
に
よ
り
，
原
子

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め
定
め

ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。
発

電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉
主

任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃
止

措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原
子

炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

※
１
：
内
部
溢
水
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以

下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

 

２
．
４

 手
順
書
の
整
備

 

（
１
）
課
長
（
第
一
発
電
）
お
よ
び
課
長
（
保
修
技
術
）
は
，
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に

定
め
る
。

 

ア
．
溢
水
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る
手
順

 

（
ア
）
①
当
直
長
は
，
想
定
破
損
に
よ
る
溢
水
，
消
火
水
の
放
水
に
よ
る
溢
水
，
地
震
起
因
に
よ
る
溢
水

お
よ
び
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
の
措
置
を
行
う
。

 

（
イ
）
③
当
直
長
は
，
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
や
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
，
残
留
熱

除
去
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
注
水
お
よ
び
冷
却
の
措
置
を
行
う
。

 

イ
．
運
転
時
間
実
績
管
理

 

①
課
長
（
保
修
技
術
）
は
，
運
転
実
績
（
高
エ
ネ
ル
ギ
配
管
と
し
て
運
転
し
て
い
る
割
合
が
当
該
系

統
の
運
転
し
て
い
る
時
間
の
２
％
ま
た
は
プ
ラ
ン
ト
運
転
期
間
の
１
％
よ
り
小
さ
い
）
に
よ
り
，
低
エ

ネ
ル
ギ
配
管
と
し
て
い
る
系
統
に
つ
い
て
の
運
転
時
間
実
績
管
理
を
行
う
。

 

ウ
．
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理

 

②
当
直
長
は
，
中
央
制
御
室
等
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設
備
等
の
警
報
監
視
に
よ
り
，
必
要
な
水
密

扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
を
行
う
。
ま
た
，
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉
止

操
作
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を
行
う
。

 

エ
．
屋
外
タ
ン
ク
の
運
用
の
管
理

 

③
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
防
護
す
べ
き
設
備
が
設
置
さ
れ
る
建
物
等
へ
溢
水
が
流
入
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
，
１
号
処
理
水
受
入
タ
ン
ク
，
１
号
補
助
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
，
３
号
代
替
注
水
槽
，
３
号
地

上
式
淡
水
タ
ン
ク
（
Ａ
）（

Ｂ
）
お
よ
び
３
号
補
助
消
火
水
槽
（
Ａ
）（

Ｂ
）
を
空
運
用
と
す
る
。
ま
た
，

１
号
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を

50
0ｍ

３
，
２
号
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
，
２
号
補
助
復
水
貯
蔵
タ
ン

ク
お
よ
び
２
号
ト
ー
ラ
ス
水
受
入
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を

1
8
00
ｍ

３
，
３
号
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
お
よ
び

３
号
補
助
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
の
保
有
水
量
を

1
6
00
ｍ

３
に
制
限
す
る
。

 

オ
．
溢
水
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る
手
順

 

②
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
原
子
炉
施
設
に
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
は
，
事
象
収
束
後
，
原
子
炉

施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告

す
る
。

 

カ
．
蒸
気
漏
え
い
に
対
す
る
管
理

 

④
各
課
長
は
，
原
子
炉
建
物
内
に
お
け
る
所
内
蒸
気
系
漏
え
い
に
よ
る
影
響
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
の
管
理
を
行
う
。

 

キ
．
排
水
誘
導
経
路
に
対
す
る
管
理

 

⑤
当
直
長
は
，
排
水
を
期
待
す
る
設
備
の
状
態
監
視
を
行
う
。
ま
た
，
課
長
（
保
修
技
術
）
は
，
排

水
を
期
待
す
る
箇
所
か
ら
の
排
水
を
阻
害
す
る
要
因
に
対
し
，そ

れ
を
防
止
す
る
た
め
の
管
理
を
行
う
。 

ク
．
排
水
作
業
に
関
す
る
手
順

 

④
当
直
長
ま
た
は
各
課
長
は
，
溢
水
発
生
後
の
滞
留
区
画
等
で
の
排
水
作
業
を
行
う
。

 

ケ
．
定
期
事
業
者
検
査
停
止
時
等
に
お
け
る
運
用
管
理

 

⑨
課
長
（
保
修
技
術
）
は
，
定
期
事
業
者
検
査
停
止
時
等
の
作
業
に
伴
う
防
護
す
べ
き
設
備
の
不
待

機
，
扉
の
開
放
，
堰
の
取
り
外
し
等
，
影
響
評
価
上
設
定
し
た
プ
ラ
ン
ト
状
態
の
一
時
的
な
変
更
時
に

お
い
て
も
，
そ
の
状
態
を
踏
ま
え
た
必
要
な
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
管
理
を
行
う
。

 

コ
．
施
設
管
理
，
点
検
 

（
ア
）
⑥
各
課
長
は
，
配
管
の
想
定
破
損
評
価
に
お
い
て
，
応
力
評
価
の
結
果
に
よ
り
破
損
形
状
の
想
定

を
行
う
配
管
は
，
評
価
結
果
に
影
響
す
る
よ
う
な
減
肉
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
，
継
続
的

な
肉
厚
管
理
を
行
う
。

 

（
イ
）
⑦
各
課
長
は
，
浸
水
防
護
施
設
を
維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
，

点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

サ
．
溢
水
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
を
確
認
す
る
手
順

 

⑧
課
長
（
保
修
技
術
）
は
，
各
種
対
策
設
備
の
追
加
お
よ
び
資
機
材
の
持
ち
込
み
等
に
よ
り
評
価
条

【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
，
②
，
③
，
④
，
⑧

 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 ⑤
 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
２
号
機
巡
視
点
検
要
領
書

 

 ⑥
 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
配
管
肉
厚
管
理
手
引
書

 

 ⑦
 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
施
設
管
理
要
領

 

 ⑨
 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
プ
ラ
ン
ト
停
止
時
工
程
管
理
手
順
書

 

 【
事
象
発
生
時
の
対
応
】

 

①
 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
２
号
機
設
備
別
運
転
要
領
書

 
別
冊
 
警

報
発
生
時
の
措
置

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー

ス
）

 

 ②
，
④

 

・
内
部
溢
水
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 ③
 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候
ベ
ー

ス
）

 

 

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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Ⅱ
．
内
部
溢
水
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

件
に
見
直
し
が
あ
る
場
合
，
都
度
，
溢
水
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。
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2-
Ⅲ
-1

 

Ⅲ
．
津
波
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 
  ①
防
波
扉
お
よ
び
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理

 

②
施
設
管
理
・
点
検

 

③
④
津
波
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認

 

   ①
大
津
波
警
報
発
令
時
の
常
用
系
海
水
ポ
ン
プ
の
停

止
（
プ
ラ
ン
ト
停
止
）

 

②
③
燃
料
等
輸
送
船
お
よ
び
作
業
船
等
の
緊
急
退
避

 

④
漂
流
物
化
防
止
対
策

 

⑤
津
波
襲
来
時
の
監
視

 

⑥
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

 

⑦
代
替
設
備
の
確
保

 

第
１
７
条
の
４

 

〔
２
号
炉
〕

 

課
長
（
技
術
）
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て

そ
の
他
自
然
災
害
（「

地
震
，
津
波
，
竜
巻
お
よ
び

積
雪
等
」
を
い
う
。
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，

次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の

確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，

火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ

ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。 

（
１
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に

対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に

必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と

 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
そ
の
他

自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に

報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

４
．
当
直
長
は
，
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
，

原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。

発
電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉

主
任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃

止
措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原

子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

５
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

そ
の

他
自

然
災

害
に

係
る

新
た

な
知

見
等

の
収

集
，
反
映
等
を
実
施
す
る
。

 

６
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
，
新
た

な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。

 

５
．
４

 手
順
書
の
整
備

 

（
１
）
課
長
（
技
術
）
は
，
津
波
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め
る
。

 

ア
．
津
波
の
来
襲
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応

 

（
ア
）
①
当
直
長
は
，
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
，
原
子
炉
を
停
止
し
，

冷
却
操
作
を
開
始
す
る
と
と
も
に
，
日
本
海
東
縁
部
に
想
定
さ
れ
る
地
震
に
よ
る
津
波
に
対
し
て
は
，

原
子
炉
補
機
海
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
補
機
冷
却
に
必
要
な
海
水
を
確
保
す
る
た
め
，
津
波
到
達

予
想
時
刻
５
分
前
ま
で
に
，
常
用
系
海
水
ポ
ン
プ
（
循
環
水
ポ
ン
プ
）
を
停
止
す
る
。
ま
た
，
取
水

槽
水
位
を
中
央
制
御
室
に
て
監
視
し
，
引
き
波
に
よ
る
水
位
低
下
を
確
認
し
た
場
合
，
原
子
炉
を
停

止
し
，
冷
却
操
作
を
開
始
す
る
。

 

（
イ
）
②
各
課
長
は
，
燃
料
等
輸
送
船
，
そ
の
他
の
作
業
船
，
貨
物
船
等
に
関
し
，
発
電
所
を
含
む
地
域

に
津
波
警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
，
荷
役
作
業
を
中
断
し
，
陸
側
作
業
員
お
よ
び
輸
送
物
の
退
避

に
関
す
る
措
置
を
実
施
す
る
。
ま
た
，
取
水
口
，
津
波
防
護
施
設
等
の
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
の
あ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
，
緊
急
離
岸
で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
，
着
岸
時
に
は
耐
震
性
を
有
す

る
係
船
柱
へ
の
係
留
を
実
施
す
る
。

 

（
ウ
）
③
各
課
長
は
，
緊
急
離
岸
す
る
船
側
と
退
避
状
況
に
関
す
る
情
報
連
絡
を
行
う
。

 

（
エ
）
④
各
課
長
は
，
荷
揚
場
周
辺
の
漂
流
物
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
車
両
等
の
う
ち
，
取
水
口
，
津
波

防
護
施
設
等
の
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
関
し
，
発
電
所
を
含
む
地
域
に
津
波

警
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
，
漂
流
物
化
防
止
対
策
を
実
施
し
，
作
業
員
の
退
避
に
関
す
る
措
置
を

実
施
す
る
。

 

（
オ
）
⑤
当
直
長
は
，
津
波
監
視
カ
メ
ラ
お
よ
び
取
水
槽
水
位
計
に
よ
る
津
波
の
来
襲
状
況
の
監
視
を
実

施
す
る
。

 

イ
.
 防

波
扉
お
よ
び
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
管
理

 

①
当
直
長
は
，
中
央
制
御
室
等
に
お
い
て
水
密
扉
監
視
設
備
等
の
警
報
監
視
に
よ
り
，
防
波
扉
お
よ

び
必
要
な
水
密
扉
の
閉
止
状
態
の
確
認
を
行
う
。
ま
た
，
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
防
波
扉
お
よ
び

水
密
扉
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操

作
を
行
う
。

 

ウ
．
津
波
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

⑥
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
発
電
所
を
含
む
地
域
に
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
，
事
象

収
束
後
，
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主

任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

エ
．
施
設
管
理
，
点
検
 

②
各
課
長
は
，
津
波
防
護
施
設
，
浸
水
防
止
設
備
お
よ
び
津
波
監
視
設
備
に
つ
い
て
，
そ
の
要
求
機

能
を
維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，

必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

オ
．
津
波
評
価
条
件
の
変
更
の
要
否
確
認

 

（
ア
）
③
各
課
長
は
，
設
備
改
造
等
を
行
う
場
合
，
都
度
，
津
波
評
価
へ
の
影
響
確
認
を
行
う
。

 

（
イ
）
④
課
長
（
技
術
）
は
，
津
波
評
価
に
係
る
評
価
条
件
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。

 

カ
．
代
替
設
備
の
確
保

 
⑦
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
津
波
の
来
襲
に
よ
り
，
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い

場
合
を
考
慮
し
て
，
代
替
設
備
に
よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間
に
お
け
る
補

修
の
実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。

 

【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
，
③
，
④

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 ②
 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
施
設
管
理
要
領

 

 【
事
象
発
生
後
の
対
応
】

 

①
、
⑤

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書

 

 ②
，
③
，
④
，
⑥
、
⑦

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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2-
Ⅲ
-2

 

Ⅲ
．
津
波
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

７
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
に
関
す
る
活
動
を
実

施
す
る
。

 

８
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の
航
空
路
の
変
更
状
況
を

確
認
し
，
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否

を
判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
，
関
係
箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討
依
頼
を

行
う
。
ま
た
，
関
係
箇
所
の
対
応
が
完
了
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を

含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）。
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Ⅳ
．
竜
巻
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 
  ①
屋
外
常
設
物
，
屋
外
仮
設
物
の
固
定
，
固
縛
お
よ

び
離
隔

 

②
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
設
計
基
準
事
故
対
処
設

備
の
位
置
的
分
散

 

③
防
護
板
，
竜
巻
防
護
扉
等
に
よ
る
防
護

 

   ①
竜
巻
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
車
両
の
固
縛
・

退
避

 

②
竜
巻
襲
来
が
予
測
さ
れ
る
場
合
の
燃
料
取
扱
作
業

お
よ
び
屋
外
ク
レ
ー
ン
作
業
の
中
止

 

③
竜
巻
防
護
扉
の
閉
止

 

④
代
替
設
備
，
補
修
の
た
め
に
必
要
な
予
備
品
に
よ

る
安
全
機
能
維
持

 

⑤
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

 

      

第
１
７
条
の
４

 

〔
２
号
炉
〕

 

課
長
（
技
術
）
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て

そ
の
他
自
然
災
害
（「

地
震
，
津
波
，
竜
巻
お
よ
び

積
雪
等
」
を
い
う
。
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，

次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の

確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，

火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ

ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。 

（
１
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に

対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と

 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
そ
の
他

自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に

報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

４
．
当
直
長
は
，
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
，

原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。

発
電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉

主
任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃

止
措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原

子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

５
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

そ
の

他
自

然
災

害
に

係
る

新
た

な
知

見
等

の
収

集
，
反
映
等
を
実
施
す
る
。

 

６
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
，
新
た

な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。

 

６
．
４

 手
順
書
の
整
備

 

課
長
（
技
術
）
は
，
竜
巻
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め
る
。

 

（
１
）
飛
来
物
管
理
の
手
順

 

ア
．
①
各
課
長
は
，
衝
突
時
に
建
物
，
竜
巻
防
護
対
策
設
備
等
に
与
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
貫
通
力
が
設
計

飛
来
物

※
１
（
極
小
飛
来
物
で
あ
る
砂
利
を
除
く
。
）
よ
り
も
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
，
設
置
場
所
等
に

応
じ
て
固
縛
，
固
定
ま
た
は
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
か
ら
の
離
隔
に
よ
り
飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理

を
実
施
す
る
。

 

イ
．
②
各
課
長
は
，
屋
外
の
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ
い
て
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
位
置
的
分

散
を
図
る
こ
と
で
，
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
と
同
時
に
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
機
能
を
損
な
わ
な

い
よ
う
管
理
す
る
。

 

※
１
：
設
計
飛
来
物
の
寸
法
等
は
，
以
下
の
と
お
り
。

 

 

飛
来
物
の
種
類

 
鋼
製
材

 

寸
法
（

m）
 

長
さ
×
幅
×
奥
行
き

 

4
.
2×

0
.3
×
0
.
2
 

質
量
（

kg
）
 

1
3
5 

 （
２
）
竜
巻
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応

 

ア
．
①
各
課
長
は
，
車
両
に
関
し
て
停
車
し
て
い
る
場
所
に
応
じ
て
退
避
ま
た
は
固
縛
す
る
こ
と
に
よ
り

飛
来
物
と
な
ら
な
い
管
理
を
実
施
す
る
。

 

イ
．
②
各
課
長
は
，
炉
心
変
更
，
原
子
炉
棟
内
で
照
射
さ
れ
た
燃
料
に
係
る
作
業
お
よ
び
屋
外
に
お
け
る

ク
レ
ー
ン
作
業
を
中
止
し
，
取
水
槽
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
，
係
留
位
置
に
固
定
す
る
。

 

ウ
．
③
当
直
長
は
，
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
を
内
包
す
る
区
画
に
設
置
す
る
扉
の
閉
止
状
態
を
確
認
す

る
。
ま
た
，
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
外
部
事
象
防
護
対
象
施
設
を
内
包
す
る
区
画
に
設
置
す
る
扉

の
開
放
後
の
確
実
な
閉
止
操
作
お
よ
び
閉
止
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が
確
認
さ
れ
た
場
合
の
閉
止
操
作
を

行
う
。

 

（
３
）
代
替
設
備
の
確
保

 
④
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
竜
巻
の
襲
来
に
よ
り
，
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場

合
を
考
慮
し
て
，
代
替
設
備
に
よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間
に
お
け
る
補
修
の

実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。

 

（
４
）
竜
巻
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

⑤
各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
発
電
所
敷
地
内
に
竜
巻
が
発
生
し
た
場
合
は
，
事
象
収
束
後
，
原
子
炉

施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す

る
。

 

（
５
）
施
設
管
理
，
点
検

 

③
各
課
長
は
，
竜
巻
防
護
対
策
設
備
に
つ
い
て
，
そ
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
，
施
設
管
理
計

画
に
基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

 

【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
，
②

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 ③
 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
施
設
管
理
要
領

 

 【
事
象
発
生
後
の
対
応
】

 

①
，
②
，
④
，
⑤

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 ③
 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書

 

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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2-
Ⅳ
-2

 

Ⅳ
．
竜
巻
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

７
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
に
関
す
る
活
動
を
実

施
す
る
。

 

８
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の
航
空
路
の
変
更
状
況
を

確
認
し
，
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否

を
判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
，
関
係
箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討
依
頼
を

行
う
。
ま
た
，
関
係
箇
所
の
対
応
が
完
了
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を

含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）。

 

                                    

255



2-
Ⅴ
-1

 

Ⅴ
．
火
山
（
降
灰
）
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 
  ①
施
設
管
理
，
点
検

 

   ①
給
気
隔
離
弁
の
閉
止
，
空
調
換
気
系
の
停
止
，
系

統
隔
離
運
転

 

②
降
下
火
砕
物
の
除
去
（
建
物
等
）

 

③
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付

 

④
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
の
冷

却
 

⑤
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
に
よ
る
炉
心
の
冷
却

 

⑥
緊
急
時
対
策
所
扉
の
開
放

 

⑦
通
信
連
絡
設
備
へ
の
給
電

 

⑧
代
替
設
備
の
確
保

 

⑨
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

 

    

第
１
７
条
の
３

 

〔
２
号
炉
〕

 

 
課
長
（
技
術
）
は
，
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
ま
た
は
発
生
し
た
場
合

（
以
下
「
火
山
影
響
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

※
１
を
行

う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を
含
む
計
画
を

策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火

災
，
内
部
溢
水
，
火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害

お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ

て
実
施
す
る
。

 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る

教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な

フ
ィ
ル
タ
そ
の
他
の
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る

こ
と

 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
次
の
各

号
を
含
む
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
体
制
お
よ
び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

（
１
）
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流

動
力
電
源
設
備
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
（
１
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等

発
生
時
に
お
け
る
代
替
電
源
設
備
そ
の
他
の
炉

心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
の
他
，
火
山
影
響
等

発
生
時
に
交
流
動
力
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に

お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め

の
対
策
に
関
す
る
こ
と

 

３
．
各
課
長
は
，
第
１
項
（
１
）
の
要
員
に
第
２
項

の
手
順
を
遵
守
さ
せ
る
。

 

４
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に

報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

５
．
当
直
長
は
，
火
山
現
象
の
影
響
に
よ
り
，
原
子

３
．
４

 
手
順
書
の
整
備

 

課
長
（
技
術
）
は
，
火
山
影
響
等
お
よ
び
積
雪
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め
る
。

 

（
１
）
①
降
下
火
砕
物
の
侵
入
防
止

 

当
直
長
は
，
外
気
取
入
口
に
設
置
し
て
い
る
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
等
の
差
圧
監
視
お
よ
び
給
気
隔
離
弁
の
閉

止
，
空
調
換
気
設
備
の
停
止
ま
た
は
系
統
隔
離
運
転
モ
ー
ド
に
よ
り
建
物
内
へ
の
降
下
火
砕
物
の
侵
入
を

防
止
す
る
。

 

（
２
）
②
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
の
除
去
作
業

 

各
課
長
は
，
降
下
火
砕
物
の
堆
積
ま
た
は
積
雪
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
よ

り
防
護
す
べ
き
屋
外
の
施
設
，
な
ら
び
に
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す
る

建
物
等
に
つ
い
て
，
堆
積
に
よ
り
施
設
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
降
下
火
砕
物
お
よ
び
積
雪
を
除
去

す
る
。

 

（
３
）
③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
）
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
を
除
く
。
）
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

へ
の
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
の
取
付
け
を
実
施
す
る
。

 

ア
．
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。
）
へ
の
改
良
型

フ
ィ
ル
タ
取
付
け

 

課
長
（
原
子
炉
）
は
，
フ
ィ
ル
タ
の
取
付
け
が
容
易
な
改
良
型
フ
ィ
ル
タ
を
取
り
付
け
る
。

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含

む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火
に
関

す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に

噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火

砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

（
４
）
④
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
用
い
た
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
，

か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
機
能
喪
失
し
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
高
圧
原
子
炉
代
替

注
水
系
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。

 

ア
．
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却

 

当
直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
注
水
が
で
き
な
い
場
合
は
，
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系

を
用
い
た
炉
心
冷
却
を
行
う
。

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が

と
も
に
機
能
喪
失
し
，
か
つ
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
が
機
能
喪
失
し
た
場
合

 

（
５
）
⑤
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
お
よ
び
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
機
能
喪
失
し
た

場
合
は
，
炉
心
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
使
用
し
炉
心
の
冷
却
を
行
う
。

 

ア
．
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却

 

当
直
長
は
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い
た
炉
心
冷
却
を
行
う
。

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生
し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
３
台
が

と
も
に
機
能
喪
失
し
た
場
合

 

（
６
）
⑥
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保
に
関
す
る
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
緊
急
時
対
策
所
扉
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性

を
確
保
す
る
。

 

ア
．
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
確
保

 

【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
施
設
管
理
要
領

 

 【
事
象
発
生
後
の
対
応
】

 

①
，
④
，
⑤
，
⑦

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書

 

 ②
，
③
，
⑥
，
⑧
，
⑨

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

  

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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Ⅴ
．
火
山
（
降
灰
）
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め
定
め

ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。
発

電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉
主

任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃
止

措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原
子

炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

６
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

火
山
現
象
に
係
る
新
た
な
知
見
等
の
収
集
，
反
映

等
を
実
施
す
る
。

 

※
１
：
火
山
影
響
等
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以

下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

 

各
課
長
は
，
緊
急
時
対
策
所
扉
の
開
放
に
よ
り
居
住
性
を
確
保
し
，
降
下
火
砕
物
の
侵
入
を
防
止
す

る
た
め
，
仮
設
フ
ィ
ル
タ
を
設
置
す
る
。

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含

む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火
に
関

す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に

噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火

砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

（
７
）
⑦
通
信
連
絡
設
備
に
関
す
る
対
策

 

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
通
信
連
絡
に
つ
い
て
，
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
な
い
有
線
系
の
設

備
を
複
数
手
段
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
を
確
保
す
る
。
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
系
の
機
能
が

喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
は
，
原
子
炉
建
物
内
に
配
置
し
た
高
圧
発
電
機
車
か
ら
緊
急
時
対
策
所
内
の
通

信
連
絡
設
備
へ
給
電
す
る
。

 

ア
．
高
圧
発
電
機
車
の
準
備
作
業

 

各
課
長
は
，
高
圧
発
電
機
車
を
降
下
火
砕
物
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
原
子
炉
建
物
内
へ
移
動

し
準
備
作
業
を
行
う
。

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

気
象
庁
が
発
表
す
る
降
灰
予
報
（
「
速
報
」
ま
た
は
「
詳
細
」）

に
よ
り
島
根
原
子
力
発
電
所
を
含

む
地
域
（
松
江
市
）
へ
の
「
多
量
」
の
降
灰
が
予
想
さ
れ
た
場
合
，
気
象
庁
が
発
表
す
る
噴
火
に
関

す
る
火
山
観
測
報
に
お
い
て
，
地
理
的
領
域
（
発
電
所
敷
地
か
ら
半
径
１
６
０
ｋ
ｍ
）
内
の
火
山
に

噴
火
が
確
認
さ
れ
た
が
，
噴
火
後
１
０
分
以
内
に
降
灰
予
報
が
発
表
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
降
下
火

砕
物
に
よ
る
発
電
所
へ
の
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
た
場
合

 

イ
．
高
圧
発
電
機
車
か
ら
の
給
電
作
業

 

各
課
長
お
よ
び
当
直
長
は
，
高
圧
発
電
機
車
か
ら
の
給
電
準
備
を
行
っ
た
の
ち
給
電
を
開
始
す
る
。

 

（
ア
）
手
順
着
手
の
判
断
基
準

 

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
給
電
開
始
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
い
て
外
部
電
源
喪
失
が
発
生

し
，
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
系
か
ら
の
受
電
が
不
能
と
な
っ
た
場
合

 

 

火
山
影
響
等
発
生
時
の
対
策
に
お
け
る
主
な
作
業

 

作
業
手
順
№

 
対
応
手
段

 
要
員

 
要
員
数

 
想
定
時
間

 

（
３
）
ア
．

 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

（
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
を
除
く
。）

へ
改

良
型
フ
ィ
ル
タ
取
付
け

※
1
 

緊
急
時
対
策
要
員

 
８

 
４
５
分

 

（
４
）
ア
．

 
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
を
用

い
た
炉
心
冷
却

 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
）

 
１

 
１
０
分

 

（
５
）
ア
．

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
を
用
い

た
炉
心
冷
却

 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
）

 
１

 
速
や
か
に

 

（
７
）
ア
．

イ
．

 

高
圧
発
電
機
車
の
準
備
作
業
お

よ
び
給
電
作
業

 

運
転
員

 

（
中
央
制
御
室
，
現
場
）

 

，
緊
急
時
対
策
要
員

 

７
 

１
時
間
５

０
分

 

※
１
：
１
班
４
名
で
２
班
が
並
行
で
実
施
す
る
。

 

 

（
８
）
⑧
代
替
設
備
の
確
保

 

各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
火
山
影
響
等
発
生
時
ま
た
は
積
雪
に
よ
り
，
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が

維
持
で
き
な
い
場
合
を
考
慮
し
て
，
代
替
設
備
に
よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間

に
お
け
る
補
修
の
実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。
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Ⅴ
．
火
山
（
降
灰
）
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

（
９
）
⑨
降
灰
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認

 

各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
降
灰
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
，

降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
な
ら
び
に
降
下
火
砕
物
よ
り
防
護
す
べ
き
施
設
を
内
包
す
る
建
物
等

に
つ
い
て
，
点
検
を
行
う
と
と
も
に
，
そ
の
結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

（
1
0）

①
施
設
管
理
，
点
検

 

各
課
長
は
，
火
山
防
護
対
策
設
備
に
つ
い
て
，
そ
の
要
求
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に

基
づ
き
適
切
に
施
設
管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。
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Ⅵ
．
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 
  ①
発
電
所
敷
地
内
外
の
有
毒
化
学
物
質
の
確
認

 

②
堰
お
よ
び
防
液
提
等
の
運
用
管
理

 

③
可
動
源
に
対
す
る
終
息
活
動

 

④
防
護
具
の
着
用
お
よ
び
防
護
具
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
整
備
の
対
策

 

⑤
保
守
管
理
・
点
検

 

  な
し

 

    

第
１
７
条
の
５

 

〔
２
号
炉
〕

 

課
長
（
技
術
）
は
，
発
電
所
敷
地
内
に
お
い
て

有
毒
ガ
ス
を
確
認
し
た
場
合
（
以
下
「
有
毒
ガ
ス

発
生
時
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
重
大
事
故
等
発
生

時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
運
転
員
，
緊
急
時
対
策
要

員
お
よ
び
自
衛
消
防
隊
（
以
下
「
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
要
員
」
と
い
う
。）

の
防
護
の
た
め
の
活

動
※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，
次
の
各
号
を

含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の
確
認
，
所
長

の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
，

添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，
火
山
影
響

等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
対
応
に

係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。

 

（
１
）
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
要
員

の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ

と
 

（
２
）
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
要
員

の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行

う
要
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
実
施
に
関
す

る
こ
と

 

（
３
）
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
に

対
処
す
る
要
員

の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る

こ
と
 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
有
毒
ガ

ス
発
生
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要

員
の
防
護
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
長
は
，
第
２
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果

に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）

に
報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定

め
る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。

 

４
．
当
直
長
は
，
有
毒
ガ
ス
の
影
響
に
よ
り
，
原
子

炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め
定
め

ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任
技
術

者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。
発

電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉
主

任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃
止

措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原
子

炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

※
１
：
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
行
う
活
動
を
含
む
（
以

下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）。

 

７
．
４

 
手
順
書
の
整
備

 

（
１
）
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
防
護
の
た

め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定

め
る
。

 

ア
．
有
毒
ガ
ス
防
護
の
確
認
に
関
す
る
手
順

 

（
ア
）
①
各
課
長
は
，
発
電
所
敷
地
内
外
に
お
い
て
貯
蔵
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下
「
固
定
源
」
と
い
う
。）

に
対
し
て
，
（
イ
）
項
，（

ウ
）

項
お
よ
び
ウ
．
項
の
実
施
に
よ
り
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
要
員
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度
を

有
毒
ガ
ス
防
護
の
た
め
の
判
断
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に
す
る
。

 

（
イ
）
①
課
長
（
放
射
線
管
理
）
は
，
発
電
所
敷
地
内
お
よ
び
中
央
制
御
室
等
か
ら
半
径
１
０
ｋ
ｍ
近
傍

に
お
け
る
新
た
な
有
毒
化
学
物
質
お
よ
び
有
毒
化
学
物
質
の
性
状
，
貯
蔵
状
況
等
の
変
更
を
確
認
し
，

固
定
源
の
見
直
し
が
あ
る
場
合
は
，
有
毒
ガ
ス
が
発
生
し
た
場
合
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃
度
評
価

を
実
施
し
，
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。
可
動
源
の
見
直
し
が
あ
る

場
合
は
，
必
要
な
有
毒
ガ
ス
防
護
を
実
施
す
る
。

 

（
ウ
）
②
各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
，
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
堰
お
よ
び
覆
い
（
以
下
「
防
液
堤
等
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
，
適
切
に
運
用
管
理
を
実

施
す
る
。

 

イ
.
 有

毒
ガ
ス
発
生
時
の
防
護
に
関
す
る
手
順

 

（
ア
）
③
当
直
長
お
よ
び
各
課
長
は
，
可
動
源
に
対
し
て
，
立
会
人
の
随
行
，
通
信
連
絡
手
段
に
よ
る
連

絡
，
中
央
制
御
室
空
調
換
気
系
お
よ
び
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
の
隔
離
，
防
護
具
の
着
用
な
ら
び

に
終
息
活
動
等
の
対
策
を
実
施
す
る
。

 

（
イ
）
④
各
課
長
は
，
予
期
せ
ぬ
有
毒
ガ
ス
の
発
生
に
対
し
て
，
防
護
具
の
着
用
お
よ
び
防
護
具
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
整
備
の
対
策
を
実
施
す
る
。

 

ウ
．
施
設
管
理
，
点
検
 

⑤
各
課
長
は
，
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
，
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
防
液
堤
等
は
，
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
，
施
設
管
理
計
画
に
基

づ
き
適
切
に
施
設
管
理
，
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
補
修
を
行
う
。

 

【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
，
②

 
 

・
構
内
有
毒
ガ
ス
管
理
手
順
書

 

 ③
 

・
構
内
有
毒
ガ
ス
管
理
手
順
書

 

・
２
号
機
事
故
時
操
作
要
領
書

 

 ⑤
 

・
構
内
有
毒
ガ
ス
管
理
手
順
書

 

・
施
設
管
理
要
領

 

  【
事
象
発
生
後
の
対
応
】

 

無
し

 

 

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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Ⅶ
．
地
震
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 
  ①
②
③
④
波
及
的
影
響
防
止
の
観
点
に
よ
る
設
備
の

設
置
位
置
，
構
造
お
よ
び
影
響
防
止
措
置
等
の
管

理
  

 ①
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認

 

②
代
替
設
備
の
確
保

 

第
１
７
条
の
４

 

〔
２
号
炉
〕

 

課
長
（
技
術
）
は
，
原
子
炉
施
設
内
に
お
い
て

そ
の
他
自
然
災
害
（「

地
震
，
津
波
，
竜
巻
お
よ
び

積
雪
等
」
を
い
う
。
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動

※
１
を
行
う
体
制
の
整
備
と
し
て
，

次
の
各
号
を
含
む
計
画
を
策
定
し
，
技
術
部
長
の

確
認
，
所
長
の
承
認
を
得
る
。
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
，
添
付
２
に
示
す
「
火
災
，
内
部
溢
水
，

火
山
影
響
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
お
よ
び
有
毒
ガ

ス
対
応
に
係
る
実
施
基
準
」
に
従
っ
て
実
施
す
る
。 

（
１
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た

め
に

必
要
な
要
員
の
配
置
に
関
す
る
こ
と

 

（
２
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
要
員
に

対
す
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

 

（
３
）
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
資
機
材
の
配
備
に
関
す
る
こ
と

 

２
．
各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に
基
づ
き
，
そ
の
他

自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全

の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
お
よ

び
手
順
の
整
備
を
実
施
す
る
。

 

３
．
各
課
長
は
，
第
２
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取

り
ま
と
め
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定

期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結
果
に

基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
，
課
長
（
技
術
）
に

報
告
す
る
。
課
長
（
技
術
）
は
，
第
１
項
に
定
め

る
事
項
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。

 

４
．
当
直
長
は
，
そ
の
他
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
り
，

原
子
炉
施
設
の
保
安
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
，
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
た
経
路
に
従
い
，
所
長
，
原
子
炉
主
任

技
術
者
，
各
部
長
お
よ
び
総
務
課
長
に
連
絡
す
る
。

発
電
部
長
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
所
長
，
原
子
炉

主
任
技
術
者
，
品
質
保
証
部
長
，
技
術
部
長
，
廃

止
措
置
・
環
境
管
理
部
長
お
よ
び
保
修
部
長
と
原

子
炉
停
止
等
の
措
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

 

５
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

そ
の

他
自

然
災

害
に

係
る

新
た

な
知

見
等

の
収

集
，
反
映
等
を
実
施
す
る
。

 

６
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

そ
の
他
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に
関
し
て
，
新
た

な
波
及
的
影
響
の
観
点
の
抽
出
を
実
施
す
る
。

 

４
．
４

 
手
順
書
の
整
備

 

（
１
）
課
長
（
技
術
）
は
，
地
震
発
生
時
に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
体
制
の
整
備
と
し
て
，
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
を
手
順
書
に
定
め
る
。

 

ア
．
波
及
的
影
響
防
止
に
関
す
る
手
順

 

（
ア
）
①
各
課
長
は
，
波
及
的
影
響
を
防
止
す
る
よ
う
現
場
を
維
持
す
る
た
め
，
２
号
炉
の
機
器
設
置
時

の
配
慮
事
項
等
を
定
め
て
管
理
す
る
。

 

（
イ
）
②
各
課
長
は
，
２
号
炉
の
機
器
・
配
管
等
の
設
置
お
よ
び
点
検
資
材
等
の
仮
設
・
仮
置
時
に
お
け

る
，
設
計
基
準
対
象
施
設
の
う
ち
耐
震
重
要
施
設
（
Ｓ
ク
ラ
ス
の
施
設
）
，
そ
の
間
接
支
持
構
造
物
お

よ
び
屋
外
重
要
土
木
構
造
物
，
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
う
ち
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
，

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
お
よ
び
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）（

当
該
設
備
が
属
す

る
耐
震
重
要
度
分
類
が
Ｓ
ク
ラ
ス
の
も
の
）
な
ら
び
に
こ
れ
ら
が
設
置
さ
れ
る
常
設
重
大
事
故
等
対

処
施
設
（
以
下
「
耐
震
重
要
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設

※
１
の
波
及
的
影
響

（
４
つ
の
観
点

※
２
お
よ
び
溢
水
・
火
災
の
観
点
）
を
防
止
す
る
。

 

※
１
：
耐
震
重
要
施
設
等
以
外
の
施
設
を
い
う
。

 
 

※
２
：
４
つ
の
観
点
と
は
，
以
下
を
い
う
。

 

 

ａ
．
設
置
地
盤
お
よ
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に
起
因
す
る
相
対
変
位
ま
た
は
不
等
沈
下
に
よ
る
影

響
 

ｂ
．
耐
震
重
要
施
設
等
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
に
お
け
る
相
互
影
響

 

ｃ
．
建
物
内
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
，
転
倒
お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ

の
影
響

 

ｄ
．
屋
外
に
お
け
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
損
傷
，
転
倒
お
よ
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
等
へ
の

影
響

 

イ
．
設
備
の
保
管
に
関
す
る
手
順

 

（
ア
）
③
各
課
長
は
，
２
号
炉
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
つ
い
て
，
地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の

崩
壊
・
溢
水
・
火
災
等
の
影
響
に
よ
り
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
喪
失
し
な

い
よ
う
，
固
縛
措
置
，
分
散
配
置
，
転
倒
防
止
対
策
等
に
よ
る
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

 

（
イ
）
④
各
課
長
は
，
２
号
炉
の
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
，
屋
外
の
車
両
型
設
備
等
に
つ

い
て
，
離
隔
距
離
を
基
に
必
要
な
設
備
間
隔
を
定
め
適
切
な
保
管
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

 

ウ
．
①
地
震
発
生
時
の
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
確
認
に
関
す
る
手
順

 

各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
発
電
所
周
辺
の
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
測
候
所
等
に
お
い
て
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
，
原
子
炉
施
設
の
損
傷
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
そ
の

結
果
を
所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。

 

エ
．
②
代
替
設
備
の
確
保

 

各
課
長
ま
た
は
当
直
長
は
，
地
震
の
影
響
に
よ
り
，
安
全
施
設
の
構
造
健
全
性
が
維
持
で
き
な
い
場

合
を
考
慮
し
て
，
代
替
設
備
に
よ
る
必
要
な
機
能
の
確
保
，
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間
に
お
け
る
補
修

の
実
施
等
に
よ
り
，
安
全
機
能
を
維
持
す
る
。

 

 

【
事
象
発
生
前
の
対
応
】

 

①
，
②
，
③
，
④

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 【
事
象
発
生
後
の
対
応
】

 

①
，
②

 

・
自
然
災
害
等
発
生
時
対
応
手
順
書

 

 

事
象
発
生
時
の
対
応

 

事
象
発
生
前
の
対
応
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Ⅶ
．
地
震
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

 

事
象
対
応

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
添
付
２

 
関
連
す
る

 

社
内
規
定
文
書

 

７
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

地
震
観
測
お
よ
び
影
響
確
認
に
関
す
る
活
動
を
実

施
す
る
。

 

８
．
電
源
事
業
本
部
部
長
（
原
子
力
安
全
技
術
）
は
，

定
期
的
に
発
電
所
周
辺
の
航
空
路
の
変
更
状
況
を

確
認
し
，
確
認
結
果
に
基
づ
き
防
護
措
置
の
要
否

を
判
断
す
る
。
防
護
措
置
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
は
，
関
係
箇
所
へ
防
護
措
置
の
検
討
依
頼
を

行
う
。
ま
た
，
関
係
箇
所
の
対
応
が
完
了
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
。

 

※
１
：
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
に
行
う
活
動
を

含
む
（
以
下
，
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）。
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